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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪を成形する方法であって、
　（ｉ）組成物を毛髪上に適用するステップであって、前記組成物が、
　　Ａ．　水性分散物であって、
　　　ａ）１μｍ以上１００μｍ以下の範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有す
る粒子であって、前記粒子が、
　　　　ａ１）少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含む油ゲル化剤、なら
びに
　　　　ａ２）脂肪物質であって、
　　　　　－　蜜蝋、水素化ミリスチルオリーブエステル、水素化ステアリルオリーブエ
ステル、ＶＰ／エイコセンコポリマー、ジトリメチロイルプロパンテトラステアレート、
シルセスキオキサン樹脂ワックスおよびそれらの混合物から選択される、３５℃より高い
融点を有する少なくとも１種のワックス、
　　　　　－　Ｃ６～Ｃ１６アルカン、植物、鉱物または合成由来の非シリコーン油、液
体脂肪アルコール、液体脂肪酸、脂肪酸の液体エステル、脂肪アルコールの液体エステル
、シリコーン油、芳香油およびそれらの混合物から選択される、少なくとも１種の油、な
らびに
　　　　　－　それらの混合物
から選択される、脂肪物質
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を含む、粒子、
　　　ｂ）
　　　　ｂ１）グリセリルエステルのポリエチレングリコールエーテル、ソルビタンエス
テル、アルコキシル化基および／または側鎖を有するシリコーンベースの乳化ポリマー、
ならびにそれらの混合物から選択される、少なくとも１種の非イオン性界面活性剤、なら
びに
　　　　ｂ２）アシルグルタメート、アルキルスルフェートおよびそれらの塩、アルキル
エーテルスルフェートおよびそれらの塩、アルキルエーテルカルボキシレート、ならびに
それらの混合物から選択される、少なくとも１種のアニオン性界面活性剤
を含む界面活性剤混合物、ならびに
　　　ｃ）水
を含有する、水性分散物、
　　Ｂ．　水、揮発性有機溶媒、非揮発性有機溶媒、シリコーン、非シリコーン油および
それらの混合物から選択される少なくとも１種の成分を含む担体、ならびに
　　Ｃ．　任意選択的に、液体脂質／油、ワックス、フィルム形成ポリマー、レオロジー
変性剤、湿潤剤および保湿剤、乳化剤、構成化剤、噴射剤、界面活性剤、光沢剤、コンデ
ィショニング剤、化粧品的、皮膚科学的および薬学的活性剤、ビタミン、植物抽出物、な
らびにそれらの混合物から選択される少なくとも１種の補助成分
を含む、ステップ、ならびに
　（ｉｉ）前記毛髪に熱を適用するステップ
を含み、
　「体積基準の粒径分布」という用語は、個体群のパーセンテージが、示された直径にお
いて粒子の体積に基づき決定される、分散物の粒径分布を指す、方法。
【請求項２】
　前記水性分散物において、前記少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーが、ス
チレン－エチレン／ブチレンジブロックコポリマー、スチレン－エチレン／プロピレンジ
ブロックコポリマー、スチレン－エチレン／ブチレン－スチレントリブロックコポリマー
、およびそれらの混合物から選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記水性分散物において、前記少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーが、ス
チレン－エチレン／ブチレンジブロックコポリマーおよびスチレン－エチレン／ブチレン
－スチレントリブロックコポリマーを含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記水性分散物において、前記脂肪物質が、３５℃より高い融点を有する少なくとも１
種のワックスから選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記水性分散物において、前記３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックス
の量対前記少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーの量の重量比が、１００：１
～１：１００の範囲である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記水性分散物において、前記３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックス
が、前記水性分散物の全重量に基づき、１０重量％～６０重量％の量で存在し、かつ前記
少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーが、前記水性分散物の全重量に基づき、
０．１重量％～１５重量％の量で存在する、請求項４または５に記載の方法。
【請求項７】
　前記水性分散物において、前記脂肪物質が、少なくとも１種の油から選択される、請求
項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記水性分散物において、前記少なくとも１種の油の量対前記少なくとも１種のスチレ
ン系ブロックコポリマーの量の重量比が、１００：１～１：１００の範囲である、請求項
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７に記載の方法。
【請求項９】
　前記水性分散物において、前記少なくとも１種の油対前記少なくとも１種のスチレン系
ブロックコポリマーの重量比が、５：１～１０００：１の範囲である、請求項７に記載の
方法。
【請求項１０】
　前記水性分散物において、前記粒子が、２０μｍ～７０μｍの範囲のピークを有する体
積基準の粒径分布を有する、請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記水性分散物において、前記脂肪物質が、３５℃より高い融点を有する少なくとも１
種のワックスおよび少なくとも１種の油を含む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１２】
　前記水性分散物において、前記３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックス
の重量による量が、前記少なくとも１種の油の重量による全量および前記少なくとも１種
のスチレン系ブロックコポリマーの量以上である、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記水性分散物において、前記イオン性界面活性剤が、前記界面活性剤混合物の全重量
に基づき、５重量％～３０重量％の量で存在する、請求項１～１２のいずれか一項に記載
の方法。
【請求項１４】
　前記水性分散物が、半結晶質ポリマー、グルタミドベースの化合物、ポリアミド、およ
びそれらの混合物から選択されるａ１）以外の少なくとも１種の油ゲル化剤をさらに含む
、請求項１～１３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　前記水性分散物が、前記組成物の全重量に基づき、１重量％～３０重量％の量で前記組
成物中に存在する、請求項１～１４のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水性分散物、これらの分散物を含む組成物および様々な基体上でのこれらの
分散物の使用方法に関する。より詳しくは、水性分散物は、非イオン性界面活性剤および
イオン性界面活性剤を含んでなる界面活性剤混合物と、水とを含んでなる。
【背景技術】
【０００２】
　化粧品、パーソナルケアおよび家庭製品などの消費者製品、ならびに医薬製品および工
業製品は、これらの製品がケラチン基体（例えば、毛髪および皮膚）、硬質表面（例えば
、木材および金属）、ならびに他の非ケラチン基体（例えば、布および物品）などの様々
な基体上で膜またはコーティングを形成するようにさせる成分を利用する。基体の表面上
で膜またはコーティングを形成することに役立つそれらの成分は、ワックス、ポリマー、
樹脂および油などの様々な原材料から選択され得る。同時に、これらの成分を利用する製
品は、輝き、耐水性、耐移動性、耐ひっかき傷性、色およびつや出しされた外観などのあ
る種の望ましい特性を表面に与えるように設計されている。
【０００３】
　特にワックスおよび油は、化粧品およびパーソナルケア製品ならびに家庭／工業製品に
おいて、様々な種類の表面に、輝き、なめらかさおよび滑りやすさなどの特性ならびに水
分または湿気および物理的摩擦への曝露などの外部要素に対する保護コーティングを提供
するため、非常に望ましい。化粧品の領域では、毛髪に形状またはスタイルを与えるため
、そして／または特定のヘアスタイルを維持することに役立つように、１種または複数の
上記成分を含有するヘアスタイリング製品を使用することができる。これらの成分を利用
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するメイクアップ化粧品は、皮膚、唇およびまつ毛の外観を向上させるために使用される
。例えば、マスカラ製品は、まつ毛を成形またはカールさせることに役立つワックスおよ
びフィルム形成ポリマーなどのポリマーを利用する。日焼け止め製品および他の化粧品で
も、皮膚および毛髪上に耐水性の膜またはコーティングを提供するため、極度の環境条件
下の皮膚および毛髪の外観および条件を維持することに役立つように、これらの成分を使
用することができる。加えて、これらの成分は、製品に構造およびテクスチャーを提供し
、かつ基体にある種の感触およびテクスチャーを提供することができる。
【０００４】
　それにもかかわらず、消費者は、改善された性能を有する新製品を絶え間なく求め、し
たがって、様々な製品におけるこれらの成分の性能を最適化または向上させる観点から、
現在もなお課題が存在する。そのうえ、スプレー、フォーム、エマルジョン、ゲル、ムー
ス、ペーストおよびスティックなどの様々なガレヌス形態のワックス、ポリマー、樹脂お
よび油の調製物は、これらの成分のいくつかが、これらのガレヌス形態へと容易に導入お
よび／または分散され得ないため、課題を有し得る。加えて、これらの成分を使用する最
終的な調製物は、時間が経っても安定性が残らなければならない。
【０００５】
　例えば、ワックスは昔からペーストまたはポマードで利用されているが、特にワックス
成分から得られる望ましい特性を与えるのに十分な濃度において、スプレーまたはフォー
ム製品には容易に調製され得ない。その種のワックスは、ワックス粒子が凝塊形成する可
能性があるため、調製物中でのワックス粒子の安定性および分散に影響を及ぼし得る。ま
たある種のワックスは、製品の、および／または処理された基体への望ましくない粗いテ
クスチャーおよび／または粘着性の感触をもたらし得る。
【０００６】
　ワックスおよび油成分を含有する液体組成物を濃厚化する手段を見出すことも必要であ
る。これらの成分を含有する組成物は、非常にしばしば慣習的に、不十分なゲル化によっ
て、または油およびワックスの過剰な濃厚化によって誘導され得る、粘性のおよび／また
は望ましくないペースト状の性質（滑らかさの欠乏）を示す。そのため、組成物の粘性が
、それらが基体から容易にしたたり落ちるか、または流れ落ちるほどの液体ではなく（流
れやすくなく、水分が多くない）、かつそれらが、基体上での均質な適用および延展が困
難なほど濃厚ではないことが望ましい。同時に、皮膚および毛髪などの基体上への付着に
よって、油っぽい感触、あるいは乾燥または緊張の感触を生じないことが望ましい。
【０００７】
　言い替えれば、ワックス、ポリマー、樹脂および油を配合することは、これらの成分自
体から入手可能な利点を最適化することに関して、なお課題を提示する。そのため、その
ような成分を種々のガレヌス形態へと調合することができ、そして同時に、これらの成分
から得られる利点を最適化して、かつ化粧品活性成分、着色剤および日焼け止め剤などの
他の成分の性能を高める方法を改善する必要がなお存在する。
【０００８】
　そのようにして、ワックス、ポリマー、樹脂および油の使用に関する様々な技術が開発
されている。例えば、形状記憶ポリマー（ＳＭＰ）は形状を変化させる能力を有すること
が見出され、したがって、変形時に、特に、熱または光などの外部刺激物が適用される時
に、それらの形状を変化させるか、またはそれらの最初の形状へ戻す能力を有するそのよ
うなポリマーから製造されるある種の材料を提供する。ＳＭＰは、包装フィルム、布およ
び医療用デバイスで使用されてもよい（Ｍａｒｃ　Ｂｉｅｈｌ　ａｎｄ　Ａｎｄｒｅａｓ
　Ｌｅｎｄｌｅｉｎ（２００７）．Ｓｈａｐｅ　Ｍｅｍｏｒｙ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ，Ｍａ
ｔｅｒｉａｌｓ　Ｔｏｄａｙ．１０（４），ｐｐ．２０－２８）。化粧品およびヘアケア
の領域において、米国特許出願公開第２００８０３１１０５０号明細書および米国特許出
願公開第２００７０２７５０２０号明細書は、ヘアトリートメント組成物における形状記
憶ポリマーの使用を教示している。しかしながら、ＳＭＰは、溶媒および送達／ガレヌス
形態の選択に関して、合成手順および調製において課題を有し得る典型的に複雑なポリマ
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ー系である。
【０００９】
　独国特許第２８１０１３０号明細書などの他の教示は、毛髪上へポリアミド粉末を適用
して、毛髪を加熱し、特定のスタイルに毛髪を接着することを開示するが、この参考文献
には、毛髪を再スタイリングまたは再配置することができることは教示されておらず、カ
ツラに関するものと思われる。国際公開第８９０４６５３号パンフレットおよび国際公開
第８９０１７７１号パンフレットは、水溶性ポリエチレンオキシドポリマーを含有する熱
活性化ヘアスタイリング組成物の使用を開示している。欧州特許第１１７４１１３号明細
書、米国特許第７９９８４６５号明細書および米国特許出願公開第２０１２００７０３９
１号明細書は、熱溶融性ポリマー、ある種のポリマーを含んでなる熱膨張性粒子、ポリシ
ロキサンおよびシランを含む特定のポリマーの使用に関する。しかしながら、このポリマ
ーの使用でもなお粘着性の調製物をもたらし得、界面活性剤との相溶性の問題の結果とし
て、安定性のある分散物へと調製することが困難であり得、そして毛髪に対して長期間永
続する効果、あるいは、例えば、製品を再適用することなく、毛髪を容易に再スタイリン
グまたは再配置する能力を必ずしも提供しない。
【００１０】
　米国特許第７８７１６００号明細書、米国特許第６０６６３１６号明細書、特開２００
３０１２４７８号公報、米国特許出願公開第２００６０２９２０９５号明細書および米国
特許出願公開第２００６０２６３４３８号明細書は、毛髪化粧品組成物におけるワックス
および油分散物の調製を教示する。例えば、米国特許第７８７１６００号明細書は、ヘア
スタイリング組成物におけるワックス分散物の使用を教示する。しかしながら、上記組成
物は、スタイリングポリマーと、組成物の３０重量％～４５重量％のワックスの相対的に
高い量をさらに必要とする。米国特許第６０６６３１６号明細書は、ワックス、両性界面
活性剤および非イオン性界面活性剤を含有する微細ワックス分散物であって、ワックス粒
子の径が約３０ｎｍであり、かつ非イオン性界面活性剤が特定の種類、すなわち、ポリオ
キシプロピレンアルキルエーテルに関する微細ワックス分散物を開示する。特開第２００
３０１２４７８号公報は、油溶性材料、非イオン性界面活性剤および水を含んでなる再整
髪性を有する組成物であって、油溶性材料が、脂肪酸、高級アルコールおよびワックスを
含有する組成物を教示する。米国特許出願公開第２００６０２９２０９５号明細書および
米国特許出願公開第２００６０２６３４３８号明細書は、日焼け止めおよびスキンケア組
成物用途の２０ミクロン以下の平均径を有する油粒子の分散物を開示する。それにもかか
わらず、特に、径、形状、硬度および融点などのワックスおよび油粒子を用いる場合に考
慮される多数の要素があるため、ワックスおよび油粒子分散物の調製、ならびに様々なガ
レヌス形態でのこれらの分散物による調製にはなお課題があり得る。もう１つの考慮すべ
き問題は、そのような分散物およびこれらの分散物を含有する組成物によって処理される
基体に供給される利点を最適化することの都合がよく容易な方法を見出すことの課題であ
る。
【００１１】
　例えば、良好な美的特徴を有しながらも、毛髪に耐湿性を提供し、かつ輝き、コンディ
ショニング、柔らかさおよび櫛通りなどの他の望ましい特性を与えるように、毛髪の形状
を維持することに役立つか、または製品を再適用することなく毛髪を再配置／再スタイリ
ングするためのヘアスタイリング／成形製品を提供する能力は、特にそのような製品中で
のワックスおよび油の使用に関連して、追加的改善領域として残る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００８０３１１０５０号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２００７０２７５０２０号明細書
【特許文献３】独国特許第２８１０１３０号明細書
【特許文献４】国際公開第８９０４６５３号パンフレット
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【特許文献５】国際公開第８９０１７７１号パンフレット
【特許文献６】欧州特許第１１７４１１３号明細書
【特許文献７】米国特許第７９９８４６５号明細書
【特許文献８】米国特許出願公開第２０１２００７０３９１号明細書
【特許文献９】米国特許第７８７１６００号明細書
【特許文献１０】米国特許第６０６６３１６号明細書
【特許文献１１】特開２００３０１２４７８号公報
【特許文献１２】米国特許出願公開第２００６０２９２０９５号明細書
【特許文献１３】米国特許出願公開第２００６０２６３４３８号明細書
【非特許文献】
【００１３】
【非特許文献１】Ｍａｒｃ　Ｂｉｅｈｌ　ａｎｄ　Ａｎｄｒｅａｓ　Ｌｅｎｄｌｅｉｎ（
２００７）．Ｓｈａｐｅ　Ｍｅｍｏｒｙ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ，Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　Ｔｏ
ｄａｙ．１０（４），ｐｐ．２０－２８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　したがって、本発明の対象は、特定の物理的特性を有する粒子を含んでなる分散物材料
を含有する組成物を提供することである。分散物材料および／または分散物材料を含有す
る組成物を使用して、基体、特にケラチン質基体の表面に、特定の望ましい特性を付与す
るための新規方法を提供することも本発明の対象である。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明は、
（ａ）１μｍ以上から約１００μｍまでの範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有
し、かつ
　（ｉ）少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる油ゲル化剤と、
　（ｉｉ）３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックス、少なくとも１種の油
、およびそれらの混合物から選択される脂肪物質と
を含んでなる粒子、ならびに
（ｂ）
　（ｉ）少なくとも１種の非イオン性界面活性剤と、
　（ｉｉ）少なくとも１種のイオン性界面活性剤と、
　（ｉｉｉ）水と
を含んでなる界面活性剤混合物
を含有する水性分散物に関する。
【００１６】
　本発明の分散物は、任意選択的に、ａ）（ｉ）以外の油ゲル化剤、着色剤、日焼け止め
剤、３５℃以下の融点を有するワックス、芳香油、乳化ポリマー、シリカ、タルク、粘土
およびそれらの混合物から選択される少なくとも１種の追加成分をさらに含有してもよい
。
【００１７】
　また本発明は、
Ａ．上記で開示され、かつ
　（ａ）１μｍから約１００μｍまでの範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有し
、かつ
　　（ｉ）少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる油ゲル化剤と、
　　（ｉｉ）３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックス、少なくとも１種の
油、およびそれらの混合物から選択される脂肪物質と、
　　（ｉｉｉ）任意選択的に、ａ）（ｉ）以外の油ゲル化剤、着色剤、日焼け止め剤、３
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５℃以下の融点を有するワックス、芳香油、乳化ポリマー、シリカ、タルク、粘土および
それらの混合物から選択される少なくとも１種の追加成分と
を含んでなる粒子、
　（ｂ）
　　（ｉ）少なくとも１種の非イオン性界面活性剤と、
　　（ｉｉ）少なくとも１種のイオン性界面活性剤と
を含んでなる界面活性剤混合物、ならびに
　（ｃ）水
を含んでなる水性分散物と、
Ｂ．水、揮発性有機溶媒、非揮発性有機溶媒、シリコーン、非シリコーン油およびそれら
の混合物を含んでなる担体と
を含有する組成物に関する。
【００１８】
　上記組成物は、液体脂質／油、ワックス、フィルム形成ポリマー、レオロジー変性剤、
湿潤剤および保湿剤、乳化剤、構成化剤、噴射剤、界面活性剤、光沢剤、コンディショニ
ング剤、化粧品的、皮膚科学的および薬学的活性剤、ビタミン、植物抽出物およびそれら
の混合物から選択される少なくとも１種の補助成分をさらに含んでなることが可能である
。
【００１９】
　さらにまた、本発明は、ケラチン質基体などの基体をコーティングする方法であって、
基体上に上記水性分散物または水性分散物および担体を含有する組成物を適用するステッ
プと、任意選択的に基体に熱を適用するステップとが関与する方法にも関する。特に、本
発明は、毛髪に上記分散物または水性分散物および担体を含有する組成物を適用するステ
ップと、任意選択的に毛髪に熱を適用するステップとが関与する方法に関する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、ワックス－スチレン系ブロックコポリマー混合物およびワックスに関し
て実施された粘着性およびモジュラス測定値を示すチャートを表す。
【図２】図２は、ワックス－スチレン系ブロックコポリマー混合物およびワックスの粘着
性に対する皮脂の影響を示すチャートを表す。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本明細書で使用される場合、「少なくとも１つ」という表現は、１つまたはそれ以上を
意味し、したがって、個々の成分、ならびに混合物／組み合わせを含む。
【００２２】
　また、本明細書で使用される場合、「ｔｈｅ」、「ａ」または「ａｎ」という用語は、
複数ならびに単数を包含するものとして理解され、かつ反対に明示されない限り、「１つ
のみ」に限定されるべきではない。したがって、例えば、「界面活性剤」の使用は、少な
くとも１種の界面活性剤を意味するように意図される。
【００２３】
　本明細書で使用される場合、「含んでなる」という用語（およびその文法上の変形）は
、「有する」または「含む」という包括的な意味で使用されるが、「のみからなる」とい
う排除的な意味では使用されない。
【００２４】
　「ケラチン質基体」には、本明細書で使用される場合、限定されないが、皮膚、唇、頭
皮ならびに毛髪およびまつ毛などのケラチン繊維が含まれる。
【００２５】
　「ワックス」は、本明細書で使用される場合、天然または合成であって、以下に開示さ
れる範囲の融点を有する炭化水素材料を意味する。ポリマーおよびコポリマーは、この定
義において含まれる。本明細書で使用されるワックスは、カルボン酸および脂肪族アルコ
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ールから誘導されるものなどのワックスエステル、ワックスアルコールおよび炭化水素を
含むいくつかの成分から構成される材料を含んでもよい。
【００２６】
　「ゲル状化」または「ゲル化」という用語、あるいはこれらの用語の変形は、本発明に
よる、液体またはクリーム状あるいは実に固体粘調度を導き得る媒体の構成化、またはさ
らに一般には濃厚化を意味する。
【００２７】
　「フィルム形成体」または「フィルム形成剤」は、本明細書で使用される場合、例えば
、フィルム形成体を含む溶媒が、エバポレーション、基体中に吸収および／または基体上
で分散された後、それが適用された基体上にフィルムを残すポリマーまたは樹脂を意味す
る。これらの用語は、また、それ自体で、または補助フィルム形成剤の存在下で、支持体
、特にケラチン基体に接着する連続または非連続フィルムを形成することが可能なポリマ
ーを指してもよい。
【００２８】
　「揮発性」は、本明細書で使用される場合、約１００℃未満のフラッシュ点を有するこ
とを意味する。
【００２９】
　「非揮発性」は、本明細書で使用される場合、約１００℃より高いフラッシュ点を有す
ることを意味する。
【００３０】
　「置換」は、本明細書で使用される場合、少なくとも１つの置換基を含んでなることを
意味する。置換基の非限定的な例には、酸素原子および窒素原子などの原子、ならびにア
シロキシアルキル基、カルボン酸基、アミンまたはアミノ基、アシルアミノ基、アミド基
、ハロゲン含有基、エステル基、チオール基、スルホン酸基、チオ硫酸基、シロキサン基
およびポリシロキサン基などの官能基が含まれる。置換基は、さらに置換されてもよい。
【００３１】
　本明細書で使用される場合、「それらの塩および誘導体」という句は、それらが参照す
る化合物と同一官能性構造を含んでなる全ての塩および誘導体、ならびに同様の特性を有
するものを意味するように意図される。
【００３２】
　「有機化合物」および「有機構造を有する」という用語は、炭素原子および水素原子、
ならびに任意選択的に、単独で、もしくは組み合わせで、Ｓ、Ｏ、ＮまたはＰなどのヘテ
ロ原子を含有する化合物を意味する。
【００３３】
　本明細書で使用される場合、「基体上へ組成物を適用する」という用語およびこの句の
変形は、いずれかの方法で、基体、例えば皮膚または毛髪などのケラチン基体を、本発明
の組成物の少なくとも１種と接触させることを意味するように意図される。
【００３４】
　本明細書で使用される場合、「から形成する」は、化学反応から得られることを意味し
、「化学反応」には、自然発生的化学反応および誘導された化学反応が含まれる。本明細
書で使用される場合、「から形成する」という句は無制限であり、かつ組成物の成分は、
記載された成分に限定されない。
【００３５】
　「安定性」という用語は、本明細書で使用される場合、組成物が相分離および／または
結晶化を示さないことを意味する。
【００３６】
　「処理」という用語（およびその文法上の変形）は、本明細書で使用される場合、水性
分散物および分散物を含有する組成物の、基体の表面上への適用を指す。
【００３７】
　「成形」という用語（およびその文法上の変形）は、本明細書で使用される場合、特定
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の配列、形状または配置で毛髪などのケラチン繊維をスタイリングまたは配置すること、
あるいはケラチン繊維または他の基体の湾曲を変更すること、あるいは異なる配列、形状
または配置にケラチン繊維または他の基体を再配置することを含む。
【００３８】
　本発明の組成物および方法は、本明細書に記載される本発明の本質的な要素および限定
、ならびに本明細書に記載されるか、または別に有用ないずれかの追加的または任意選択
の成分、構成要素もしくは限定を含んでなることができるか、それらからなることができ
るか、またはそれらから本質的になることができる。
【００３９】
　一実施形態において、本発明は、
Ａ．
　（ａ）約２０μｍ～約７０μｍの範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有し、か
つ水性分散物の全重量に基づく重量で、
　　（ｉ）スチレン－エチレン／ブチレンジブロックコポリマー、スチレン－エチレン／
ブチレン－スチレントリブロックコポリマー、およびそれらの混合物から選択される、少
なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる、約０．１重量％～約１５重
量％の油ゲル化剤と、
　　（ｉｉ）３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックスを含んでなる、約１
０重量％～約６０重量％の脂肪物質と、
　　（ｉｉｉ）任意選択的に、ａ）（ｉ）以外の油ゲル化剤、着色剤、日焼け止め剤、３
５℃以下の融点を有するワックス、芳香油、乳化ポリマー、シリカ、タルク、粘土および
それらの混合物から選択される少なくとも１種の追加成分と
を含んでなる粒子、
　（ｂ）
　　（ｉ）少なくとも１種の非イオン性界面活性剤と、
　　（ｉｉ）少なくとも１種のイオン性界面活性剤と
を含んでなる界面活性剤混合物、ならびに
　（ｃ）水
を含んでなる水性分散物と、
Ｂ．水、揮発性有機溶媒、非揮発性有機溶媒、シリコーン、非シリコーン油およびそれら
の混合物を含んでなる担体と、
Ｃ．任意選択的に、液体脂質／油、ワックス、フィルム形成ポリマー、レオロジー変性剤
、湿潤剤および保湿剤、乳化剤、構成化剤、噴射剤、界面活性剤、光沢剤、コンディショ
ニング剤、化粧品的、皮膚科学的および薬学的活性剤、ビタミン、植物抽出物およびそれ
らの混合物から選択される少なくとも１種の補助成分と
を含有する組成物に関する。
【００４０】
　一実施形態において、本発明は、
Ａ．
　（ａ）約２０μｍ～約７０μｍの範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有し、か
つ水性分散物の全重量に基づく重量で、
　　（ｉ）スチレン－エチレン／ブチレンジブロックコポリマー、スチレン－エチレン／
ブチレン－スチレントリブロックコポリマー、およびそれらの混合物から選択される、少
なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる、約０．１重量％～約１５重
量％の油ゲル化剤と、
　　（ｉｉ）少なくとも１種の油を含んでなる脂肪物質と、
　　（ｉｉｉ）任意選択的に、ａ）（ｉ）以外の油ゲル化剤、着色剤、日焼け止め剤、３
５℃以下の融点を有するワックス、芳香油、乳化ポリマー、シリカ、タルク、粘土および
それらの混合物から選択される少なくとも１種の追加成分と
を含んでなる粒子、
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　（ｂ）
　　（ｉ）少なくとも１種の非イオン性界面活性剤と、
　　（ｉｉ）少なくとも１種のイオン性界面活性剤と
を含んでなる界面活性剤混合物、ならびに
　（ｃ）水
を含んでなる水性分散物と、
Ｂ．水、揮発性有機溶媒、非揮発性有機溶媒、シリコーン、非シリコーン油およびそれら
の混合物を含んでなる担体と、
Ｃ．任意選択的に、液体脂質／油、ワックス、フィルム形成ポリマー、レオロジー変性剤
、湿潤剤および保湿剤、乳化剤、構成化剤、噴射剤、界面活性剤、光沢剤、コンディショ
ニング剤、化粧品的、皮膚科学的および薬学的活性剤、ビタミン、植物抽出物およびそれ
らの混合物から選択される少なくとも１種の補助成分と
を含有する組成物に関する。
【００４１】
　一実施形態において、本発明は、
Ａ．
　（ａ）約２０μｍ～約７０μｍの範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有し、か
つ水性分散物の全重量に基づく重量で、
　　（ｉ）スチレン－エチレン／ブチレンジブロックコポリマー、スチレン－エチレン／
ブチレン－スチレントリブロックコポリマー、およびそれらの混合物から選択される、少
なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる、約０．１重量％～約１５重
量％の油ゲル化剤と、
　　（ｉｉ）３５℃より高い融点を有するワックスおよび少なくとも１種の油を含んでな
る脂肪物質と、
　　（ｉｉｉ）任意選択的に、ａ）（ｉ）以外の油ゲル化剤、着色剤、日焼け止め剤、３
５℃以下の融点を有するワックス、芳香油、乳化ポリマー、シリカ、タルク、粘土および
それらの混合物から選択される少なくとも１種の追加成分と
を含んでなる粒子、
　（ｂ）
　　（ｉ）少なくとも１種の非イオン性界面活性剤と、
　　（ｉｉ）少なくとも１種のイオン性界面活性剤と
を含んでなる界面活性剤混合物、ならびに
　（ｃ）水
を含んでなる水性分散物と、
Ｂ．水、揮発性有機溶媒、非揮発性有機溶媒、シリコーン、非シリコーン油およびそれら
の混合物を含んでなる担体と、
Ｃ．任意選択的に、液体脂質／油、ワックス、フィルム形成ポリマー、レオロジー変性剤
、湿潤剤および保湿剤、乳化剤、構成化剤、噴射剤、界面活性剤、光沢剤、コンディショ
ニング剤、化粧品的、皮膚科学的および薬学的活性剤、ビタミン、植物抽出物およびそれ
らの混合物から選択される少なくとも１種の補助成分と
を含有する組成物に関する。
【００４２】
　一実施形態において、本発明は、
　（ａ）約２０μｍ～約７０μｍの範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有し、か
つ水性分散物の全重量に基づく重量で、
　　（ｉ）スチレン－エチレン／ブチレンジブロックコポリマー、スチレン－エチレン／
ブチレン－スチレントリブロックコポリマー、およびそれらの混合物から選択される、少
なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる、約０．１重量％～約１５重
量％の油ゲル化剤と、
　　（ｉｉ）蜜蝋、水素化ミリスチルオリーブエステル、水素化ステアリルオリーブエス
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テル、ＶＰ／エイコセンコポリマー、ジトリメチロイルプロパンテトラステアレートおよ
びＣ３０～４５アルキルジメチルシリルプロピルシルセスキオキサンおよびその混合物か
ら選択される、３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックスから選択される、
約１０重量％～約６０重量％の脂肪物質と、
　　（ｉｉｉ）任意選択的に、ａ）（ｉ）以外の油ゲル化剤、着色剤、日焼け止め剤、３
５℃以下の融点を有するワックス、乳化ポリマー、芳香油、シリカ、タルク、粘土および
それらの混合物から選択される少なくとも１種の追加成分と
を含んでなる粒子、
　（ｂ）
　　（ｉ）ＰＥＧ－３０　グリセリルステアレート、ソルビタンパルミテート、セチルＰ
ＥＧ／ＰＰＧ－１０／１ジメチコン、ビス－ＰＥＧ／ＰＰＧ－１６／１６　ＰＥＧ／ＰＰ
Ｇ－１６／１６ジメチコン、ビス－ＰＥＧ／ＰＰＧ－２０／５　ＰＥＧ／ＰＰＧ－２０／
５ジメチコン、ＰＥＧ／ＰＰＧ－２５／４ジメチコン、ビス－（グリセリル／ラウリル）
グリセリルラウリルジメチコン、ビス－ＰＥＧ／ＰＰＧ－１４／１４ジメチコンおよびそ
れらの混合から選択される少なくとも１種の非イオン性界面活性剤と、
　　（ｉｉ）少なくとも１種のイオン性界面活性剤と
を含んでなる、約１重量％～約５重量％の界面活性剤混合物、ならびに
　（ｃ）水
を含んでなる水性分散物に関する。
【００４３】
　一実施形態において、上記分散物中のイオン性界面活性剤は、ジパルミトイルエチルヒ
ドロキシエチルモニウムメソスルフェート、ジステアロイルエチルヒドロキシエチルモニ
ウムメソスルフェート、ジナトリウムステアロイルグルタメートおよびナトリウムステア
ロイルグルタメートならびにそれらの混合物から選択されるアニオン性界面活性剤である
。
【００４４】
　一実施形態において、上記分散態中のイオン性界面活性剤は、セトリモニウムクロリド
、ベヘントリモニウムクロリドおよびそれらの混合物から選択されるカチオン性界面活性
剤である。
【００４５】
　一実施形態において、上記組成物は、任意選択的に、液体脂質／油、ワックス、フィル
ム形成ポリマー、レオロジー変性剤、湿潤剤および保湿剤、乳化剤、構成化剤、噴射剤、
界面活性剤、光沢剤、コンディショニング剤、化粧品的、皮膚科学的および薬学的活性剤
、ビタミン、植物抽出物およびそれらの混合物から選択される少なくとも１種の補助成分
を含有することが可能である。
【００４６】
　特定の実施形態において、上記水性分散物は、半結晶質ポリマー、グルタミドベースの
化合物、ポリアミドおよびそれらの混合物から選択される少なくとも１種のスチレン系ブ
ロックコポリマーを含んでなる油ゲル化剤以外の油ゲル化剤をさらに含んでなる。
【００４７】
　本発明の水性分散物の粒子は、熱活性化されてもよい。したがって、本発明は、ケラチ
ン質基体などの基体をコーティングする方法であって、基体上に、上記水性分散物、また
は水性分散物および担体を含有する組成物のいずれか１種を適用するステップと、基体に
熱を適用するステップとが関与する方法にも関する。
【００４８】
　好ましい実施形態において、本発明は、毛髪を成形する方法であって、毛髪上に、上記
水性分散物、または水性分散物および担体を含有する組成物のいずれか１種を適用するス
テップと、基体に熱を適用するステップと、任意選択的に、毛髪を成形するための毛髪成
形手段を使用するステップとが関与する方法にも関する。
【００４９】
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　一実施形態において、本発明は、油っぽい皮膚、毛髪または頭皮を処理するため、およ
び皮膚、毛髪または頭皮のメークアップもしくはケアのための組成物に関する。
【００５０】
　一実施形態において、本発明は、上記水性分散物および上記担体のいずれか１種を含有
する組成物であって、水性分散物を構成する粒子が、１μｍ～約１００μｍ、例えば、約
１０μｍ～約８０μｍ、または約２０μｍ～約８０μｍ、または約４０μｍ～約６５μｍ
、または約４５μｍ～約６５μｍ、または１μｍ～約２０μｍの範囲のピークを有する体
積基準の粒径分布を有するような水性分散物が、本明細書に記載のプロセスまたはプロト
コルのいずれか１つによって得られる組成物にも関する。
【００５１】
　驚くべきことに、そして予想外であることに、非イオン性界面活性剤およびイオン性界
面活性剤の組み合わせを利用する界面活性剤混合物を使用すること、そして乳化プロセス
に続くことによって、制御されたまたは較正された方法で、本開示の水性分散物の粒子を
調製することができることが発見された。その結果、融合または凝塊形成が最小限である
微細分散物の粒子を得ることができる。そのうえ、本開示の水性分散物の粒子は、それら
の形状に関して均一であり得る。
【００５２】
　驚くべきことに、そして予想外なことに、本開示の水性分散物は、ワックスおよび／ま
たは油の存在に一般に起因する望ましくない特性である他着性または粘着性が減少または
最小化していることが見出された。
【００５３】
　さらにまた、本開示の水性分散物を、ゲル、ムース、ローション、クリーム、ペースト
、軟膏、スプレーおよびフォームなどの様々なガレヌス形態の組成物に調合することがで
きる。本開示の水性分散物がこれらのガレヌス形態の１種に添加された場合、粒子は組成
物に均一に残存し、かつ微細に分散し、そして上記組成物は貯蔵の間でさえも安定性があ
り、かつ粒子の凝塊形成または沈殿を示さないことが見出された。また驚くべきことに、
そして予想外なことに、組成物も、ワックスおよび／または油の存在に一般に起因する望
ましくない製品特性である他着性または粘着性が減少または最小化していることが見出さ
れた。
【００５４】
　基体の表面上にフィルムまたはコーティングを形成するために、本開示の水性分散物お
よび水性分散物を含有する組成物を様々な基体上へ適用することができる。驚くべきこと
に、そして予想外なことに、基体の表面上のフィルムまたはコーティングは、他着性また
は粘着性がないか、もしくは最小であり、加えて、フィルムまたはコーティングは、薄く
、かつ均一であり、かつ脆性ではなく、すなわち、容易に破壊されないことが見出された
。
【００５５】
　また、本開示の水性分散物および水性分散物を含有する組成物はまた、ワックスおよび
／または油の存在にかかわらず、基体上にクリーンで自然な感触を付与した。例えば、本
開示の水性分散物を含有する組成物が毛髪などのケラチン質基体上に適用された場合、毛
髪上に形成されたフィルムまたはコーティングは脆性ではなく、かつ毛髪を望ましくなく
固めないか、または毛髪繊維が一緒にのり付け、もしくは定着されることを引き起こさな
かった。その代わりに、毛髪に自然な感触があり、すなわち、フィルムまたはコーティン
グが重くなく、かつ／もしくは厚くなかった。
【００５６】
　驚くべきことに、そして予想外であることに、毛髪のような曲がり易い又は曲げること
ができる基体の場合、上述の膜またはコーティングを有する基体が熱に暴露される場合、
より良好かつ長時間持続する接着性（または耐久性）および再成形性などの基体への追加
的な利点が達成されることも見出された。コーティングされた基体は、本開示の水性分散
物または水性分散物を含有する組成物の再適用を必要とせずに再加熱される場合、さらな



(13) JP 6831410 B2 2021.2.17

10

20

30

40

50

る再形成および再配置が施され得ることも見出された。
【００５７】
　そのうえ、水性分散物および水性分散物を含有する組成物は基体上へコーティングまた
は膜を与えるが、上記分散物および組成物は、水または従来のクレンジング剤による洗浄
によって、基体から容易に除去され得る。
【００５８】
　いずれかの特定の理論に拘束されることは望まないが、基体を加熱しながら、基体上へ
水性分散物を適用する時に、粒子は溶融または軟化し、それによって、膜またはコーティ
ングが基体上に再配置され、かつ／または基体により良好にかつより長く接着する。
【００５９】
　また本開示の水性分散物および組成物は、化粧、スキンケアおよびサンケア製品などの
皮膚、唇、爪およびまつ毛用の化粧品用途において、特に、基体上で形成される膜または
コーティングの結果として、これらの製品において有利な成分がこれらの基体上でより長
期間残存する場合に有用である。
【００６０】
水性分散物
　本開示の水性分散物は、少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる
油ゲル化剤と、３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックス、少なくとも１種
の油、およびそれらの混合物から選択される脂肪物質とを含んでなる粒子を含有する。
【００６１】
　「脂肪物質」という用語は、通常の温度（２５℃）および周囲圧力（７６０ｍｍＨｇ）
において水中に不溶性（５％未満、好ましくは１％未満、実により好ましくは０．１％未
満の溶解性）である有機化合物を意味する。それらは、それらの構造において、少なくと
も６個の炭素原子または少なくとも２個のシロキサン基の配列を含んでなる少なくとも１
個の炭化水素鎖を示す。加えて、脂肪物質は、一般に、同一温度および圧力条件下で、有
機溶媒、例えば、クロロホルム、ジクロルメタン、四塩化炭素、エタノール、ベンゼン、
トルエン、テトラヒドロフラン（ＴＨＦ）、液体石油ゼリーまたはデカメチルシクロペン
タシロキサン中に可溶性である。本発明の脂肪物質は、いずれの塩化または非塩化カルボ
ン酸基（ＣＯＯＨまたはＣＯＯ－）も含有しない。
【００６２】
　本発明で使用される場合、「脂肪相」という用語は、油または油もしくはワックスの混
合物またはワックスおよび油の混合を意味する。
【００６３】
油ゲル化剤
　本発明の少なくとも１種の油ゲル化剤は、少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリ
マーを含んでなる。
【００６４】
スチレン系ブロックコポリマー：
　本発明の目的に関して、「ポリマー」という用語は、少なくとも２個の繰り返し単位、
好ましくは少なくとも３個の繰り返し単位、特に少なくとも１０個の繰り返し単位を含ん
でなる化合物を意味するように意図される。
【００６５】
　本発明のスチレン系ブロックコポリマーは、好ましくは、脂肪相または脂肪物質を含有
する混合物中に可溶性であるか、または分散性である、炭化水素をベースとするブロック
コポリマーである。本開示において、脂肪物質は、油およびワックスから選択される。ス
チレン系ブロックコポリマーは、脂肪相または脂肪物質を含有する混合物を濃厚化または
ゲル化することが可能である。
【００６６】
　好ましくは、スチレン系ブロックコポリマーは、結晶形を有さないポリマーを意味する
非晶質ポリマーである。そのような化合物は、フィルム形成性を有し、すなわち、皮膚に
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適用される時にフィルムを形成することができる。
【００６７】
　好ましくは、スチレン系ブロックコポリマーは、少なくとも１種のスチレンモノマーか
ら得られる。
【００６８】
　スチレン系ブロックコポリマーは、特に、ジブロック、トリブロック、マルチブロック
、放射状または星形コポリマー、あるいはそれらの混合物であってよい。
【００６９】
　そのようなスチレン系ブロックコポリマーは、米国特許出願公開第Ａ－２００２／００
５５６２号明細書および米国特許第Ａ－５２２１５３４号明細書に記載されている。
【００７０】
　コポリマーは、そのガラス転移温度が、好ましくは２０℃未満、好ましくは０℃以下、
好ましくは－２０℃以下、より好ましくは－４０℃以下の少なくとも１つのブロックを含
有してもよい。上記ブロックのガラス転移温度は、－１５０℃～２０℃であり、特に－１
００℃～０℃であってよい。
【００７１】
　本発明による組成物に存在するスチレン系ブロックコポリマーは、オレフィンの重合に
よって形成された非晶質コポリマーである。オレフィンは、特に、エラストマーエチレン
系不飽和モノマーであってよい。
【００７２】
　記載されてもよいオレフィンの例としては、エチレン系カーバイドモノマー、特に１つ
または２つのエチレン不飽和を含有し、かつ２～５個の炭素原子を含有するもの、例えば
、エチレン、プロピレン、ブタジエン、イソプレンまたはペンタジエンが含まれる。
【００７３】
　有利に、スチレン系ブロックコポリマーは、スチレンの、およびオレフィンの非晶質ブ
ロックコポリマーである。
【００７４】
　少なくとも１種のスチレンブロックと、ブタジエン、エチレン、プロピレン、ブチレン
およびイソプレンまたはそれらの混合物から選択される単位を含んでなる少なくとも１種
のブロックとを含んでなるブロックコポリマーは、特に好ましい。１つの好ましい実施形
態によると、スチレン系ブロックコポリマーは、モノマーの重合後に残余のエチレン系不
飽和を減少させるために水素化される。
【００７５】
　特に、スチレン系ブロックコポリマーは、任意選択的に水素化された、スチレンブロッ
クとエチレン／Ｃ３～Ｃ４アルキレンブロックを含有するコポリマーである。
【００７６】
　１つの好ましい実施形態によると、本発明による少なくとも１種のスチレン系ブロック
コポリマーを含んでなる油ゲル化剤は、好ましくは水素化され、好ましくは、スチレン－
エチレン／プロピレンコポリマー、スチレン－エチレンブタジエンコポリマーおよびスチ
レン－エチレン／ブチレンコポリマーから選択される少なくとも１種のジブロックコポリ
マーを含んでなる。ジブロックコポリマーは、特に、Ｋｒａｔｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ社
からＫｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇｌ　７０１　Ｅの名称で販売されている。
【００７７】
　別の好ましい実施形態によると、本発明による少なくとも１種のスチレン系ブロックコ
ポリマーを含んでなる油ゲル化剤は、好ましくは水素化され、好ましくは、スチレン－エ
チレン／プロピレン－スチレンコポリマー、スチレン－エチレン／ブタジエン－スチレン
コポリマー、スチレン－イソプレン－スチレンコポリマーおよびスチレン－ブタジエン－
スチレンコポリマーから選択される少なくとも１種のトリブロックコポリマーを含んでな
る。トリブロックコポリマーは、特に、Ｋｒａｔｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ社からＫｒａｔ
ｏｎ（登録商標）Ｇ１６５０、Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１６５２、Ｋｒａｔｏｎ（登
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録商標）Ｇ１６５７、Ｋｒａｔｏｎ（登録商標）Ｄｌ　１０１、Ｋｒａｔｏｎ（登録商標
）Ｄｌ　１０２およびＫｒａｔｏｎ（登録商標）Ｄｌ　１６０の名称で販売されている。
【００７８】
　本発明の一実施形態において、少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーは、ス
チレン－エチレン／ブチレンジブロックコポリマー、スチレン－エチレン／プロピレンジ
ブロックコポリマーおよびそれらの混合物から選択されるジブロックコポリマーである。
【００７９】
　本発明の別の実施形態において、少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーは、
スチレン－エチレン／ブチレン－スチレントリブロックコポリマーである。
【００８０】
　本発明の１つの好ましい実施形態において、特に、スチレン－エチレン／ブチレン－ス
チレントリブロックコポリマーの、およびスチレン－エチレン／ブチレンジブロックコポ
リマーの混合物、特に、Ｋｒａｔｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ社からＫｒａｔｏｎ（登録商標
）Ｇ１６５７ＭまたはＫｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１６５７ＭＳの名称で販売されている
製品を使用することが可能である。
【００８１】
　本発明の別の好ましい実施形態において、スチレン－ブチレン／エチレン－スチレン水
素化トリブロックコポリマーの、およびエチレン－プロピレン－スチレン水素化星形ポリ
マーの混合物を使用することが可能である。そのような混合物は、おそらく特にイソドデ
カンまたは別の油中に存在する。そのような混合物は、例えば、Ｐｅｎｒｅｃｏ社からＶ
ｅｒｓａｇｅｌ（登録商標）Ｍ５９６０およびＶｅｒｓａｇｅｌ（登録商標）Ｍ５６７０
の商標名で販売されている。
【００８２】
　本発明の特に好ましい実施形態において、スチレン－エチレン／ブチレン－スチレント
リブロックコポリマーおよびスチレン－エチレン／ブチレンジブロックコポリマーの混合
物が使用される。好ましくは、混合物の全重量に基づき、混合物中のトリブロックコポリ
マーのパーセント量は、ジブロックコポリマーのパーセント量よりも高い。例えば、混合
物は、７０重量％のトリブロックコポリマーおよび３０重量％のジブロックコポリマーを
含有することができる。そのような混合物は、Ｋｒａｔｏｎ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ社からＫ
ｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１６５７ＭまたはＫｒａｔｏｎ（登録商標）Ｇ１６５７ＭＳの
商標名で販売されている、ＩＮＣＩ名水素化スチレン／ブタジエンコポリマーによって入
手可能である。
【００８３】
　本発明によるスチレン系ブロックコポリマーの含有量は、水性分散物の全重量に基づき
、その間の全範囲および部分範囲を含めて、約０．１重量％～約１５重量％、好ましくは
約０．５重量％～約１０重量％、より好ましくは約１重量％～約８重量％、さらにより好
ましくは約１重量％～約５重量％の範囲であってよい。
【００８４】
　スチレン系ブロックコポリマーは、一般に、硬質および軟質領域から構成される。本開
示の粒子を形成するために、ワックスおよび／または油などの他の材料とブレンドされる
場合、驚くべきことに、かつ予想外なことに、そのような粒子を含有する組成物が、毛髪
にクリーンで自然の触覚を提供しながら、可撓性および強靭性の増加の利益を提供したこ
とが見出された。加えて、ワックス単独と比較して、毛髪への形状記憶、ボディ、弾力お
よび運動の改善を得ることができる。
【００８５】
　本発明の少なくとも１種の油ゲル化剤も、少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリ
マーを含んでなる油ゲル化剤以外の少なくとも１種の追加の油ゲル化剤を含んでなること
ができる。追加の油ゲル化剤は、半結晶質ポリマー、グルタミドベースの化合物、ポリア
ミドおよびそれらの混合物から選択されてもよい。
【００８６】
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半結晶質ポリマー：
　本発明の目的に関して、「半結晶質ポリマー」は、結晶化可能な部分および非晶質部分
を含んでなり、かつ特に溶融（固体－液体転移）の相温度の一次可逆変化を有するポリマ
ーを意味する。結晶化可能な部分は、主鎖中の側鎖（またはペンダント鎖）あるいはブロ
ックのいずれかである。
【００８７】
　半結晶質ポリマーの結晶化可能な部分が、ポリマー主鎖のブロックである場合、この結
晶化可能なブロックは、非晶質ブロックのものとは異なる化学的性質を有し、この場合、
半結晶質ポリマーは、例えば、ジブロック、トリブロックまたはマルチブロック型のブロ
ックコポリマーである。結晶化可能な部分が、主鎖上のペンダント鎖である場合、半結晶
質ポリマーは、ホモポリマーまたはコポリマーであってよい。
【００８８】
　本発明による半結晶質ポリマーは、室温（２５℃）および周囲圧力（７６０ｍｍＨｇ）
において固体である。
【００８９】
　好ましくは、半結晶質ポリマーは、有機構造を有し、３０度以上、かつ好ましくは１５
０℃未満の融点を有する。より好ましくは、半結晶質ポリマーの融点は、１００℃未満、
例えば、７０℃未満である。
【００９０】
　融点値は、示差走査熱量計（ＤＳＣ）を使用して測定された融点に対応する。（考慮中
の融点は、サーモグラムの最大吸熱ピークの温度に対応する点である）。
【００９１】
　本発明による半結晶質ポリマーは、好ましくは、本発明の水性分散物および組成物と接
触することが意図されるケラチン質支持体、特に、皮膚または毛髪または頭皮の温度より
高い融点を有する。
【００９２】
　本発明によると、半結晶質ポリマーは、それらの融点より高い温度において、脂肪相ま
たは上記脂肪物質を含有する混合物中に、特に少なくとも１重量％まで、有利に可溶性ま
たは分散可能である。
【００９３】
　本発明の意味の範囲内において、「結晶化可能な鎖またはブロック」という表現は、そ
れが単独である場合、温度が融点より高いか、または低いかに従って、可逆的に非晶状態
から結晶状態へと変化する鎖またはブロックを意味するものとして理解される。本発明の
意味の範囲内において、「鎖」という表現は、ポリマーの主鎖に対してペンダントまたは
横方向への原子の群である。ブロックは、主鎖に属する原子の群であり、この群は、ポリ
マーの繰り返し単位の１つを構成する。
【００９４】
　好ましくは、半結晶質ポリマーのポリマー主鎖は、それらの融点より高い温度において
脂肪物質を含有する脂肪相または混合物において溶解性である。
【００９５】
　好ましくは、半結晶質ポリマーの結晶化可能なブロックまたは鎖は、それぞれのポリマ
ーの全重量の少なくとも３０％、なお良好には少なくとも４０％を表す。結晶化可能な側
鎖を含有する半結晶質ポリマーは、ホモポリマーまたはコポリマーである。結晶化可能な
ブロックを含有する本発明の半結晶質ポリマーは、ブロックまたはマルチブロックコポリ
マーである。それらは、反応性二重結合（またはエチレン系結合）を含有するモノマー重
合あるいは重縮合によって得られてもよい。本発明のポリマーが結晶化可能な側鎖を有す
るポリマーである場合、これらの側鎖は、有利にランダムか、または統計学的形態にある
。
【００９６】
　好ましくは、本発明の半結晶質ポリマーは合成由来である。
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【００９７】
　１つの好ましい実施形態によると、半結晶質ポリマーは、結晶化可能な疎水性側鎖を有
する１つまたはそれ以上のモノマーの重合から得られる単位を含んでなるホモポリマーお
よびコポリマー；主鎖に少なくとも１つの結晶化可能なブロックを有するポリマー；脂肪
族または芳香族または脂肪族／芳香族ポリエステル型の重縮合物；ならびにメタロセン触
媒作用によって調製されたエチレンおよびプロピレンのコポリマーから選択される。
【００９８】
Ａ）結晶化可能な側鎖を含有する半結晶質ポリマー
　ポリマーおよびコポリマーは、特に好ましくは、結晶化可能な側鎖を有する半結晶質ポ
リマーから選択される。特に、米国特許第Ａ－５１５６９１１号明細書および国際公開第
Ａ－０１／１９３３３号パンフレットに定義されるものが参照されてよい。
【００９９】
　それらは、結晶化可能な疎水性の側鎖を有する１個またはそれ以上のモノマーの重合か
ら得られる５０重量％～１００重量％の単位を含んでなるホモポリマーまたはコポリマー
である。
【０１００】
　これらのホモポリマーまたはコポリマーは、それらがいかに記載の状態に適合するとい
うことを条件として、いずれかの性質のものであり、特に、それらの融点（ｍｐ）より高
い温度まで加熱することによって、脂肪相において可溶性または分散可能であるという特
徴を有する。それらは、
－重合に対して反応性またはエチレン系二重結合を有する、すなわち、ビニル、（メタ）
アクリルまたはアリル基を有する１種またはそれ以上のモノマーの重合、特にラジカル重
合から、
－共反応性基（カルボン酸、スルホン酸、アルコール、アミンまたはイソシアネート）を
有する１種またはそれ以上のモノマー、例えば、ポリエステル、ポリウレタン、ポリエー
テルまたはポリウレタンの重縮合から
得ることができる。
【０１０１】
　一般に、本発明による半結晶質ポリマーの結晶化可能な単位（鎖またはブロック）は、
半結晶質ポリマーを製造するために使用される結晶化可能なブロックまたは鎖を含有する
モノマーから誘導される。これらのポリマーは、好ましくは、式Ｘ：
【化１】

（式中、
－Ｍはポリマー主鎖の原子を表し、Ｃは結晶化可能な基を表し、かつＳはスペーサーを表
す。
－「－Ｓ－Ｃ」結晶化可能な鎖は、飽和または不飽和Ｃ１２～Ｃ４０、好ましくはＣ１２
～Ｃ２８、好ましくはＣ１４～Ｃ２４炭化水素ベースのアルキル鎖を含んでなる、任意選
択的にフッ素化またはペルフッ素化された炭化水素ベースの脂肪族または芳香族鎖である
。
－「Ｃ」は、直鎖または分枝鎖または環式である基（ＣＨ２）ｎを表し、ｎは１２～４０
の範囲の整数である。好ましくは、「Ｃ」は直鎖の基である。好ましくは、「Ｓ」および



(18) JP 6831410 B2 2021.2.17

10

20

30

40

50

「Ｃ」は異なる。）によって表され得る結晶化可能な鎖を含有する少なくとも１種のモノ
マーの重合から得られるホモポリマーおよびコポリマーから特に選択される。
【０１０２】
　結晶化可能な鎖が炭化水素ベースの脂肪族鎖である場合、それらは、少なくとも１２個
の炭素原子および４０個以下の炭素原子、なお良好には２４以下の炭素原子を含有する炭
化水素ベースのアルキル鎖を含んでなる。それらは、特に、少なくとも１２個の炭素原子
を含有する脂肪族鎖またはアルキル鎖であり、かつそれらは、好ましくはＣ１２～Ｃ４０

、好ましくはＣ１２～Ｃ２８、好ましくはＣ１４～Ｃ２４、好ましくはＣ１６～Ｃ２２ア
ルキル鎖である。
【０１０３】
　好ましくは、結晶化可能な鎖は、Ｃ１６～Ｃ２２炭化水素ベースの脂肪族鎖である。
【０１０４】
　それらがフルオロアルキルまたはペルフルオロアルキルである場合、それらは、少なく
とも１１個の炭素原子を含んでなり、そのうちの少なくとも６個の炭素原子がフッ素化さ
れている。
【０１０５】
　好ましくは、結晶化可能な側鎖を有する半結晶質ポリマーは、上記で定義されたアルキ
ル基、特に、Ｃ１４～Ｃ２４アルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレートまたはア
ルキル（メタ）アクリルアミドホモポリマー、これらのモノマーと、好ましくは（メタ）
アクリル酸とは性質が異なる親水性モノマー、例えば、Ｎ－ビニルピロリドンまたはヒド
ロキシエチル（メタ）アクリレートとのコポリマー、およびそれらの混合物である。
【０１０６】
　有利には、結晶化可能な側鎖を含有する半結晶質ポリマーは、５０００～１０００００
０、好ましくは１００００～８０００００、好ましくは１５０００～５０００００、より
好ましくは１０００００～２０００００の範囲の重量平均分子量Ｍｐを有する。
【０１０７】
　本発明の１つの特定の実施形態によると、ポリマーは、次式：
【化２】

（式中、Ｒ１はＨまたはＣＨ３であり、ＲはＣ１０～Ｃ３０アルキル基を表し、かつＸは
Ｏを表す）によって表され得る飽和Ｃ１０～Ｃ３０アルキル（メタ）アクリレートから選
択される結晶化可能な側鎖を有する少なくとも１種のモノマーの重合から得られるホモポ
リマーまたはコポリマーから選択され得る。
【０１０８】
　本発明のより特定の実施形態によると、ポリマーは、飽和Ｃ１０～Ｃ３０アルキル（メ
タ）アクリレートから選択される結晶化可能な側鎖を有するモノマーの重合から誘導され
る。
【０１０９】
　本発明による組成物中で使用され得る半結晶質ポリマーの東低の例として、「Ｉｎｔｅ
ｌｉｍｅｒ（登録商標）ｐｏｌｙｍｅｒｓ」，Ｌａｎｄｅｃ　ＩＰ２２（Ｒｅｖ．４－９
７）のカタログに記載されるＬａｎｄｅｃ社からのＩｎｔｅｌｉｍｅｒ（登録商標）製品
が記載されてよい。これらのポリマーは室温（２５℃）で固体状態である。それらは、結
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晶化可能な側鎖を有し、かつ上記式Ｘを有する。それらは、本発明による組成物に含まれ
得る半結晶質ポリマーとして特に適切であるポリ（Ｃ１０～Ｃ３０）アルキルアクリレー
トである。
【０１１０】
　本発明で使用され得る半結晶質ポリマーは、特に、米国特許第Ａ－５１５６９１１号明
細書に記載されるものなどの少なくとも１つの結晶化可能な側鎖を有するホモポリマーま
たはコポリマーおよびそれらの混合物である。
【０１１１】
　本発明の好ましい実施形態において、半結晶質ポリマーは、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ
　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社またはＬａｎｄｅｃ社からＩｎｔｅｌｉｍｅｒ（登録商
標）ＩＰＡ　１３－１の名称で販売される製品などのポリステアリルアクリレート、およ
びＩＮＣＩ名ポリＣ１０～Ｃ３０アルキルアクリレートで既知であり、かつＡｉｒ　Ｐｒ
ｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ社またはＬａｎｄｅｃ社からＩｎｔｅｌｉｍ
ｅｒ（登録商標）ＩＰＡ　１３－６の商標名で販売されるポリマーから選択される。
【０１１２】
Ｂ）ポリマー主鎖中に少なくとも１つの結晶化可能なブロックを有するポリマー
　これらのポリマーは、特に、その１つが結晶化可能である、異なる化学的性質を有する
少なくとも２つのブロックからなるブロックコポリマーである。
【０１１３】
　主鎖中に少なくとも１つの結晶化可能なブロックを有するポリマーは、オレフィンの、
または結晶化可能な鎖を含有するシクロオレフィンのブロックコポリマーから選択され得
る。
【０１１４】
　主鎖中に少なくとも１つの結晶化可能なブロックを有するポリマーは、少なくとも１つ
の結晶化可能なブロックを含有するコポリマーから選択され得、残りのコポリマーは（室
温で）非晶質である。これらのコポリマーは、化学的性質が異なる２つの結晶化可能なブ
ロックを追加的に示すことができる。
【０１１５】
Ｃ）脂肪族または芳香族または脂肪族／芳香族ポリエステル型の重縮合物
　ポリエステル重縮合物は、脂肪族ポリエステルから選択され得る。それらの分子量は、
好ましくは２００ｇ／モル以上で且つ１００００ｇ／モル以下、より好ましくは３００ｇ
／モル以上で且つ５０００ｇ／モル以下、好ましくは５００ｇ／モル以上で且つ２０００
ｇ／モル以下である。
【０１１６】
　ポリエステル重縮合物は、特にポリカプロラクトンから選択される。特に、ポリカプロ
ラクトンはｅ－カプロラクトンホモポリマーから選択され得る。ホモ重合は、ジオール、
特に、２～１０個の炭素原子を有するジオール、例えば、ジエチレングリコール、１，４
－ブタンジオールまたはネオペンチルグリコールによって開始され得る。
【０１１７】
　重縮合物、例えば、特に、Ｓｏｌｖａｙ社からの様々な融点および分子量を有するＣＡ
Ｐ　Ａ（登録商標）、またはＵｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ社からのＰＣＬ－３００および
ＰＣＬ－７００の商標名で販売されるものが使用され得る。ＣＡＰ　Ａ（Ｒ）　２１２５
（融点は３５～４５℃であり、かつ分子量は１２５０である）が特に使用されてよい。
【０１１８】
Ｄ）メタロセン触媒作用によって調製されたエチレンおよびプロピレンのコポリマー
　本発明の組成物の半結晶質ポリマーは、米国特許出願公開第２００７／００３１３６１
号明細書に記載のものなどのメタロセン触媒作用によって得られるポリマーであってもよ
い。
【０１１９】
　これらのポリマーは、メタロセン触媒作用によって、すなわち、低圧で、かつメタロセ
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ン触媒の存在下における重合によって調製されたエチレンおよびプロピレンのコポリマー
である。
【０１２０】
　メタロセン触媒作用によって調製されたエチレンおよびプロピレンのコポリマーは、未
変性であるか、または「極性」変性（すなわち、それらが極性基を含有するように変性）
されていてもよい。
【０１２１】
　いくつかの実施形態において、メタロセン触媒作用によって調製されたエチレンおよび
／またはプロピレンの極性変性コポリマーは、それらが親水性を有するように変性された
ポリマーである。記載され得る例としては、無水マレイン酸、アクリレート、メタクリレ
ート、ポリビニルピロリドン（ＰＶＰ）などの親水基の存在によって変性されたエチレン
および／またはプロピレンホモポリマーまたはコポリマーが含まれる。
【０１２２】
　記載され得る例としては、Ｃｌａｒｉａｎｔ社から販売される無水マレイン酸（ＰＰＭ
Ａ）によって変性されたポリプロピレンポリマー、またはＣｌａｒｉａｎｔ社からＬｉｃ
ｏＣａｒｅの名称で販売されるものなどのポリプロピレン－エチレン－無水マレイン酸コ
ポリマー、例えば、ＬｉｃｏＣａｒｅ　ＰＰ２０７　ＬＰ３３４９、ＬｉｃｏＣａｒｅ　
ＣＭ４０１　ＬＰ３３４５、ＬｉｃｏＣａｒｅ　ＣＡ３０１　ＬＰ３３４６およびＬｉｃ
ｏＣａｒｅ　ＣＡ３０２　ＬＰ３３４７が含まれる。
【０１２３】
グルタミドをベースとする化合物：
　本発明のグルタミドをベースとする化合物は、一種の有機ゲル化剤を含んでなることが
知られている。好ましくは、本発明のグルタミドをベースとする化合物は、ポリマーでは
ない。
【０１２４】
　本発明によると、「有機ゲル化剤」は、その分子が、それらの間で、液体脂肪相または
脂肪物質を含有する混合物のゲル化の原因となり得る３次元高分子ネットワークの形成を
有する分子の自己凝集を導く少なくとも１つの物理的相互作用を確立することが可能であ
る有機化合物を含んでなるものとして定義される。
【０１２５】
　有機ゲル化剤は、親油性ゲル化剤と呼ばれてもよい。
【０１２６】
　本発明のグルタミドをベースとする化合物は、室温（２０℃）および気圧において固体
または液体であってよい。
【０１２７】
　好ましくは、グルタミドをベースとする化合物は、ポリマーではなく、アシル基が直鎖
Ｃ８～Ｃ２２アルキル鎖を含んでなるジ（Ｃ２～Ｃ６）アルキルＮ－アシルグルタミドか
ら特に選択される直鎖アルキル鎖を有する低分子量ジアルキルＮ－アシルグルタミド、好
ましくは、例えば、ラウロイルグルタミン酸ジブチルアミド（またはジブチルラウロイル
グルタミド）、および／またはアシル基が分枝鎖Ｃｇ～Ｃ２２アルキル鎖を含んでなるジ
（Ｃ２～Ｃ６）アルキルＮ－アシルグルタミドから特に選択される分枝アルキル鎖を有す
る低分子量ジアルキルＮ－アシルグルタミド、好ましくは、例えば、Ｎ－２－エチルヘキ
サノイルグルタミン酸ジブチルアミド（またはジブチルエチルヘキサノイルグルタミド）
、ならびにそれらの混合物から選択される。
【０１２８】
　好ましくは、非ポリマーの使用されてもよいグルタミドをベースとする化合物は、アシ
ル基が直鎖Ｃ８～Ｃ２２アルキル鎖を含んでなる（Ｃ２～Ｃ６）ジアルキルＮ－アシルグ
ルタミドから特に選択される直鎖アルキル鎖を有する少なくとも１種の低分子量ジアルキ
ルＮ－アシルグルタミド、例えば、ラウロイルグルタミン酸ジブチルアミド（ジブチルラ
ウロイルグルタミド）と、アシル基が分枝鎖Ｃ８～Ｃ２２アルキル鎖を含んでなる（Ｃ２
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～Ｃ６）ジアルキルＮ－アシルグルタミドから特に選択される分枝アルキル鎖を有する少
なくとも１種の低分子量ジアルキルＮ－アシルグルタミド、例えば、Ｎ－２－エチルヘキ
サノイルグルタミン酸ジブチルアミド（ジブチルエチルヘキサノイルグルタミド）と、好
ましくは、これらの２種のグルタミドをベースとする化合物と水素結合を形成することが
可能な溶媒との組み合わせである。
【０１２９】
　好ましい実施形態によると、本発明における使用のために適切なグルタミドをベースと
する化合物は、ＧＰ－１という商標名で既知の、味の素社から販売されるジブチルラウロ
イルグルタミドである。
【０１３０】
ポリアミド：
　本発明のポリアミドは、炭化水素をベースとするポリアミド、シリコーンポリアミドお
よびそれらの混合物から選択されてよい。
【０１３１】
　本発明の目的に関して、「ポリアミド」という用語は、少なくとも２個の繰り返しアミ
ド単位、好ましくは少なくとも３個の繰り返しアミド単位、さらに良好には１０個の繰り
返しアミド単位を含有する化合物を意味する。
【０１３２】
ａ）炭化水素をベースとするポリアミド
　「炭化水素をベースとするポリアミド」という用語は、炭素および水素原子、ならびに
任意選択的に酸素および窒素原子から本質的に形成されるか、またはそれらから構成され
、かついずれかのケイ素またはフッ素原資を含有しないポリアミドを意味する。これは、
アルコール、エステル、エーテル、カルボン酸、アミンおよび／またはアミド基を含有し
てもよい。
【０１３３】
　本発明の目的に関して、「官能化された鎖」という用語は、ヒドロキシル、エーテル、
エステル、オキシアルキレンおよびポリオキシアルキレン基から特に選択される１つまた
はそれ以上の官能基または試薬を含んでなるアルキル鎖を意味する。
【０１３４】
　有利には、本発明のポリアミドは、１０００００ｇ／モル未満（特に１０００～１００
０００ｇ／モルの範囲）、特に５００００ｇ／モル未満（特に１０００～５００００ｇ／
モルの範囲）、より特に１０００～３００００ｇ／モル、好ましくは２０００～２０００
０ｇ／モル、より良好には２０００～１００００ｇ／モルの範囲の重量平均分子量を有す
る。
【０１３５】
　このポリアミドは、特に２５℃で、水中で不溶性である。
【０１３６】
　本発明の第１の実施形態によると、使用されるポリアミドは、式（Ｉ）
【化３】

（式中、Ｘは、基－Ｎ（Ｒ１）２または基－ＯＲ１を表し、Ｒ１は、同一であっても、ま
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たは異なってもよい直鎖または分枝鎖Ｃ８～Ｃ２２アルキル基であり、Ｒ２はＣ２８～Ｃ

４２二酸ダイマー残基であり、Ｒ３はエチレンジアミン基であり、かつｎは２～５である
）のポリアミド、ならびにそれらの混合物である。
【０１３７】
　特定の様式によると、使用されるポリアミドは、式（Ｉａ）
【化４】

（式中、Ｘは、基－Ｎ（Ｒ１）２を表し、Ｒ１は、同一であっても、または異なってもよ
い直鎖または分枝鎖Ｃ８～Ｃ２２アルキル基であり、Ｒ２はＣ２８～Ｃ４２二酸ダイマー
残基であり、Ｒ３はエチレンジアミン基であり、かつｎは２～５である）のアミド末端ポ
リアミド、ならびにそれらの混合物である。
【０１３８】
　式（Ｉｂ）

【化５】

（式中、Ｘは、基－ＯＲ１を表し、Ｒ１は、同一であっても、または異なってもよい直鎖
または分枝鎖Ｃ８～Ｃ２２アルキル基、好ましくはＣ１６～Ｃ２２アルキル基であり、Ｒ

２はＣ２８～Ｃ４２二酸ダイマー残基であり、Ｒ３はエチレンジアミン基であり、かつｎ
は２～５である）の少なくとも１つの追加的なポリアミドも使用されてよい。
【０１３９】
　Ｘが基－ＯＲ１を表し、Ｒ１が、同一であっても、または異なってもよい直鎖または分
枝鎖Ｃ８～Ｃ２２アルキル基、好ましくはＣ１６～Ｃ２２アルキル基であり、Ｒ２がＣ２

８～Ｃ４２二酸ダイマー残基であり、Ｒ３がエチレンジアミン基であり、かつｎが２～５
である式（Ｉｂ）のポリアミド化合物の例として、そのＩＮＣＩ名がエチレンジアミン／
ステアリルダイマージリノレートコポリマーであるＡｒｉｚｏｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ社
からＵｎｉｃｌｅａｒ　８０およびＵｎｉｃｌｅａｒ　１００またはＵｎｉｃｌｅａｒ　
８０　Ｖ、Ｕｎｉｃｌｅａｒ　１００　ＶおよびＵｎｉｃｌｅａｒ　１００　ＶＧの名称
で販売される市販の製品が記載されてよい。それらはそれぞれ、鉱物油中８０％活性材料
を含有するゲルの形態、および１００％活性材料の形態で販売されている。それらは８８
～９４℃の軟化点を有する。これらの市販の製品は、約６０００ｇ／モルの重量平均分子
量を有するエチレンジアミンと結合されたＣ３６二酸のコポリマーの混合物である。末端



(23) JP 6831410 B2 2021.2.17

10

20

30

エステル基は、セチルアルコール、ステアリルアルコールまたはそれらの混合物（セチル
ステアリルアルコールとしても知られる）による残りの酸末端基のエステル化から得られ
る。
【０１４０】
　米国特許出願公開第２００９／０２８００７６号明細書に記載されるものなどのアミド
末端ポリアミド化合物、特にＸが基－Ｎ（Ｒ１）２を表し、Ｒ１が、同一であっても、ま
たは異なってもよい直鎖または分枝鎖Ｃ８～Ｃ２２アルキル基、好ましくはＣ８～Ｃ２０

アルキル基、好ましくはＣ１４～Ｃ２０アルキル基、より好ましくはＣ１４～Ｃ１８アル
キル基、より良好にはＣ１８アルキル基であり、Ｒ２がＣ２８～Ｃ４２二酸ダイマー残基
、好ましくはジリノール酸ダイマー残基であり、Ｒ３がエチレンジアミン基であり、かつ
ｎが２～５、好ましくは３～４である式（Ｉａ）のアミド末端ポリアミド化合物の例とし
て、そのＩＮＣＩ名がビスージオクタデシルアミドダイマージリノール酸／エチレンジア
ミンコポリマーである式（Ｉａ）の化合物が記載されてよい。
【０１４１】
　使用されてもよいアミド末端ポリアミドの具体例として、ジイソステアリルマレエート
との組み合わせであり、かつそのＩＮＣＩ名がジイソステアリルマレエート（および）ビ
スージオクタデシルアミドダイマージリノール酸／エチレンジアミンコポリマーである、
高級アルコール工業社から販売される化合物のＨａｉｍａｌａｔｅ　ＰＡＭが記載されて
もよい。
【０１４２】
　炭化水素をベースとするポリアミドの他の例は、ポリアルキレンオキシ（ｐｏｌｙａｋ
ｙｌｅｎｅｏｘｙ）ポリアミド、アミド末端ポリアミドおよびビス－ステアリルエチレン
ジアミン／ネオペンチルグリコール／ステアリル水素化ダイマージリノレートコポリマー
である。
【０１４３】
ｂ）シリコーンポリアミド
　本発明のシリコーンポリアミドは、好ましくは、室温（２５℃）および気圧（７６０ｍ
ｍＨｇ）において固体である。
【０１４４】
　シリコーンポリアミドは、より特に、式（ＩＩＩ）または（ＩＶ）
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【化６】

［式中、
－Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は、同一であっても、または異なっていてもよく、
　－それらの鎖中に１個またはそれ以上の酸素、硫黄および／または窒素原子を含有して
いる可能性があり、かつフッ素原子によって部分的に、または完全に置換されている可能
性のある、直鎖、分枝鎖または環式、飽和または不飽和のＣ１～Ｃ４０炭化水素ベースの
基、
　－任意選択的に１個またはそれ以上のＣ１～Ｃ４アルキル基によって置換されたＣ６～
Ｃ１０アリール基、
　－１個またはそれ以上の酸素、硫黄および／または窒素原子を含有する可能性があるポ
リオルガノシロキサン鎖
から選択される基を表し、
－基Ｘは、同一であっても、または異なっていてもよく、その鎖中に１個またはそれ以上
の酸素および／または窒素原子を含有している可能性のある直鎖または分枝鎖Ｃ１～Ｃ３

０アルキレンジイル基を表し、
－Ｙは、１個またはそれ以上の酸素、硫黄および／または窒素原子を含んでなり得、かつ
／または置換基として以下の原子または原子の群：フッ素、ヒドロキシル、Ｃ３～Ｃ８シ
クロアルキル、Ｃ１～Ｃ４０アルキル、Ｃ５～Ｃ１０アリール、任意選択的に１～３個の
Ｃ１～Ｃ３アルキルによって置換されたフェニル、Ｃ１～Ｃ３ヒドロキシアルキルおよび
Ｃ１～Ｃ６アミノアルキル基の１つを有し得る、飽和または不飽和Ｃ１～Ｃ５０直鎖また
は分枝鎖アルキレン、アリーレン、シクロアルキレン、アルキルアリーレンまたはアリー
ルアルキレン二価基であるか、あるいは
－Ｙは、次式
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【化７】

（式中、
－Ｔは、任意選択的にポリオルガノシロキサン鎖によって置換され、かつＯ、ＮおよびＳ
から選択される１個またはそれ以上の原子を含有する可能性がある、直鎖または分枝鎖、
飽和または不飽和のＣ３～Ｃ２４三価または四価の炭化水素ベースの基を表すか、あるい
はＴは、Ｎ、ＰおよびＡｌから選択される三価原子を表し、かつ
－Ｒ８は、ポリマーの別の鎖と連結される可能性があり得る１つまたはそれ以上のエステ
ル、アミド、ウレタン、チオカバーメート、尿素、チオ尿素および／またはスルホンアミ
ド基を含んでなる可能性がある、直鎖または分枝鎖Ｃ１～Ｃ５０アルキル基またはポリオ
ルガノシロキサン鎖を表す）に相当する基を表し、
－ｎは、２～５００、好ましくは２～２００の範囲の整数であり、かつｍは、１～１００
０、好ましくは１～７００、さらに良好には６～２００の範囲の整数である］の少なくと
も１つの単位を含んでなるポリマーであってよい。
【０１４５】
　ポリマーは、異なる長さの式（ＩＩＩ）または（ＩＶ）の同一または異なる単位を含ん
でなってもよい。
【０１４６】
　本発明の一実施形態の変形によると、式（ＩＩＩ）または（ＩＶ）の単位および炭化水
素をベースとするポリアミド単位を含んでなるコポリマーが使用されてもよい。この場合
、ポリアミド－シリコーン単位は、炭化水素ベースのポリアミドの末端に位置し得る。
【０１４７】
　そのようなシリコーンポリアミドの例として、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社からＤＣ　２
－８１７９（ＤＰ　１００）およびＤＣ　２－８１７８（ＤＰ　１５）の名称で販売され
、そのＩＮＣＩ名がナイロン－６１１／ジメチコンコポリマーである化合物が記載されて
もよい。
【０１４８】
　好ましい実施形態によると、本発明のポリアミドは、ＩＮＣＩ名の化合物、Ｃｒｏｄａ
からＯＬＥＯＣＲＡＦＴ　ＭＰ－３０の商標名で販売されるポリアルキレンオキシポリア
ミド、Ａｒｉｚｏｎａ　ＣｈｅｍｉｃａｌからＳＹＬＶＡＣＬＥＡＲ　Ａ２６１４の商標
名で販売されるアミド末端ポリアミド、ＣｒｏｄａからＯＬＥＡＯＣＲＡＦＴ　ＬＰ－２
０の商標名で販売されるビス－ステアリルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／
ステアリル水素化ダイマージリノレートコポリマー、ＣｒｏｄａからＵｎｉｃｌｅａｒ　
１００　ＶＧまたはＯＬＥＯＣＲＡＦＴ　ＬＰ－１０－ＰＡ－（ＭＶ）の商標名で販売さ
れるエチレンジアミン／ステアリルダイマージリノレートコポリマーおよびそれらの混合
物から選択することができる。
【０１４９】
　特定の実施形態において、少なくとも１種の追加的な油ゲル化剤は、Ｃ１０～Ｃ３０ア
ルキルアクリレート、ジブチルラウロイルグルタミドを含んでなるグルタミドをベースと
する化合物、ポリアルキレンオキシポリアミド、アミド末端ポリアミド、ビス－ステアリ
ルエチレンジアミン／ネオペンチルグリコール／ステアリル水素化ダイマージリノレート
コポリマー、エチレンジアミン／ステアリルダイマージリノレートコポリマーおよびそれ
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らの混合物から選択される。
【０１５０】
ワックス
　本開示の分散物粒子中に存在することができる少なくとも１種のワックスは、３５℃よ
り高い融点、例えば３５℃より高く約２５０℃まで、または例えば４０℃より高く約１０
０℃までの融点を有する。３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックスは、固
体／液体状態の可逆変化を有するものとして定義される。固体状態のワックスの融点は、
その液体状態の氷点と同じであり、かつ物質の純度および周囲圧力などの要素に依存する
。融点は、いずれかの一定圧力において固体およびその液体が平衡にある温度である。固
体ワックスは、ワックスの融点付近の温度で軟化を開始する。温度を増加させると、特定
の温度になるまで、ワックスは軟化／溶融し続けて、ワックスは標準気圧で完全に液体に
なる。実際の融点値が考慮中に材料のために与えられるのは、この段階である。熱が除去
されると、液化したワックス材料は、材料が固体状態に戻るまで凝固を開始する。ワック
ス材料を液体状態（溶融）にすることによって、油などの他の材料と混和させて、顕微鏡
的に均一な混合物を形成することが可能となる。しかしながら、混合物の温度が室温にな
ると、混合物中の他の材料とのワックスの再結晶が得られ得る。
【０１５１】
　本開示の水性分散物のワックスおよび粒子の融点は、示差走査熱量測定、Ｂａｎｃ　Ｋ
ｏｆｆｌｅｒデバイス、融点装置およびスリップメルティングポイント測定などの既知の
方法または装置によって決定されてもよい。
【０１５２】
　ワックスの融点は、ピークの吸熱性熱流が示差走査熱量測定走査で生じる温度として定
義されてもよい。
【０１５３】
　本開示の粒子に存在し、かつ３５℃より高い融点を有し得るワックスは、室温で固体ま
たは半固体であるワックスから選択される。
【０１５４】
　本開示の粒子に存在し得るワックスは、約０．００１ＭＰａ（メガＰａ）～約１５ＭＰ
ａ、または例えば約１ＭＰａ～約１２ＭＰａ、または例えば約３ＭＰａ～約１０ＭＰａの
範囲の硬度値を有するワックスから選択される。
【０１５５】
　ワックスの硬度は、針貫通、あるいはジュロメーターまたはテクスチュロメーターの使
用などのいずれかの既知の方法または装置で決定されてよい。
【０１５６】
　天然ワックスには、動物、野菜／植物、鉱物または石油由来ワックスが含まれる。それ
らは、典型的に、脂肪酸と長鎖アルコールとのエステルである。ワックスエステルは、様
々なカルボン酸と様々な脂肪族アルコールとから誘導される。本開示の粒子を構成し得る
ワックスは、固体脂質としても知られている。
【０１５７】
　好ましいワックスの例には、限定されないが、蜜蝋、水素化アルキルオリーブエステル
（商標名ｐｈｙｔｏｗａｘ　ｏｌｉｖｅで商業的に入手可能）、カルナウバワックス、カ
ンデリラワックス、オーリクリーワックス（ｏｕｒｉｃｏｕｒｙ　ｗａｘ）、漆蝋、コル
クファイバーワックスまたはサトウキビワックス、ライスワックス、モンタンワックス、
パラフィンワックス、亜炭ワックス、微結晶ワックス、セレシンまたはオゾケライト、パ
ーム核グリセリド／水素化パームグリセリド、ならびに水素化油、例えば、水素化ヒマシ
油またはホホバ油、サトウキビ、レタモ、ヤマモモ、米糠、大豆、キャスター、エスパル
ト、漆蝋、ヒドロキシオクタコサニルヒドロキシステアレート、チャイニーズワックス、
セチルパルミテート、ラノリン、セラックおよび鯨蝋；合成ワックス、例えば、炭化水素
型のものおよびエチレンの重合または共重合から得られるポリエチレンワックス、および
Ｆｉｓｃｈｅｒ－Ｔｒｏｐｓｃｈ（登録商標）ワックス、または他の脂肪酸のエステル、
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リコーンワックス、例えば、１０～４５個の炭素原子の範囲のアルキルまたはアルコキシ
鎖を有するアルキル－またはアルコキシジメチコン、３０℃で固体であり、かつそのエス
テル鎖が少なくとも１０個の炭素原子を含んでなるポリ（ジ）メチルシロキサンエステル
、あるいはＨｅｔｅｒｅｎｅによってＨＥＳＴ（登録商標）２Ｔ－４Ｓの名称で販売また
は製造されるジ（１，１，１－トリメチロールプロパン）テトラステアレート、ならびに
それらの混合物が含まれる。
【０１５８】
　ワックスまたは固体脂質の他の例には、不飽和脂肪酸を含有するものを含むＣ２０～４
０ジ－およびトリグリセリド、Ｃ２０～４０脂肪族アルコール、Ｃ２～４０脂肪族アミン
、ならびにそれらの化合物およびステロールが含まれる。
【０１５９】
　以下の表に、融点が３５℃より高く、かつ本開示による使用のために適切である限定さ
れないワックスを記載する。
【０１６０】
【表１】

【０１６１】
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【０１６２】
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【表３】

【０１６３】
　３５℃より高い融点を有する特に好ましいワックスは、様々な供給元から商業的に入手
可能である蜜蝋、Ｐｈｙｔｏｗａｘ　Ｏｌｉｖｅ　１８　Ｌ　５７の商品名でＳｏｐｈｉ
ｍから商業的に入手可能である水素化ステアリルオリーブエステル、Ｐｈｙｔｏｗａｘ　
Ｏｌｉｖｅ　１４　Ｌ　４８の商品名でＳｏｐｈｉｍから商業的に入手可能である水素化
ミリスチルオリーブエステル、Ａｎｔａｒｏｎ（登録商標）Ｖ　２２０またはＧａｎｅｘ
（登録商標）Ｖ　２２０Ｆの商品名でＩＳＰから商業的に入手可能であるＶＰ／エイコセ
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ンコポリマー、ならびにＨＥＳＴ　２Ｔ－４Ｓの商品名でＨｅｔｅｒｅｎｅから商業的に
入手可能であるジトリメチロイルプロパンテトラステアレートである。
【０１６４】
　３５℃より高い融点を有する他の特に好ましいワックスは、ＤＯＷ　ＣＯＲＮＩＮＧ　
ＳＷ－８００５　Ｃ３０　Ｒｅｓｉｎ　ＷａｘとしてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から商業
的に入手可能なシルセスキオキサン樹脂ワックス、例えば、Ｃ３０～４５アルキルジメチ
ルシリルプロピルシルセスキオキサン、ならびに例えば国際公開第２００５／１００４４
４号パンフレットに記載されるものを含むシリコーンワックスである。
【０１６５】
　本開示の粒子中に存在し得るワックスは、３５℃より高い融点を有するか、または約４
０℃～約１００℃、または例えば約４０℃～約８０℃の範囲であってもよい。本開示の粒
子中に存在し得るワックスは、軟質ワックおよび硬質ワックスから選択されてもよい。軟
質ワックスは、約７０℃未満の融点、好ましくは約６０℃未満の融点を有するワックスと
して定義されてよい。硬のワックスは、約７０℃以上の融点、好ましくは約６０℃以上の
融点を有するワックスとして定義されてよい。
【０１６６】
　一実施形態に従って、本開示による軟質ワックスには、限定されないが、パラフィンワ
ックス、ステアリルアルコール、オゾケライト、合成蜜蝋、蜜蝋、カンデリラワックス、
ＰＶＰ／エイコセンコポリマー、水素化ホホバワックス、パームバター、ウルシワックス
、ポリグリセリル蜜蝋、トリコンタニル／ＰＶＰ、シリコニル蜜蝋、ステアリルステアレ
ート、セレシンワックス、水素化ミリスチルオリーブエステル（例えば、ｐｈｙｔｏｗａ
ｘ　ｏｌｉｖｅ　１４　Ｌ　４８）、水素化ステアリルオリーブエステル（例えば、ｐｈ
ｙｔｏｗａｘ　ｏｌｉｖｅ　１８　Ｌ　５７）、Ｋｏｓｔｅｒ　Ｋ８２Ｐ、オレンジピー
ルワックス、ペンタエリスリトールジステアレート、テオブロマ・グランディフローラム
（Ｔｈｅｏｂｒｏｍａ　Ｇｒａｎｄｉｆｌｏｒｕｍ）シードバター、シリコーン樹脂ワッ
クス、ポリメチルアルキルジメチルシロキサン、ペンタエリスリチルテトラステアレート
、テトラコンタニルステアレート、脂肪酸ワックス、ベヘニルアルコール、アルキルジメ
チコンワックス、ステアリルベンゾエート、ベリーワックス（Ｂｅｒｒｙ　ｗａｘ）、コ
スターワックス、シリコニルカンデリラワックス、ジトリメチロールプロパンテトラステ
アレート、Ｃｌａｒｉａｎｔ　Ｌｉｃｏｗａｘ　ＫＳＴ　１、ジペンタエリスリトールヘ
キサステアレート、ジトリメチロールプロパンテトラベヘネート、ベヘニルメタクリレー
ト　ｇｒｅｆｆｅ　ＰＤＭＳ、ホホバエステル、ワックスオリーブ（Ｗａｘｏｌｉｖｅ）
、インホリーブ（ｉｎｈｏｌｉｖｅ）、ｐｈｙｔｏｗａｘ　ｒｉｃｉｎ　１６　Ｌ　６４
、水素化マカダミアシード油、合成ワックス、ジオクタデシルカルボネート、モンタンワ
ックス、レモンピール抽出物、ジトリメチロイルプロパンテトラステアレートおよびＣ３
０～４５アルキルジメチルシリルプロピルシルセスキオキサンが含まれる。
【０１６７】
　一実施形態に従って、本開示に従う硬質ワックスには、限定されないが、カルナウバワ
ックス、微結晶ワックス、ポリエチレンワックス、水素化ヒマシ油、ワックスＡＣ　５４
０、ヒドロキシオクタコサニルヒドロキシステアレート、水素化キャスターワックス、ワ
ックスＡＣ　４００、米糠ワックス、Ｃ２０～４０アルキルステアレート、アルコールポ
リエチレンワックス、オクタンジオエート、ヒマワリシードワックス、ｆｉｓｃｈｅｒ－
ｔｒｏｐｓｃｈワックス、チャイニーズインセクトワックス、セラックワックス、ベネヒ
ルフマレート、合成ワックス、ｂｅｔｓａｗａｘ　ＲＸ－１３７５０、ｐｈｙｔｏｗａｘ
　ｒｉｃｉｎ　２２　Ｌ　７３およびベジタブルワックスが含まれる。
【０１６８】
　３５℃より高い融点を有するワックスは、本開示の水性分散物の全重量に基づき、それ
らの間の全ての範囲および部分範囲を含めて、約１０重量％～約６０重量％、または好ま
しくは約１５重量％～約５０重量％、例えば、約２０重量％～約４０重量％、または例え
ば、約２０重量％～約３０重量％の範囲の量で利用され得る。
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【０１６９】
油
　「非シリコーン油」という用語は、いずれかのケイ素原子（Ｓｉ）を含有しない油を意
味し、かつ「シリコーン油」という用語は、少なくとも１個のケイ素原子を含有する油を
意味する。
【０１７０】
　本開示の油は、Ｃ６～Ｃ１６炭化水素、１６個より多い炭素原子を含有する炭化水素、
特に鉱物または合成由来の１６個より多い炭素原子を有する直鎖または分枝鎖炭化水素、
動物由来の非シリコーン油、トリグリセリド型の植物油、合成トリグリセリド、フルオロ
油、液体脂肪アルコール、液体脂肪酸および／またはトリグリセリド以外の液体脂肪アル
コールエステル、および植物ワックス、シリコーン油、ならびにそれらの混合物から選択
されてもよい。
【０１７１】
　脂肪アルコール、エステルおよび酸は、より特には、任意選択的に特に１個またはそれ
以上のヒドロキシル基（特に１～４個）によって置換された、６～３０個、より良好には
８～３０個の炭素原子を含んでなる、少なくとも１つの直鎖または分枝鎖、飽和または不
飽和の炭化水素をベースとする基を有する。それらが不飽和である場合、これらの化合物
は、１～３個の共役または非共役炭素－炭素二重結合を含んでなってもよい。
【０１７２】
　Ｃ６～Ｃ１６炭化水素に関して、それらは、直鎖、分岐鎖または任意選択的に環式であ
り、かつ好ましくはアルカンである。
【０１７３】
　記載され得る動物由来の炭化水素ベースの油は、ペルヒドロスクアレン（ｐｅｒｈｙｄ
ｒｏｓｑｕａｌｅｎｅ）である。
【０１７４】
　植物または合成由来のトリグリセリド油は、好ましくは、６～３０個の炭素原子を含有
する液体脂肪酸トリグリセリド、例えば、ヘプタノン酸またはオクタノン酸トリグリセリ
ド、あるいは例えば、ひまわり油、コーン油、大豆油、マロー油、グレープシード油、セ
サミシード油、ヘーゼルナッツ油、アプリコット油、マカダミア油、アララ油、キャスタ
ー油、アボカド油、カプリル／カプリン酸トリグリセリド、例えば、Ｓｔｅａｒｉｎｅｒ
ｉｅｓ　Ｄｕｂｏｉｓ社から販売されるもの、またはＤｙｎａｍｉｔ　Ｎｏｂｅｌ社から
Ｍｉｇｌｙｏｌ（登録商標）８１０、８１２および８１８の名称で販売されるもの、ホホ
バ油およびシアバター油から選択される。
【０１７５】
　１６個より多い炭素原子を有する鉱物または合成由来の直鎖または分枝鎖炭化水素は、
好ましくは、液体パラフィン、石油ゼリー、液体石油ゼリー、ポリデセンまたは水素化ポ
リイソブテン、例えば、Ｐａｒｌｅａｍ（登録商標）から選択される。フルオロ油は、Ｂ
ＮＦＬ　Ｆｌｕｏｒｏｃｈｅｍｉｃａｌｓ社からＦｌｕｔｅｃ（登録商標）ＰＣ１および
Ｆｌｕｔｅｃ（登録商標）ＰＣ３の名称で販売されるペルフルオロメチルシクロペンタン
およびペルフルオロ－１，３－ジメチルシクロヘキサン；ペルフルオロ－１，２－ジメチ
ルシクロブタン；ペルフルオロアルカン、例えば、３Ｍ社からＰＦ　５０５０（登録商標
）およびＰＦ　５０６０（登録商標）の名称で販売されるドデカフルオロペンタンおよび
テトラデカフルオロヘキサン、またはＡｔｏｃｈｅｍ社からＦｏｒａｌｋｙｌ（登録商標
）の名称で販売されるブロモペルフルオロオクチル；ノナフルオロメトキシブタンおよび
ノナフルオロエトキシイソブタン；ペルフルオロモルホリン誘導体、例えば、３Ｍ社から
ＰＦ　５０５２（登録商標）の名称で販売される４－トリフルオロメチルペルフルオロモ
ルホリンから選択されてよい。
【０１７６】
　本発明の実施のために適切な液体脂肪アルコールは、特に、６～３０個の炭素原子、好
ましくは８～３０個の炭素原子を含んでなる飽和または不飽和、直鎖または分枝鎖アルコ
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ールから選択される。例えば、オクチルドデカノール、２－ブチルオクタノール、２－ヘ
キシルデカノール、２－ウンデシルペンタデカノール、オレイルアルコールまたはリノレ
イルアルコールが記載されてもよい。
【０１７７】
　液体脂肪酸に関して、特に、６～３０個の炭素原子、好ましくは９～３０個の炭素原子
を含んでなる飽和または不飽和カルボン酸が記載されてよく、好ましくは、オレイン酸、
リノール酸、リノレン酸およびイソステアリン酸から選択される。これらの酸は、塩の形
態ではなく、すなわち、存在する場合、組成物は、水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、
モノエタノールアミン、トリエタノールアミンなどの有機または鉱物アルカリ試薬を含有
し得ない。
【０１７８】
　上記トリグリセリドとは有利に異なる脂肪酸および／または脂肪アルコールの液体エス
テルに関して、エステルの全炭素量が６以上、より有利には１０以上である、飽和または
不飽和、直鎖または分岐鎖Ｃ１～Ｃ２６脂肪族一塩基酸または多酸の、および飽和または
不飽和、直鎖または分枝鎖Ｃ１～Ｃ２６脂肪族モノアルコールまたはポリアルコールの液
体エステルが特に記載されてもよい。
【０１７９】
　この変形によるエステルは、モノ－、ジ－、トリ－およびテトラエステル、ポリエステ
ル、ならびにそれらの混合物から選択されてもよい。
【０１８０】
　これらのエステルは、例えば、オレエート、ラウレート、パルミテート、ミリステート
、ベヘネート、ココエート、ステアレート、リノレエート、リノレネート、カプレート、
アラキドネーロ、あるいはそれらの混合物、例えば特に、オレエート／パルミテート、オ
レエート／ステアレートまたはパルミテート／ステアレート混合エステルであることがで
きる。
【０１８１】
　モノエステルの中でも、イソセチルステアレート；イソデシルネオペンタノエート、イ
ソステアリルネオペンタノエート、２－エチルヘキシルイソノナノエート、エチルおよび
イソプロプルパルミテート、アルキルミリステート、例えば、イソプロプル、エチル、ミ
リステートが記載されてもよい。
【０１８２】
　さらにこの変形に関して、Ｃ４～Ｃ２２ジカルボン酸またはトリカルボン酸およびＣ１

～Ｃ２２アルコールのエステル、ならびにモノ－、ジ－またはトリカルボン酸およびＣ２

～Ｃ２６ジ－、トリ－、テトラ－またはペンタヒドロキシアルコールのエステルも使用さ
れてよい。
【０１８３】
　特に、ジエチルセバケート、ジイソプロピルセバケート、ジイソプロピルアジペート、
ジ－ｎ－プロピルアジペート、ジオクチルアジペート、ジイソステアリルアジペート、ジ
オクチルマレエート、グリセリルウンデシレネート、オクチルドデシルステアロイルステ
アレート、ペンタエリスリチルモノリシノレート、ペンタエリスリチルテトライソノナノ
エート、ペンタエリスリチルテトラペラルゴネート、ペンタエリスリチルテトライソステ
アレート、ペンタエリスリチルテトラオクタノエート、プロピレングリコールジカプリレ
ート、プロピレングリコールジカプレート、トリデシルエルケート、トリイソプロプルシ
トレート、トリイソステアリルシトレート、グリセリルトリラクテート、グリセリルトリ
オクタノエート、トリオクチルドデシルシトレート、トリオレイルシトレート、プロピレ
ングリコールジオクタノエート、ネオペンチルグリコールジヘプタノエート、ジエチレン
グリコールジイソノナノエート、およびポリエチレングリコールジステアレートが記載さ
れてもよい。
【０１８４】
　上記のエステルの中でも、エチル、イソプロプル、ミリスチル、セチルまたはステアリ
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ルパルミテート、２－エチルヘキシルパルミテート、２－オクチルデシルパルミテート、
アルキルミリステート、例えば、イソプロプル、ブチル、セチルまたは２－オクチルデシ
ルミリステート、ヘキシルステアレート、ブチルステアレート、イソブチルステアレート
、ジオクチルマレート、ヘキシルラウレート、２－ヘキシルデシルラウレート、イソノニ
ルイソノナノエートまたはセチルオクタノエートを使用することが好ましい。
【０１８５】
　組成物は、液体脂肪エステルとして、Ｃ６～Ｃ３０、好ましくは、Ｃ１２～Ｃ２２脂肪
酸の糖エステルおよびジエステルを含んでなってもよい。「糖」という用語は、アルデヒ
ドまたはケトン官能性の有無にかかわらず、いくつかのアルコール官能性を有し、かつ少
なくとも４個の炭素原子を含んでなる、酸素を有する炭化水素ベースの化合物を意味する
ことが思い出される。これらの糖は単糖類、少糖類または多糖類であることが可能である
。
【０１８６】
　脂肪酸の糖エステルは、上記の糖、および直鎖または分岐鎖、飽和または不飽和Ｃ６～
Ｃ３０、好ましくはＣ１２～Ｃ２２脂肪酸のエステルまたはエステルの混合物を含んでな
る群から特に選択されてよい。それらが不飽和である場合、これらの化合物は、１～３個
の共役または非共役炭素－炭素二重結合を含んでなってもよい。
【０１８７】
　記載されてもよい例は、メチルグルコースジオレエートである、Ａｍｅｒｃｈｏｌ社か
らＧｌｕｃａｔｅ（登録商標）ＤＯの名称で販売される製品である。
【０１８８】
　本発明の粉末組成物において使用されてもよいシリコーン油は、揮発性または非揮発性
、環式、直鎖または分枝鎖シリコーンであり、有機基によって変性されていないか、また
は変性されており、２５℃において５×１０－６～２．５ｍ２／秒、好ましくは、１×１
０－５～１ｍ２／秒の粘度を有する。
【０１８９】
　好ましくは、シリコーンは、液体ポリジアルキルシロキサン、特にポリジメチルシロキ
サン（ＰＤＭＳ）、ならびにアミノ基およびアルコキシ基から選択される少なくとも１つ
の官能基を含んでなる液体オルガノ変性ポリシロキサンから選択される。
【０１９０】
　オルガノポリシロキサンは、Ｗａｌｔｅｒ　Ｎｏｌｌ’ｓ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎ
ｄ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ　（１９６８），　Ａｃａｄｅｍ
ｉｃ　Ｐｒｅｓｓにより詳細に定義されている。それらは揮発性であっても、非揮発性で
あってもよい。
【０１９１】
　それらが揮発性である場合、シリコーンは、より特に、６０℃～２６０℃の沸点を有す
るものから選択され、なおより特には、（ｉ）３～７個、好ましくは４～５個のケイ素原
子を含有する環式ポリジアルキルシロキサンから選択される。これらは、例えば、特にＶ
ｏｌａｔｉｌｅ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ（登録商標）７２０７の名称でＵｎｉｏｎ　Ｃａｒｂ
ｉｄｅから、またはＳｉｌｂｉｏｎｅ（登録商標）７００４５　Ｖ２の名称でＲｈｏｄｉ
ａから販売されるオクタメチルシクロテトラシロキサン、Ｖｏｌａｔｉｌｅ　Ｓｉｌｉｃ
ｏｎｅ（登録商標）７１５８の名称でＵｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅから、およびＳｉｌｂ
ｉｏｎｅ（登録商標）７００４５　Ｖ５の名称でＲｈｏｄｉａから販売されるデカメチル
シクロペンタシロキサン、ならびにそれらの混合物である。
【０１９２】
　Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ社から販売されるＶｏｌａｔｉｌｅ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ（
登録商標）ＦＺ　３１０９などのジメチルシロキサン／メチルアルキルシロキサン型のシ
クロポリマーも記載されてよい。
【０１９３】
　環式ポリジアルキルシロキサンと有機ケイ素化合物との混合物、例えば、オクタメチル
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シクロテトラシロキサンとテトラ（トリメチルシリル）ペンタエリスリトールとの混合物
（５０／５０）およびオクタメチルシクロテトラシロキサンとオキシ－１，１’－ビス（
２，２，２’，２’，３，３’－ヘキサトリメチルシリルオキシ）ネオペンタンとの混合
物が記載されてもよい。
【０１９４】
（ｉｉ）２～９個のケイ素原子を含有し、かつ２５℃において５×１０－６ｍ２／秒以下
の粘度を有する、直鎖揮発性ポリジアルキルシロキサン。一例は、特に、Ｔｏｒａｙ　Ｓ
ｉｌｉｃｏｎｅ社からＳＨ　２００の名称で販売されるデカメチルテトラシロキサンであ
る。
【０１９５】
　非揮発性ポリジアルキルシロキサンが使用されてもよく、中でも、主に、トリメチルシ
リル末端基を有するポリジメチルシロキサンが記載されてもよい。シリコーンの粘度は、
ＡＳＴＭスタンダード４４５　Ａｐｐｅｎｄｉｘ　Ｃに従って、２５℃において測定され
る。
【０１９６】
　限定するように暗示するものではないが、これらのポリジアルキルシロキサンの中でも
、次の市販品が記載されてよい。
－例えば、オイル７００４７Ｖ５０００００などのＲｈｏｄｉａから販売される４７およ
び７００４７シリーズのＳｉｌｂｉｏｎｅ（登録商標）オイルまたはＭｉｒａｓｉｌ（登
録商標）オイル、
－Ｒｈｏｄｉａから販売されるＭｉｒａｓｉｌ（登録商標）シリーズのオイル、
－６００００ｍｍ２／秒の粘度を有するＤＣ２００などのＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ社から
の２００シリーズのオイル、
－Ｇｅｎｅｒａｌ　ＥｌｅｃｔｒｉｃからのＶｉｓｃａｓｉｌ（登録商標）オイルおよび
Ｇｅｎｅｒａｌ　ＥｌｅｃｔｒｉｃからのＳＦシリーズ（ＳＦ９６、ＳＦ１８）の特定の
オイル。
【０１９７】
　Ｒｈｏｄｉａ社からのシリーズ４８のオイルなどのジメチコノール（ＣＴＦＡ）の名称
で既知のジメチルシラノール末端基を有するポリジメチルシロキサンも記載されてよい。
【０１９８】
　液体脂肪物質は、液体石油ゼリー、Ｃ６～Ｃ１６アルカン、重縮合物、植物、鉱物また
は合成由来の非シリコーン油、液体脂肪アルコール、液体脂肪酸、ならびに脂肪酸および
／または脂肪アルコールの液体エステル、あるいはそれらの混合物から有利に選択される
。
【０１９９】
　本発明で使用するための好ましい液体脂肪物質は、供給源ＳｏｎｎｅｂｏｒｎからＫａ
ｙｄｏｌ（登録商標）Ｈｅａｖｙ　Ｗｈｉｔｅ　Ｍｉｎｅｒａｌ　Ｏｉｌの商標名で、ま
たは供給源Ｅｘｘｏｎｍｏｂｉｌ　ＣｈｅｍｉｃａｌからＰｒｉｍｏｌ（商標）３５２の
商標名で、またはＳｏｎｎｅｂｏｒｎからＢｌａｎｄｏｌの商標名で、またはＡｒｍｅｄ
ｓａからＡｅｍｏｉｌ　Ｍ－３０２ＣＧの商標名で、またはＥｘｘｏｎｍｏｂｉｌ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌからＭａｒｃｏｌ　８２の商標名で市販品として入手可能であり得る鉱物油
（パラフィン）である。
【０２００】
　特定の実施形態において、本発明の粒子を構成し得る適切な油は非揮発性油であり、限
定されないが、植物油および天然油（スイートアーモンド油、マカダミア油、グレープシ
ード油、オリーブ油、アルガン油、トコフェロールまたはビタミンＥ、シアバター油、ト
コフェロールまたはビタミンＥ油）；合成油（例えば、ペルヒドロスクアレン）；脂肪酸
または脂肪酸エステル（例えば、Ｉｎｎｏｓｐｅｃから商業的に入手可能な商標名Ｆｉｎ
ｓｏｌｖ（登録商標）ＴＮ、またはＥｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔから商業的に
入手可能なＴｅｇｏｓｏｆｔ（登録商標）ＴＮで販売されるＣ１２～Ｃ１５アルキルベン
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ゾエート、オクチルパルミテート、イソプロピルラノレート、トコフェリルアセテートな
どのエステル、およびカプリン酸／カプリル酸トリグリセリドを含むトリグリセリド）、
オキシエチレン化またはオキシプロピレン化脂肪酸エステルおよびエーテル、またはフル
オロ油およびポリアルキレンを含む不揮発性の油である。
【０２０１】
　他の適切な油には、例えばシリコーン油、あるいは室温で液体またはペーストである、
直鎖または環式シリコーン鎖を有する不揮発性のポリメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）、特
に、シクロポリジメチルシロキサン（シクロメチコン）、例えば、シクロヘキサシロキサ
ン；ペンダントまたはシリコーン鎖の末端にあり、２～２４個の炭素原子を含有するアル
キル、アルコキシまたはフェニル基を含んでなるポリジメチル－シロキサン；フェニルシ
リコーン、例えば、フェニルトリメチコン、フェニルジメチコン、フェニルトリメチルシ
ロキシジフェニル－シロキサン、ジフェニルジメチコン、ジフェニルメチル－ジフェニル
トリシロキサンまたは２－フェニルエチルトリメチルシロキシシリケート、およびポリメ
チルフェニルシロキサン、それらの混合物が含まれる。他のシリコーン油としては、非揮
発性シリコーン油、例えば、３００ｃｓｔ以上の粘度値を有するジメチコン流体、および
トリメチルペンタフェニルトリシロキサンとしても知られる、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇか
らＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）５５５の商標名で市販品として入手可能なペンタ
フェニルジメチコンが挙げられる。
【０２０２】
　他の適切な油としては、限定されないが、上記されたものなどの非揮発性炭化水素ベー
スの油およびエステルが挙げられる。
【０２０３】
　本発明で使用するために適切な油は、上記された油のいずれか１種の混合物、特に、芳
香または香気または快適な臭気を付与することが可能なそれらの油であってもよい。その
ような混合物は、芳香油または香気油またはアロマ油と呼ばれてもよい。
【０２０４】
　本発明の芳香油は、精油、アロマ成分、例えば、セージ、カミツレ、クローブ、メリッ
サバルム、ミント、シナモンツリーリーブ、ライムブロッサム、トショウ、バチバー、オ
リバナム、ガルバナム、ラドバナム、ベルガモット、シトロネロール、レモン、マンダリ
ン、オレンジおよびラバンジンの精油を含有してもよい。
【０２０５】
　特定の実施形態において、本開示の粒子を構成する油は、Ｃ６～Ｃ１６アルカン、植物
、鉱物または合成由来の非シリコーン油、液体脂肪アルコール、液体脂肪酸、脂肪酸の液
体エステル、脂肪アルコールの液体エステル、シリコーン油、芳香油、ならびにそれらの
混合物から選択される。
【０２０６】
　他の実施形態において、本開示の粒子を構成する油は、芳香油、または芳香油の混合物
である。
【０２０７】
　なお他の実施形態において、本開示の粒子を構成する油は、本開示の粒子の融点が３５
℃超であるように選択される。
【０２０８】
　本開示の粒子を構成し得る油は、少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含
んでなる油ゲル化剤および少なくとも１種の本開示の油の全重量に基づき、その間の全範
囲および部分範囲を含めて、約８５重量％～約９９．９重量％、例えば、約８５重量％～
約９９重量％、または例えば約９０重量％～約９８重量％の範囲の量で利用されてよい。
【０２０９】
スチレン系ブロックコポリマー／ワックス／油の組み合わせ
　本発明の粒子は、少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる油ゲル
化剤と、３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックス、少なくとも１種の油お
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よびそれらの混合物から選択される脂肪物質とを含んでなる。
【０２１０】
　本発明の一実施形態において、粒子は、少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマ
ーを含んでなる油ゲル化剤と、３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックスか
ら選択される脂肪物質とを含んでなる。
【０２１１】
　好ましくは、３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックス対少なくとも１種
のスチレン系ブロックコポリマーの重量比は、約１００：１～約１：１００、例えば、約
２０：１～約１：２０、または例えば約１０：１～約１：１０の範囲である。
【０２１２】
　一実施形態において、油ゲル化剤およびワックスの全重量に基づく全重量で、少なくと
も１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる油ゲル化剤は約５重量％～約１５重
量％の量で存在し、かつ少なくとも１種のワックスは約８５重量％～約９５重量％の量で
存在する。
【０２１３】
　特に好ましい実施形態において、３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワック
ス対少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーの重量比は、約１１．５：１である
。
【０２１４】
　別の実施形態において、粒子は、少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含
んでなる油ゲル化剤と、少なくとも１種の油から選択される脂肪物質とから構成される。
【０２１５】
　一実施形態において、少なくとも１種の油対少なくとも１種のスチレン系ブロックコポ
リマーの重量比は、約１００：１～約１：１００、例えば、約２０：１～約１：２０、ま
たは例えば約１０：１～約１：１０の範囲である。
【０２１６】
　別の実施形態において、少なくとも１種の油が、スチレン系ブロックコポリマーおよび
少なくとも１種の油の全重量に基づき、約８５重量％～約９９．９重量％の量で存在する
場合、少なくとも１種の油対少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーの重量比は
約５：１～約１０００：１である。
【０２１７】
　本発明のなお別の実施形態において、粒子は、少なくとも１種のスチレン系ブロックコ
ポリマーを含んでなる油ゲル化剤と、３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワッ
クスおよび少なくとも１種の油を含んでなる脂肪物質とから構成される。
【０２１８】
　特定の実施形態において、３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックス、少
なくとも１種の油および少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーは、それぞれ、
スチレン系ブロックコポリマー、ワックスおよび油の全重量に基づく全重量で、その間の
全範囲および部分範囲を含めて、約０．１重量％～約９９．８重量％の量で存在する。
【０２１９】
　特定の実施形態において、３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックスの量
は、少なくとも１種の油の全量および少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーの
量以上である。
【０２２０】
　一実施形態において、少なくとも１種の油が非揮発性油を含んでなる場合、３５℃より
高い融点を有する少なくとも１種のワックス対少なくとも１種の油対少なくとも１種のス
チレン系ブロックコポリマーの重量比は、１１．５：１：０．５である。
【０２２１】
　別の実施形態において、少なくとも１種の油が芳香油を含んでなる場合、３５℃より高
い融点を有する少なくとも１種のワックス対少なくとも１種の油対少なくとも１種のスチ
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レン系ブロックコポリマーの重量比は、１１．５：１：１．５である。
【０２２２】
粒子
　水性分散物の粒子は、１μｍ以上から約１００μｍまでの範囲でピークを有する体積基
準の粒径分布を有する。
【０２２３】
　特定の好ましい実施形態において、粒子は、約３０μｍ～約７０μｍ、または例えば約
４０μｍ～約６５μｍ、または例えば約４５μｍ～約６５μｍ、または例えば約１μｍ～
約２０μｍの範囲でピークを有する体積基準の粒径分布を有する。
【０２２４】
　好ましい実施形態において、水性分散物を構成する粒子は、約２０μｍ～約７０μｍの
範囲でピークを有する体積基準の粒径分布を有する。
【０２２５】
　特に好ましい実施形態において、水性分散物を構成する粒子は、約４５μｍ～約６５μ
ｍ、好ましくは約４５μｍ～約５５μｍの範囲でピークを有する体積基準の粒径分布を有
する。いくつかの実施形態において、水性分散物を構成する粒子は、約５０μｍでピーク
を有する体積基準の粒径分布を有する。
【０２２６】
　他の実施形態において、水性分散物を構成する粒子は、１μｍ～約２０μｍの範囲でピ
ークを有する体積基準の粒径分布を有する。
【０２２７】
　本明細書で使用される場合、「体積基準の粒径分布」という用語は、個体群のパーセン
テージが、示された直径において粒子の体積に基づき決定される、分散物の粒径分布を指
す。そのような分布は、レーザー回折または類似の方法によって測定される。
【０２２８】
　「ピーク」という用語は、体積基準の粒径分布に関して本明細書で使用される場合、粒
子の最大体積が存在する粒径を指す。
【０２２９】
　したがって、本開示の水性分散物における体積基準の粒径分布は、１μｍ～約１００μ
ｍの範囲の体積基準の粒径分布のピークで、１μｍ～約５００μｍ、または１μｍ～約２
５０μｍ、または１μｍ～約１５０μｍの範囲であってよい。
【０２３０】
　本開示の粒子は、好ましくは、固体形態または半固体形態にある。
【０２３１】
　本開示の水性分散物の粒子は、それらの形状に関して実質的に均一であることが可能で
ある。「実質的」という用語は、これに関して使用される場合、本開示の水性分散物の粒
子の５０％以上が、同一球状、楕円形または卵形の形状であり、かつ同一粒径であること
を意味する。「実質的」という用語は、球状粒子の形状に関して使用される場合、粒子が
実質的に等方性形状であり、すなわち、それは相対的に規則的な形態を有することを意味
してもよい。
【０２３２】
　したがって、粒子断面図の最長対最短垂直軸の長さの比率は、約１：１、または約１．
５：１、または約２：１、または約３：１であることができる。さらに、粒子が球状形状
を有する場合、対称性の線は必要とされない。さらに粒子は、粒子の全体的なサイズと比
較した場合にスケール的に小さい線または凹部または凸部などの表面テクスチャリングを
有し、かつなお実質的に球状または楕円形または卵形であってよい。
【０２３３】
　本開示の粒子の粒径、粒径分布および形状は、米国特許出願公開第２００６／０２９２
０９５号明細書に記載される方法などのいずれかの既知の方法、例えば、レーザー回折、
超音波減衰（音響分光法）、フォト相互相関分光法、粒度分布および像分析（光学顕微鏡
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法）によって評価されてよい。
【０２３４】
　本開示の粒子は、３５℃より高い融点、例えば３５℃より高く約２５０℃まで、または
例えば３５℃より高く約１３０℃まで、または例えば３５℃より高く約１２０℃まで、ま
たは例えば約４０℃～約１００℃、または例えば約４０℃～約６５℃の融点を有する。
【０２３５】
　本開示の粒子は、硬度および／または融点および／または形状および／または径に関し
て異なる特性を有し得る。
【０２３６】
追加成分
　粒子は、少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる油ゲル化剤以外
の上記油ゲル化剤、着色剤、日焼け止め剤、揮発性溶媒、３５℃以下の融点を有するワッ
クス、乳化ポリマー、シリカ、タルク、粘土、セラミドおよびそれらの混合物などの追加
的な成分をさらに含んでなることができる。粒子の物理的特性を改善／変性するため、そ
して／または粒子が、ワックスから得られる利点に加えて他の利点を提供するように、水
性分散物の製造時間の間に、これらの追加的な成分を添加することができる。
【０２３７】
　本発明の水性分散物の粒子は、追加的に、少なくとも１種の着色剤を含んでなってもよ
い。少なくとも１種の着色剤は、好ましくは顔料および染料から選択される。
【０２３８】
　「着色剤」は、本明細書で使用される場合、基体に色を提供するか、または上記基体上
に色を付着させるか、もしくは前記基体の色を明るくする／ハイライトすることのいずれ
かによって前記基体の色を変化／変更するいずれかの成分を意味する。
【０２３９】
　好ましい実施形態において、少なくとも１種の着色剤は、顔料または染料であってよい
。
【０２４０】
　「顔料」は、本明細書で使用される場合、非水溶性のいずれかの種類の粒子着色剤（白
または黒を含むいずれもの着色剤）を指すことができる。顔料は、本質的に、有機、無機
または両方の組み合わせであることができる。顔料組成物中の顔料の混合物によって、様
々な色合いを製造することができる。
【０２４１】
　代表的な顔料としては、白色、着色、無機、有機、ポリマー、非ポリマー、コーティン
グおよび非コーティング顔料が含まれる。鉱物顔料の代表的な例としては、任意選択的に
表面処理された二酸化チタン、酸化ジルコニウム、酸化亜鉛、酸化セリウム、酸化鉄、酸
化クロム、マンガンバイオレット、ウルトラマリンブルー、クロム水和物および第二鉄ブ
ルーが含まれる。有機顔料の代表的な例としては、カーボンブラック、Ｄ＆Ｃ型の顔料お
よびコチニール深紅色に基づくレーク、バリウムが含まれる。
【０２４２】
　有機顔料の中でも、カーボンブラック、およびカルシウム、バリウム、アルミニウム、
ジルコニウムまたはストロンチウム塩などのラッカーが記載されてもよい。
【０２４３】
　本発明の染料としては、限定されないが、水溶性または脂溶性染料が含まれる。
【０２４４】
　水溶性染料の中でも、ポンソーのジナトリウム塩、アリザリングリーンのジナトリウム
塩、キノリンイエロー、アマランサスのトリナトリウム塩、タルトラジンのジナトリウム
塩、ローダミンのモノナトリウム塩、フクシンのジナトリウム塩およびキサントフィルな
らびにそれらの混合物などの化粧品分野で一般である染料が記載されてもよい。
【０２４５】
　また代表的な染料として、限定されないが、ハロ酸染料、アゾ直接染料、メチン直接染
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料、カルボニル直接染料、アジン直接染料、ニトロ（ヘテロ）アリール直接染料などの直
接染料、特にニトロベンゼン染料およびトリ（ヘテロ）アリールメタン直接染料、トリ（
ヘテロ）アリールメタン染料、ポルフィリン染料、フタロシアニン直接染料、アントラキ
ノン染料ならびにそれらの付加塩が、単独で、または混合物として含まれる。使用されて
よい代表的な直接染料としては、非イオン性、アニオン性、カチオン性および両性のもの
が含まれる。
【０２４６】
　種々の実施形態において、アゾ染料は、２個の窒素原子が同時に環に関与しない－Ｎ＝
Ｎ－官能性を含んでなる。しかしながら、配列－Ｎ＝Ｎ－の２個の窒素原子のうちの１個
は、環に関与するように除外されない。
【０２４７】
　メチン系統群の染料は、例えば、２個の原子が同時に環に関与しない＞Ｃ＝Ｃ＜および
－Ｎ＝Ｃ＜から選択される少なくとも１つの配列を含んでなる化合物である。しかしなが
ら、配列の窒素または炭素原子の１個が環に関与し得ることは指摘される。より特に、こ
の系統群の染料は、真のメチン型（１個またはそれ以上の上記配列－Ｃ＝Ｃ－を含んでな
る）；アゾメチン型（少なくとも１個またはそれ以上の配列－Ｃ＝Ｎ－を含んでなる）、
例えば、アザカルボシアニンおよびそれらの異性体、ジアザカルボシアニンおよびそれら
の異性体、ならびにテトラアザカルボシアニン；モノおよびジアリールメタン型；インド
アミン（またはジフェニルアミン）型；インドフェノール型；あるいはインドアニリン型
の化合物から誘導される。
【０２４８】
　記載されてもよいカルボニル系統群の染料に関して、例としては、アクリドン、ベンゾ
キノン、アントラキノン、ナフトキノン、ベンズアントロン、アントラントロン、ピラン
トロン、ピラゾール－アントロン、ピリミジノアントロン、フラバントロン、インダント
ロン、フラボン、（イソ）ビオラントロン、イソインドリノン、ベンズイミド－アゾロン
、イソキノリノン、アントラピリドン、ピラゾロ－キナゾロン、ペリノン、キナクリドン
、キノフタロン、インジゴイド、チオインジゴ、ナフタリミド、アントラピリミジン、ジ
ケトピロロピロールおよびクマリン染料から選択される染料が含まれる。
【０２４９】
　アジン系統群の染料に関して、例えば、アジン、キサンテン、チオキサンテン、フルオ
リンジン、アクリジン、（ジ）オキサジン、（ジ）チアジンおよびピロニン染料が記載さ
れてもよい。
【０２５０】
　ニトロ（ヘテロ）芳香族染料は、より特に、ニトロベンゼンまたはニトロピリジン直接
染料である。
【０２５１】
　ポルフィリンまたはフタロシアニン型染料に関して、１種またはそれ以上の金属または
金属イオン、例えば、アルカリ金属、アルカリ土類金属、亜鉛およびケイ素を任意選択的
に含んでなる、カチオン性または非カチオン性化合物を使用することが可能である。記載
されてもよい特に適切な合成直接染料の例としては、ニトロベンゼン染料；アゾ直接染料
；メチン直接染料；アゾメチン直接染料、より特に、ジアザカルボシアニンおよびその異
性体、ならびにテトラアザカルボシアニン（テトラアザペンタメチン）；キノン直接染料
、特にアントラキノン、ナフトキノンまたはベンゾキノン染料；アジン直接染料；キサン
テン直接染料；トリアリールメタン直接染料；インドアミン直接染料；インジゴイド直接
染料；フタロシアニンおよびポルフィリン直接染料が、単独で、または混合物として含ま
れる。
【０２５２】
　種々の実施形態において、直接染料としては、限定されないが、少なくとも２種の発色
団などの少なくとも１種の発色団を含むカチオン性混合染料などのカチオン性直接染料が
含まれる。本明細書で使用される場合、「カチオン性混合染料」は、そのカチオン性電荷
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が、発色団のおよび／または結合基の不可欠の部分を形成することができる染料、あるい
は二者択一的に、そのカチオン性電荷が、発色団上および／または結合基上の置換基を介
して存在する染料を意味する。本明細書で使用される場合、「発色団」は、染料から誘導
される基、すなわち、事前の酸化またはいずれかの他の化学種との組み合わせを必要とし
ない吸光度である、４００～８００ナノメートルの可視領域における少なくとも１つの吸
収極大を有する分子の基を意味する。
【０２５３】
　少なくとも１種の発色団は、アクリジン、アクリドン、アントラントロン、アントラピ
リミジン、アントラキノン、アジン、アゾ、アゾメチン、ベンズアントロン、ベンズイミ
ダゾール、ベンズイミダゾロン、ベンズインドール、ベンゾキサゾール、ベンゾピラン、
ベンゾチアゾール、ベンゾキノン、ビス－アジン、ビス－イソインドリン、カルボキサニ
リド、クマリン、シアニン、ジアジン、ジケトピロロピロール、ジオキサジン、ジフェニ
ルアミン、ジフェニルメタンおよびジチアジン発色団、フラボノイド、フルオリンジン、
ホルマザン、ヒドラゾン、ヒドロキシケトン、インダミン、インダンスロン、インジゴイ
ド、プソイド－インジゴイド、インドフェノール、インドアニリン、イソインドリン、イ
ソインドリン、イソインドリノン、イソビオラントロン、ラクトン、メチン、ナフタリミ
ド、ナフタニリド、ナフトラクタム、ナフトキノン、ニトロ染料、オキサジアゾール、オ
キサジン、ペリロン、ペリノン、ペリレン、フェナジン、フェノチアジン、フタロシアニ
ン、ポリエン／カロテノイド、ポルフィリン、ピラントロン、ピラゾラントロン、ピラゾ
ロン、ピリミジノアントロン、ピロニン、キナクリドン、キノリン、キノフタロン、スク
アラン、スチルベン、テトラゾリウム、サイアジン、チオインジゴ、チオピロニン、トリ
アリールメタンおよびキサンテンから選択されてよい。
【０２５４】
　本発明の他の適切な染料としては、天然染料が含まれる。天然染料の適切な例としては
、キノン染料（ローソン、ジュグロンなど）、アリザリン、プルプリン、カルミン酸、ケ
ルメス酸、プルプロガリン、プロト－カテコアルデヒド、インジゴ、クルクミン、スピヌ
ロシン、様々な種類のクロロフィルおよびクロロフィリン、オルセイン、ヘマテイン、ヘ
マトキシリン、ブラジリン、ブラジレイン、紅花染料（カルタミンなど）、フラボノイド
（モリン、アピゲニジン、ビャクダン）、アントシアン（アピゲニニジンなど）、カロテ
ノイド、タンニン、好ましくは、ローソン、ジュグロン、アリザリン、プルプリン、カル
ミン酸、ケルメス酸、プルプロガリン、プロトカテコアルデヒド、インジゴ、イサチン、
クルクミン、スピヌロシン、アピゲニジン、クロロフィリン、ソルガム、オルセインよび
コチニールカルミンを含み、これらに限定されないが記載されてよい。これらの天然染料
を含有する抽出液または浸出液、特にヘンナベースの抽出液を使用することも可能である
。
【０２５５】
　特定の実施形態において、少なくとも１種の着色剤（ｃ）は、直接染料および天然染料
から選択される染料を含んでなる。
【０２５６】
　好ましい実施形態において、着色剤は、頭毛または爪または皮膚の一時的な着色のため
に一般に使用される少なくとも１種の化合物を含んでなる。
【０２５７】
　他の好ましい実施形態において、着色剤は、セルフタンニング剤（特に、ジヒドロキシ
アセトン、ＤＨＡ）などの皮膚を一時的に着色することが可能な少なくとも１種の化合物
を含んでなってもよい。
【０２５８】
　本発明の水性分散物の粒子を追加的に含んでなることができる代表的な日焼け止め剤は
、有機および無機日焼け止め、またはＵＶフィルターから選択されてもよい。
【０２５９】
　少なくとも１種の日焼け止め剤の非限定的な例としては、アントラニレート；サリチル
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誘導体；カンファー誘導体；ベンゾフェノンおよびその誘導体；ｂ，ｂジフェニルアクリ
レートおよびその誘導体；トリアジン誘導体；ベンジリデンカンファーおよびその誘導体
；ベンゾトリアゾールおよびその誘導体；ベンザルマロネートおよびその誘導体；ベンゾ
イミダゾールおよびその誘導体；イミダゾリン；ビス－ベンズアゾリル誘導体；ｐアミノ
安息香酸（ＰＡＢＡ）誘導体；メチレンビス（ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール）
およびその誘導体；ベンゾキサゾール誘導体；スクリーニングポリマーおよびスクリーニ
ングシリコーン、特に国際公開第９３／０４６６５号パンフレットに記載のもの；アルキ
ルスチレンから誘導されたダイマー；４，４－ジアリールブタジエン、ならびにそれらの
混合物が含まれる。
【０２６０】
　鉱物光保護剤の例は、処理されたか、または未処理の金属酸化物の顔料、より好ましく
はナノ顔料（一次粒子の平均径が、一般に、５ｎｍ～１００ｎｍ、好ましくは、１０ｎｍ
～５０ｎｍであるもの）、例えば、酸化チタン（非晶質、あるいはルチルおよび／または
アナターゼフォーム型で結晶化）、酸化鉄、酸化亜鉛、酸化ジルコニウムまたは酸化セリ
ウムのナノ顔料から選択される。処理されたナノ顔料は、より特には、処理された酸化チ
タンであってよい。
【０２６１】
　処理されたナノ顔料は、アミノ酸、蜜蝋、脂肪酸、脂肪族アルコール、アニオン性界面
活性剤、レシチン、脂肪酸のナトリウム、カリウム、亜鉛、鉄またはアルミニウム塩、金
属（チタンまたはアルミニウム）アルコキシド、ポリエチレン、シリコーン、タンパク質
（コラーゲンまたはエラスチン）、アルカノールアミン、酸化ケイ素、金属酸化物、ナト
リウムヘキサメタホスフェート、アルミナまたはグリセロールなどの化合物によって、１
種またはそれ以上の化学、電子、機械化学および／または機械的表面処理を受けた顔料で
ある。
【０２６２】
　二酸化チタンと二酸化セリウムとのシリカコーティング等重量混合物、ならびに二酸化
チタンと二酸化亜鉛とのアルミナ、シリカおよびシリコーンコーティング混合物、または
二酸化チタンと二酸化亜鉛とのアルミナ、シリカおよびグリセロールコーティング混合物
を含む、金属酸化物の混合物、特に二酸化チタンと二酸化セリウムとの混合物を記載する
ことができる。
【０２６３】
　本発明の特に好ましい日焼け止め剤は、オクトクリレン、テレフタリリデンジカンフル
誘導体、ベンジリデンカンフル誘導体およびベンゾトリアゾール誘導体、特に、Ｍｅｘｏ
ｒｙｌ　ＸＬの商品名で既知のドロメトリゾールトリシロキサンから選択される。
【０２６４】
　本開示の水性分散物の粒子は、揮発性溶媒をさらに含んでなることもできる。適切な揮
発性有機溶媒の代表例には、限定されないが、揮発性炭化水素をベースとする油および揮
発性シリコーン油が含まれる。本発明の揮発性溶媒は、芳香油以外である。
【０２６５】
　適切な揮発性炭化水素油としては、限定されないが、８～１６個の炭素原子を有するも
の、およびそれらの混合物、特に分枝鎖Ｃ８～ＣＯ１６アルカン、例えば、Ｃ８～Ｃ１６
イソアルカン（別名イソパラフィン）、イソドデカン、イソデカン、イソヘキサデカン、
および、例えば、ＩｓｏｐａｒまたはＰｅｒｍｅｔｈｙｌの商標名で販売される油、Ｃ８
～Ｃ１６分枝鎖エステル、例えば、イソヘキシルまたはイソデシルネオペンタノエートお
よびそれらの混合物が含まれる。好ましくは、揮発性の炭化水素油は、少なくとも４０℃
の発火点を有する。イソパラフィンの混合物および他の揮発性の炭化水素をベースとする
油、例えば石油蒸留物を使用することもできる。
【０２６６】
　適切な揮発性シリコーン油には、室温で６ｃＳｔ以下の粘度を有し、２～７個のケイ素
原子を有する直鎖または環式シリコーン油であって、これらのケイ素が１～１０個の炭素
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原子のアルキルまたはアルコキシ基で任意選択的に置換されているものが含まれる。使用
されてもよい揮発性シリコーン油の例には、限定されないが、オクタメチルテトラシロキ
サン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロヘキサシロキサン、ヘプ
タメチルオクチルトリシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン、デカメチルテトラシロキ
サン、ドデカメチルペンタシロキサンおよびそれらの混合物が含まれる。好ましくは、揮
発性シリコーン油は、少なくとも４０℃の発火点を有する。
【０２６７】
　他の適切な揮発性溶媒は、限定されないが、アルコール、揮発性エステルおよび揮発性
エーテルを含む、極性の揮発性溶媒から選択されてもよい。一般には、それらは約２５℃
未満の発火点を有する。
【０２６８】
　いずれかの特定の理論によって拘束されることを望まないが、本開示の水性分散物中の
揮発性溶媒の存在は、粒子の成分を軟化するために役立ち、そしてそれらをより柔軟にさ
せ、それによって、基体上で適用するのがより容易になると考えられる。
【０２６９】
　粒子をさらに含んでなってもよい適切な追加的なワックスは、融点が３５℃以下である
それらのワックスであり、これらのワックスには、限定されないが、Ｈｅｓｔ　２Ｔ－５
Ｅ－４Ｓ、ジトリメチロールプロパンテトララウレート、Ｋｏｓｔｅｒ　ＢＫ－３４、フ
ルオロポリメチルアルキルジメチルシロキサン、ジラウリルアジペートおよびジテトラデ
シルアジペートの混合物、Ａｓｔｒｏｃａｒｙｕｍ　ＭｕｒｕＭｕｒｕ　Ｓｅｅｄ　Ｂｕ
ｔｔｅｒ、Ｍｙｒｉｃａ　Ｐｕｂｅｓｃｅｎｓ　Ｗａｘ、ＰＥＧ－７０　Ｍａｎｇｏ　Ｇ
ｌｙｃｅｒｉｄｅｓ、オキシプロピレネート化ラノリンワックス、水素ココ－グリセリド
が含まれる。
【０２７０】
　それにもかかわらず、融点が３５℃以下であるワックスは、本開示の粒子の得られる融
点が３５℃より高いように選択される。
【０２７１】
　本開示の水性分散物の粒子は、乳化ポリマー、すなわち、両親媒性ポリマーを含んでな
ってもよい。
【０２７２】
　本発明での使用に関して適切である乳化ポリマーの中でも、米国特許第６，４６４，９
９０号明細書に記載されるものなどのＰＯＥ－ＰＯＰジブロックおよびトリブロックコポ
リマー、米国特許第６，１２０，７７８号明細書に記載されるものなどのポリオキシエチ
レン化シリコーン界面活性剤、欧州特許第１４６６５８８号明細書に記載されるものなど
の非架橋疎水性ＡＭＰＳ、ＰＥＭＵＬＥＮ　ＴＲ－１またはＴＲ－２などの両親媒性アク
リルポリマーが記載されてよい。
【０２７３】
シリカ、タルクおよび粘土
　本発明の水性分散物の粒子は、サブミクロンサイズからミクロンサイズのシリカ、タル
クおよび粘土の粒子をさらに含んでなってもよく、これには、限定されないが、モンモリ
ロナイト、ベントナイト、ヘクトライト、アタパルジャイト、セピオライト、ラポナイト
、スメクタイト、カオリンおよびそれらの混合物が含まれる。
【０２７４】
　これらの粘土は、第４級アンモニウム、第３級アミン、アミンアセテート、イミダゾラ
イン、アミンソープ、脂肪族スルフェート、アルキルアリールスルホネート、アミンオキ
シドおよびそれらの混合物から選択される化合物によって変性することができる。
【０２７５】
　有機親和性粘土としては、クオタニウム（ｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ）－１８ベントナイト
、ステアラルコニウムベントナイト、またはクオタニウム－１８／ベンズアルコニウムベ
ントナイトが記載されてもよい。
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　適切なシリカには、酸水素炎による揮発性ケイ素化合物の高温加水分解によって、微粉
シリカを生産することによって得られる発熱性シリカが含まれ得る。このプロセスによっ
て、特に、それらの表面で多数のシラノール基を示す親水性シリカを得ることが可能とな
る。
【０２７７】
　疎水性基によってシラノール基を置換することが可能であり、次いで、疎水性シリカが
得られる。疎水性基は、特に、ヘキサメチルジシラザンの存在下での発熱性シリカの処置
によって得られるトリメチルシロキシル基（「シリカシリレート」）、あるいは特に、ポ
リジメチルシロキサンまたはジメチルジクロロシランの存在下での発熱性シリカの処置に
よって得られるジメチルシリルオキシルまたはポリジメチルシロキサン基（「シリカジメ
チルシリレート」）であることが可能である。
【０２７８】
　本開示の様々な実施形態に従って有用であり得るセラミド化合物には、セラミド、グリ
コセラミド、プソイドセラミドおよびそれらの混合物が含まれる。選択されてもよいセラ
ミドには、限定されないが、ＤＯＷＮＩＮＧによって、Ａｒｃｈ．Ｄｅｒｍａｔｏｌ，Ｖ
ｏｌ．１２３，１３８１－１３８４（１９８７），ＤＯＷＮＩＮＧ　ｉｎ　Ｊｏｕｒｎａ
ｌ　ｏｆ　Ｌｉｐｉｄ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ，Ｖｏｌ．３５，ｐａｇｅ２０６０（１９９４
）に記載されるもの、または仏国特許第２６７３１７９号明細書に記載されるものが含ま
れる。
【０２７９】
　本開示の様々な実施形態に従って使用され得るさらなる例示的なセラミドには、限定さ
れないが、一般式（Ｉ）
【化８】

（式中、
－Ｒ１８およびＲ１９は、独立して、１０～２２個の炭素原子を有するアルキル－または
アルケニル基から選択され、
－Ｒ２０は、メチル、エチル、ｎ－プロピルまたはイソプロピル基から選択され、かつ
－ｎは、例えば、２または３などの１～６の範囲の数である）
の化合物が含まれる。
【０２８０】
　さらなる実施形態において、セラミド化合物は、米国特許出願公開第２００５０１９１
２５１号明細書および米国特許出願公開第２００９０２８２６２３号明細書に記載の式（
ＩＩ）



(44) JP 6831410 B2 2021.2.17

10

20

30

40

50

【化９】

［式中、
－Ｒ１は、飽和または不飽和、直鎖または分枝鎖Ｃ１～Ｃ５０、例えば、Ｃ５～Ｃ５０炭
化水素基（この基に関して、酸Ｒ７ＣＯＯＨによって任意選択的にエステル化された１個
またはそれ以上のヒドロキシル基によって置換されることが可能であり、Ｒ７は、任意選
択的にモノ－またはポリヒドロキシル化された直鎖または分枝鎖、飽和または不飽和Ｃ１

～Ｃ３５炭化水素基であり、基Ｒ７のヒドロキシルに関して、任意選択的にモノ－または
ポリヒドロキシル化された直鎖または分枝鎖、飽和または不飽和Ｃ１～Ｃ３５脂肪酸によ
ってエステル化されることが可能である）、あるいは基Ｒ’’－（ＮＲ－ＣＯ）－Ｒ’（
Ｒは水素原子、またはモノ－もしくはポリヒドロキシル化された基から選択される）から
選択され、
－Ｒ２は、水素原子、サッカライド型基から選択され、
－Ｒ３は、水素原子、または水酸化もしくは非水酸化、飽和または不飽和、Ｃ１～Ｃ３３

炭化水素基から選択され、
－Ｒ４は、水素原子、メチルまたはエチル基、任意選択的に水酸化された直鎖または分枝
鎖、飽和または不飽和Ｃ３～Ｃ５０炭化水素基、あるいは基－ＣＨ２－ＣＨＯＨ－ＣＨ２

－Ｏ－Ｒ６（Ｒ６はＣ１０～Ｃ２６炭化水素基を示す）、あるいは基から選択され
－Ｒ８－Ｏ－ＣＯ－（ＣＨ２）ｐ（Ｒ８はＣ１～Ｃ２０炭化水素基から選択され、ｐは１
～１２の範囲の整数である）から選択され、かつ
－Ｒ５は、水素原子、または任意選択的にモノ－もしくはポリヒドロキシル化された直鎖
または分枝鎖、飽和または不飽和Ｃ１～Ｃ３５炭化水素基を表すが、
－ただし、Ｒ３およびＲ５が水素を示す場合、またはＲ３が水素を示し、かつＲ５がメチ
ルを示す場合、Ｒ４は、水素原子またはメチルもしくはエチル基を示さない］
の化合物から選択されてもよい。
【０２８１】
　さらなる実施形態において、本開示に従って有用なセラミド化合物は、一般式（ＩＩＩ
）

【化１０】

（式中、
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－Ｒ１は、Ｃ１４～Ｃ３０脂肪酸から誘導される直鎖または分枝鎖、飽和または不飽和ア
ルキル基から選択され、
－Ｒ２は、水素原子、または（グリコシル）ｎ、（ガラクトシル）ｍもしくはスルホガラ
クトシル基から選択され、ｎは１～４の範囲の整数であり、かつｍは１～８の範囲の整数
であり、かつ
－Ｒ３は、アルファ位で飽和または不飽和のＣ５～Ｃ２６炭化水素をベースとする基から
選択され、この基に関して、１個またはそれ以上のＣ１～Ｃ１４アルキル基によって置換
されることが可能である）
の化合物から選択されてもよい。
【０２８２】
　式（ＩＩＩ）の例示的なセラミドは、Ｎ－リノレオイルジヒドロスフィンゴシン、Ｎ－
オレオイルジヒドロスフィンゴシン、Ｎ－パルミトイルジヒドロ－スフィンゴシン、Ｎ－
ステアロイルジヒドロスフィンゴシン、Ｎ－ベヘノイルジヒドロスフィンゴシンまたはそ
れらの混合物である。
【０２８３】
　さらなる実施形態において、本開示に従って有用なセラミド化合物は、一般式（ＩＶ）
【化１１】

（式中、
－Ｒ１１およびＲ１２は、独立して、１０～２２個の炭素原子を有するアルキルまたはア
ルケニル基から選択され、
－Ｒ１３は、１～４個の炭素原子を有するアルキルまたはヒドロキシルアルキル基であり
、かつ
－ｎは、２または３などの１～６の範囲の数である）
の化合物から選択されてもよい。
【０２８４】
　少なくとも１つの実施形態において、少なくとも１つのセラミド化合物は、セチル－Ｐ
Ｇ－ヒドロキシエチルパルミトアミドから選択される。さらなる実施形態において、少な
くとも１つのセラミド化合物は、プロパンジアミド、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシル－Ｎ，Ｎ－
ビス－（２－ヒドロキシエチル）、例えば、Ｑｕｅｓｔ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　
Ａｕｓｔｒａｌｉａ　Ｐｔｙ．Ｌｔｄ．からＱｕｅｓｔａｍｉｄｅ　ＨまたはＰｓｅｕｄ
ｏｃｅｒａｍｉｄｅ　Ｈとして市販されるものから選択される。さらなる実施形態におい
て、少なくとも１つのセラミド化合物は、ＫａｏからＳＯＦＣＡＲＥ　Ｐ１００Ｈとして
販売されるセチル－ＰＧヒドロキシルパルマチド／デシルグルコシド／水から選択される
。
【０２８５】
界面活性剤混合物
　本開示の界面活性剤混合物は、少なくとも１種の非イオン性界面活性剤および少なくと
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も１種のイオン性界面活性剤を含んでなる。
【０２８６】
　一般には、少なくとも５、例えば約５～約２０、または例えば約５～約１５の親水性親
油性バランス（ＨＬＢ）を有する非イオン性界面活性剤が、本発明による使用のために考
察される。本発明の組成物で有用な非イオン性界面活性剤の非限定的な例は、Ａｌｌｕｒ
ｅｄ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎによって出版されたＭｃＣｕｔｃ
ｈｅｏｎ’ｓ“Ｄｅｔｅｒｇｅｎｔｓ　ａｎｄ　Ｅｍｕｌｓｉｆｉｅｒｓ，“Ｎｏｒｔｈ
　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｅｄｉｔｉｏｎ（１９８６）、およびＭｃＣｕｔｃｈｅｏｎ’ｓ“
Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，“Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｅｄｉ
ｔｉｏｎ（１９９２）に開示されており、これらは両方とも全体として本明細書に参照に
よって組み込まれる。
【０２８７】
　本発明において有用な非イオン性界面活性剤の例としては、限定されないが、脂肪族ア
ルコール、アルキルフェノール、脂肪酸、脂肪酸エステルおよび脂肪酸アミドのアルコキ
シル化誘導体が含まれ、そのアルキル鎖は、Ｃ１２～Ｃ５０の範囲、好ましくはＣ１６～
Ｃ４０の範囲、より好ましくはＣ２４～Ｃ４０の範囲であり、かつ約１～約１１０のアル
キル基を有するものである。アルコキシ基は、Ｃ２～Ｃ６オキシドおよびそれらの混合物
からなる群から選択され、エチレンオキシド、プロピレンオキシドおよびそれらの混合物
が好ましいアルコキシドである。アルキル鎖は、直鎖、分枝鎖、飽和または不飽和でもよ
い。これらのアルコキシル化非イオン性界面活性剤の中でもアルコキシル化アルコールが
好ましく、かつエトキシル化アルコールおよびプロポキシル化アルコールがより好ましい
。アルコキシル化アルコールは、単独で、またはそれらの混合物で使用されてもよい。ア
ルコキシル化アルコールは、上記で開示されたそのアルコキシル化材料との混合物で使用
されてもよい。
【０２８８】
　そのようなエトキシル化脂肪族アルコールの他の代表的な例には、ｌａｕｒｅｔｈ－３
（３の平均エトキシル化度を有するラウリルエトキシレート）、ｌａｕｒｅｔｈ－２３（
２３の平均エトキシル化度を有するラウリルエトキシレート）、ｃｅｔｅｔｈ－１０（１
０の平均エトキシル化度を有するセチルアルコールエトキシレート）、ｓｔｅａｒｅｔｈ
－１０（１０の平均エトキシル化度を有するステアリルアルコールエトキシレート）、お
よびｓｔｅａｒｅｔｈ－２（２の平均エトキシル化度を有するステアリルアルコールエト
キシレート）、ｓｔｅａｒｅｔｈ－１００（１００の平均エトキシル化度を有するステア
リルアルコールエトキシレート）、ｂｅｈｅｎｅｔｈ－５（５の平均エトキシル化度を有
するベヘニルアルコールエトキシレート）、ｂｅｈｅｎｅｔｈ－１０（１０の平均エトキ
シル化度を有するベヘニルアルコールエトキシレート）、ならびに上記の他の誘導体およ
び混合物が含まれる。
【０２８９】
　また、Ｕｎｉｑｅｍａ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥからのＢｒｉｊ（登録商標）非イ
オン性界面活性剤も商業的に入手可能である。典型的に、Ｂｒｉｊ（登録商標）は、アル
コールのアルキル鎖が典型的に直鎖であって、かつ約８～約２２個の炭素原子を有する脂
肪族アルコールと、約１～約５４モルのエチレンオキシドとの縮合生成物であって、例え
ば、Ｂｒｉｊ（登録商標）７２（すなわち、Ｓｔｅａｒｅｔｈ－２）およびＢｒｉｊ（登
録商標）７６（すなわち、Ｓｔｅａｒｅｔｈ－１０）である。
【０２９０】
　非イオン性界面活性剤として、長鎖アルコール、例えば、Ｃ８～Ｃ３０アルコールと、
糖またはデンプンポリマーとの縮合生成物であるアルキルグリコシドも本発明において有
用である。これらの化合物は、式（Ｓ）ｎ－Ｏ－Ｒ（式中、Ｓは、グルコース、フルクト
ース、マンノース、ガラクトースなどの糖部分であり、ｎは約１～約１０００の整数であ
り、かつＲはＣ８～Ｃ３０アルキル基である）によって表すことができる。アルキル基を
誘導することができる長鎖アルコールの例には、デシルアルコール、セチルアルコール、
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ステアリルアルコール、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、オレイルアルコー
ルなどが含まれる。これらの界面活性剤の好ましい例は、Ｓがグルコース部分であり、Ｒ
がＣ８～Ｃ２０アルキル基であり、かつｎが約１～約９の整数であるアルキルポリグリコ
シドである。これらの界面活性剤の商業的に入手可能な例には、デシルポリグルコシド（
ＡＰＧ（登録商標）３２５　ＣＳとして入手可能）およびラウリルポリグルコシド（ＡＰ
Ｇ（登録商標）６００ＣＳおよび６２５　ＣＳとして入手可能）が含まれ、上記ポリグル
コシドＡＰＧ（登録商標）はＣｏｇｎｉｓ，Ａｍｂｌｅｒ，Ｐａから入手可能である。ス
クロースココエートおよびスクロースラウレートなどのスクロースエステル界面活性剤も
本発明において有用である。
【０２９１】
　本発明における使用のために適切な他の非イオン性界面活性剤は、グリセリルエステル
およびポリグリセリルエステルおよびそれらの誘導体であり、限定されないが、グリセリ
ルモノエステル、好ましくは、Ｃ１６～Ｃ２２飽和、不飽和、分枝鎖脂肪酸のグリセリル
モノエステル、例えば、グリセリルオレエート、グリセリルモノステアレート、グリセリ
ルモノイソステアレート、グリセリルモノパルミテート、グリセリルモノベヘネートおよ
びそれらの混合物、ならびにＣ１６～Ｃ２２飽和、不飽和、分枝鎖脂肪酸のポリグリセリ
ルエステル、例えば、ポリグリセリル－４イソステアレート、ポリグリセリル－３オレエ
ート、ポリグリセリル－２セスキオレート、トリグリセリルジイソステアレート、ジグリ
セリルモノオレエート、テトラグリセリルモノオレエートおよびそれらの混合物が含まれ
る。グリセリルエステル誘導体には、限定されないが、グリセリルエステルのポリエチレ
ングリコールエーテル、例えば、ＰＥＧ－３０グリセリルステアレート、ＰＥＧ－３０グ
リセリルジイソステアレート、ＰＥＧ－３０グリセリルイソステアレート、ＰＥＧ－３０
グリセリルラウレート、ＰＥＧ－３０グリセリルオレエートおよびそれらの混合物が含ま
れる。
【０２９２】
　非イオン性界面活性剤として、ソルビタンエステルも本発明において有用である。Ｃ１

６～Ｃ２２飽和、不飽和、分枝鎖脂肪酸のソルビタンエステルが好ましい。それらが典型
的に製造される方法のため、これらのソルビタンエステルは、通常、モノ－、ジ－、トリ
－などのエステルの混合物を含んでなる。適切なソルビタンエステルの代表的な例には、
ソルビタンモノオレエート（例えば、ＳＰＡＮ（登録商標）８０）、ソルビタンセスキオ
レート（例えば、Ｕｎｉｑｅｍａ，Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，Ｄｅｌ．からのＡｒｌａｃｅ
ｌ（登録商標）８３）、ソルビタンモノイソステアレート（例えば、Ｃｒｏｄａ，Ｉｎｃ
．，Ｅｄｉｓｏｎ，Ｎ．Ｊ．からのＣＲＩＬＬ（登録商標）６）、ソルビタンステアレー
ト（例えば、ＳＰＡＮ（登録商標）６０）、ソルビタントリオレエート（例えば、ＳＰＡ
Ｎ（登録商標）８５）、ソルビタントリステアレート（例えば、ＳＰＡＮ（登録商標）６
５）、ソルビタンパルミテート（例えば、ＳＰＡＮ（登録商標）４０）およびソルビタン
イソステアレートが含まれる。ソルビタンパルミテートおよびソルビタンセスキオレエー
トが特に本開示のために好ましい。
【０２９３】
　アルコキシ基がＣ２～Ｃ６オキシドおよびそれらの混合物からなる群から選択されるグ
リセリルエステル、ソルビタンエステルおよびアルキルポリグリコシドのアルコキシル化
誘導体も本発明の使用に関して適切であり、これらの材料のエトキシル化またはプロポキ
シル化誘導体が好ましい。商業的に入手可能なエトキシル化材料の非限定的な例には、Ｔ
ＷＥＥＮ（登録商標）（約２～約２０の平均エトキシル化度を有する、Ｃ１２～Ｃ１８脂
肪酸のエトキシル化ソルビタンモノ－、ジ－および／またはトリ－エステル）が含まれる
。
【０２９４】
　好ましい非イオン性界面活性剤は、少なくとも８のＨＬＢが得られるように誘導体化さ
れた、Ｃ４～Ｃ３６炭素鎖、好ましくはＣ１２～Ｃ１８炭素鎖、より好ましくはＣ１６～
Ｃ１８炭素鎖を有する脂肪族アルコール、脂肪酸またはグリセリドから形成されるもので
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ある。ＨＬＢは、親水基の径および強度と、界面活性剤の親油性基の径と強度との間の釣
合いを意味するものとして理解される。そのような誘導体は、エトキシレート、プロポキ
シレート、ポリグルコシド、ポリグリセリン、ポリラクテート、ポリグリコレート、ポリ
ソルベートおよび当業者に明らかであろう他のものなどのポリマーであることが可能であ
る。そのような誘導体はまた、全ＨＬＢが好ましくは８以上である、エトキシレート／プ
ロポキシレート種などの上記の混合ポリマーであってもよい。好ましくは、非イオン性界
面活性剤は、１０～２５、より好ましくは、１０～２０モルのモル含有量でエトキシレー
トを含有する。
【０２９５】
　本開示の特に好ましい非イオン性界面活性剤は、グリセリルエステル、ＰＥＧ－３０グ
リセリルステアレートおよびソルビタンパルミテートなどのソルビタンエステルのポリエ
チレングリコールエーテルから選択される。
【０２９６】
　他の特に好ましい非イオン性界面活性剤は、アルコキシル化基および／または側鎖を有
するシリコーンまたはシロキサンをベースとする乳化ポリマー、例えば、セチルＰＥＧ／
ＰＰＧ－１０／１ジメチコン（商品名Ａｂｉｌ（登録商標）ＥＭ９０）；カプリル酸／カ
プリン酸トリグリセリドとの混合物で商業的に入手可能であるビス－ＰＥＧ／ＰＰＧ－１
６／１６　ＰＥＧ／ＰＰＧ－１６／１６ジメチコン（商品名Ａｂｉｌ（登録商標）Ｃａｒ
ｅ８５）；カプリル酸／カプリン酸トリグリセリドとの混合物で商業的に入手可能である
ビス－ＰＥＧ／ＰＰＧ－２０／５　ＰＥＧ／ＰＰＧ－２０／５ジメチコンおよびＰＥＧ／
ＰＰＧ－２５／４ジメチコン（商品名Ａｂｉｌ（登録商標）Ｃａｒｅ　ＸＬ８０）；ポリ
グリセリル－４イソステアレートおよびヘキシルラウレートとの混合物で商業的に入手可
能であるセチルＰＥＧ／ＰＰＧ－１０／１ジメチコン（商品名Ａｂｉｌ（登録商標）ＷＥ
０９）；カプリル酸／カプリン酸トリグリセリドとの混合物で商業的に入手可能であるビ
ス－（グリセリル／ラウリル）グリセリルラウリルジメチコン（商品名Ａｂｉｌ（登録商
標）ＥＭ１２０）；ジメチコンとの混合物で商業的に入手可能であるビス－ＰＥＧ／ＰＰ
Ｇ－１４／１４ジメチコン（商品名Ａｂｉｌ（登録商標）ＥＭ　９７　Ｓ）であり、これ
らは全てＥｖｏｎｉｋ　Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ　ＧｍｂＨ社から商業的に入手可能であ
る。
【０２９７】
　典型的に、イオン性界面活性剤は、親油性炭化水素基および極性官能性親水基を含有す
る。
【０２９８】
　単独で、または混合物として使用されてもよい以下のアニオン性界面活性剤が記載され
てよく、特に、以下の化合物の塩、特に、アルカリ金属塩、例えば、ナトリウム塩、アン
モニウム塩、アミン塩、アミノアルコール塩、あるいは例えばマグネシウムのアルカリ土
類金属の塩が記載されてよい：アルキルスルフェート、アルキルエーテルスルフェート、
アルキルアミドエーテルスルフェート、アルキルアリールポリエーテルスルフェート、モ
ノグリセリドスルフェート；アルキルスルホネート、アルキルホスフェート、アルキルア
ミドスルホネート、アルキルアリールスルホネート、ａ－オレフィンスルホネート、パラ
フィンスルホネート、アルキルスルホサクシネート、アルキルエーテルスルホサクシネー
ト、アルキルアミドスルホサクシネート；アルキルスルホアセテート；アシルサルコシネ
ート；ならびにアシルグルタメート。これらの全ての化合物のアルキルまたはアシル基は
、６～２４個の炭素原子を含んでなり、かつアリール基は、好ましくはフェニルまたはベ
ンジル基を示す。Ｃ６～Ｃ２４アルキルおよびポリグリコシドカルボン酸のエステル、例
えば、アルキルグルコシドシトレート、ポリアルキルグリコシドタータレートおよびポリ
アルキルグリコシドスルホスクシネート；アルキルスルホスクシナメート、アシルイセチ
オネートおよびＮ－アシルタルレート（これらの全ての化合物のアルキルまたはアシル基
は、１２～２０個の炭素原子を含んでなる）を使用することも可能である。使用されても
よいアニオン性界面活性剤の間で、アシル基が８～２０個の炭素原子を含有するアシルア
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、ならびにまたポリオキシアルキレン化（Ｃ６～Ｃ２４）アルキルエーテル－カルボン酸
、ポリオキシアルキレン化（Ｃ６～Ｃ２４）アルキル（Ｃ６～Ｃ２４）アリールエーテル
カルボン酸およびポリオキシアルキレン化（Ｃ６～Ｃ２４）アルキルアミドエーテルカル
ボン酸およびそれらの塩、特に、２～５０個のエチレンオキシド基を含んでなるもの、な
らびにそれらの混合物も記載されてよい。
【０２９９】
　好ましいアニオン性界面活性剤の中でも、アルキルスルフェート；アルキルエーテルス
ルフェート、例えば、ナトリウムラウリルエーテルスルフェート、好ましくは２または３
モルのエチレンオキシドを含有するもの；アシルグルタメート、例えば、二ナトリウムス
テアロイルグルタメートおよびナトリウムステアロイルグルタメート；アルキルエーテル
カルボキシレート；ならびにそれらの混合物の、特に、ナトリウム、マグネシウムまたは
アンモニウムの塩であって、アルキルまたはアシル基が一般に６～２４個の炭素原子、好
ましくは８～１６個の炭素原子を含有するものが記載されてよい。
【０３００】
　カチオン性界面活性剤の中でも、以下のものが記載されてよい。
ｉ）アルキルピリジニウム塩、イミダゾリンのアンモニウム塩、ジ第４級アンモニウム塩
、および少なくとも１つのエステル官能基を含有するアンモニウム塩。
ｉｉ）以下の一般式を有する第４級アンモニウム塩：
【化１２】

（式中、基Ｒ１～Ｒ４は、同一であっても異なってもよく、１～３０個の炭素原子を含有
する直鎖または分枝鎖脂肪族基、またはアリールもしくはアルキルアリールなどの芳香族
基を表し；脂肪族基は、ヘテロ原子（Ｏ、Ｎ、Ｓまたはハロゲン）を任意選択的に含んで
なってもよく、かつ任意選択的に置換されていてもよい）。
【０３０１】
　脂肪族基は、例えば、Ｃ１２～Ｃ２２アルキル、アルコキシ、Ｃ２～Ｃ６ポリオキシア
ルキレン、アルキルアミド、（Ｃ１２～Ｃ２２）アルキルアミド（Ｃ２～Ｃ６）アルキル
、（Ｃ１２～Ｃ２２）アルキルアセテートおよびヒドロキシアルキル基から選択され、１
～３０個の炭素原子を含有する。Ｘ－は、ハライド、ホスフェート、アセテート、ラクテ
ート、Ｃ２～Ｃ６アルキルスルフェートおよびアルキルまたはアルキルアリールスルホネ
ートの群から選択されるアニオンである。
【０３０２】
　ｉｉｉ）次式のイミダゾリンの第４級アンモニウム塩：
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【化１３】

（式中、
Ｒ５は、８～３０個の炭素原子を含有するアルケニルまたはアルキル基、例えば、タロー
またはココナッツの脂肪酸誘導体を表し、
Ｒ６は、水素原子、Ｃ１～Ｃ４アルキル基、あるいは８～３０個の炭素原子を含有するア
ルケニルまたはアルキル基を表し、
Ｒ７は、Ｃ１～Ｃ４アルキル基を表し、
Ｒ８は、水素原子またはＣ１～Ｃ４アルキル基を表し、
Ｘ’は、ハライド、ホスフェート、アセテート、ラクテート、Ｃ２～Ｃ６アルキルスルフ
ェート、アルキルスルホネートまたはアルキルアリールスルホネートの群から選択される
アニオンである）。
【０３０３】
　Ｒ５およびＲ６は、好ましくは、１２～２１個の炭素原子を含有するアルケニルまたは
アルキル基の混合物、例えば、タローの脂肪酸誘導体を示し、Ｒ７はメチルを示し、かつ
Ｒ８は水素を示す。そのような製品は、例えば、Ｑｕａｔｅｒｎｉｕｍ－２７（ＣＴＦＡ
　１９９７）またはＱｕａｔｅｒｎｉｕｍ－８３（ＣＴＦＡ　１９９７）であり、Ｗｉｔ
ｃｏ社からＲｅｗｏｑｕａｔ（Ｒ）Ｗ７５、Ｗ９０、Ｗ７５ＰＧおよびＷ７５ＨＰＧの名
称で販売される。
　ｉｖ）次式のジ第４級アンモニウム塩：
【化１４】

（式中、
Ｒ９は、約１６～３０個の炭素原子を含有する脂肪族基を示し、
Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３およびＲ１４は、同一であっても異なってもよく、水素
および１～４個の炭素原子を含有するアルキル基から選択され、かつ
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Ｘ－は、ハライド、アセテート、ホスフェート、ニトレート、エチルスルフェートおよび
メチルスルフェートの群から選択されるアニオンである）。
【０３０４】
　そのようなジ第４級アンモニウム塩は、特に、プロパンタロージアンモニウムジクロリ
ドを含んでなる。
　ｖ）次式のものなどの少なくとも１つのエステル官能基を含有する第４級アンモニウム
塩：
【化１５】

（式中、
Ｒ１５は、Ｃ１～Ｃ６アルキル基およびＣ１～Ｃ６ヒドロキシアルキルまたはジヒドロキ
シアルキル基から選択され；
Ｒ１６は、基Ｒ１９－ＣＯ－、直鎖または分枝鎖、飽和または不飽和Ｃ１～Ｃ２２炭化水
素ベースの基Ｒ２０、水素原子から選択され；
Ｒ１８は、基Ｒ２１－ＣＯ、直鎖または分枝鎖、飽和または不飽和Ｃ１～Ｃ２２炭化水素
ベースの基Ｒ２２、水素原子から選択され；
Ｒ１７、Ｒ１９およびＲ２１は、同一であっても異なってもよく、直鎖または分枝鎖、飽
和または不飽和Ｃ７～Ｃ２１炭化水素ベースの基から選択され；
ｒ、ｎおよびｐは、同一であっても異なってもよく、２～６の範囲の整数であり；
ｙは、１～１０の範囲の整数であり；
ｘおよびｚは、同一であっても異なってもよく、０～１０の範囲の整数であり；
Ｘ－は、単一または錯体の有機または鉱物アニオンであるが；
ただし、合計ｘ＋ｙ＋ｚが１～１５であり、ｘが０である場合、Ｒ１６はＲ２０を示し、
かつｚが０である場合、Ｒ１８はＲ２２を示すことを条件とする）。
【０３０５】
　アルキル基Ｒ１５は直鎖または分枝鎖であってよく、特に直鎖であってよい。好ましく
は、Ｒ１５は、メチル、エチル、ヒドロキシエチルまたはジヒドロキシプロピル基、特に
メチルまたはエチル基を示す。
【０３０６】
　有利には、合計ｘ＋ｙ＋ｚは１～１０である。
【０３０７】
　Ｒ１６が炭化水素をベースとする基Ｒ２０である場合、それは１２～２２個の炭素原子
を含有してもよいか、または１～３個の炭素原子を含有してもよい。
【０３０８】
　Ｒ１８が炭化水素をベースとする基Ｒ２２である場合、それは好ましくは１～３個の炭
素原子を含有する。
【０３０９】
　有利には、Ｒ１７、Ｒ１９およびＲ２１は、同一であっても異なってもよく、直鎖また
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は分枝鎖、飽和または不飽和Ｃ１１～Ｃ２１炭化水素ベースの基、特に直鎖または分枝鎖
、飽和または不飽和Ｃ１１～Ｃ２１アルキルおよびアルケニル基から選択される。
【０３１０】
　好ましくは、ｘおよびｚは、同一であっても異なってもよく、０または１に等しい。有
利には、ｙは１に等しい。
【０３１１】
　好ましくは、ｒ、ｎおよびｐは、同一であっても異なってもよく、２または３に等しく
、特に２に等しい。
【０３１２】
　アニオンＸ－は、好ましくは、ハライド（クロリド、ブロミドまたはヨージド）あるい
はＣ１～Ｃ４アルキルスルフェート、特にメチルスルフェートである。アニオンＸ－は、
メタンスルホネート、ホスフェート、ニトレート、トシレート、有機酸（アセテートまた
はラクテートなど）から誘導されるアニオン、またはエステル官能基を含有するアンモニ
ウムと適合性である他のいずれかのアニオンを表してもよい。
【０３１３】
　界面活性剤は、例えば、ジアシルオキシエチルジメチルアンモニウム、ジアシルオキシ
エチルヒドロキシエチルジメチルアンモニウム、モノアシルオキシエチルヒドロキシエチ
ルジメチルアンモニウム、トリアシルオキシエチルメチルアンモニウム、モノアシルオキ
シエチルヒドロキシエチルジメチルアンモニウムの塩（クロリドまたはメチルスルフェー
ト）およびそれらの混合物であってもよい。アシル基は、好ましくは、１４～１８個の炭
素原子を含有し、特に植物油、例えば、パーム油またはヒマワリ油から誘導される。化合
物がいくつかのアシル基を含有する場合、これらの基は同一であっても異なってもよい。
そのような化合物は、例えば、Ｃｏｇｎｉｓ社からＤｅｈｙｑｕａｒｔ（Ｒ）、Ｓｔｅｐ
ａｎ社からＳｔｅｐａｎｑｕａｔ（Ｒ）、Ｃｅｃａ社からＮｏｘａｍｉｕｍ（Ｒ）および
Ｒｅｗｏ－Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ社からＲｅｗｏｑｕａｔ（Ｒ）ＷＥ　１８の名称で販
売される。
【０３１４】
　ｖｉ）第４級アンモニウム塩、特に、ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド、ジパ
ルミトイルエチル－ヒドロキシエチルメチルアンモニウムメトスルフェート、セチルトリ
メチルアンモニウムクロリド、クオタニウム－８３、ベヘニルアミドプロピル－２，３－
ジヒドロキシプロピルジメチルアンモニウムクロリドおよびパルミチルアミドプロピルト
リメチルアンモニウムクロリド。
【０３１５】
　他の適切なカチオン性界面活性剤は、エステル架橋を含有する脂肪酸鎖を有する第４級
アンモニウム化合物であるエステルクエット（ｅｓｔｅｒｑｕａｔ）である。
【０３１６】
　好ましいカチオン性界面活性剤の中でも、セトリモニウムクロリド、ベヘントリモニウ
ムクロリド、ベヘニルＰＧ－トリモニウムクロリド、ジセチルジモニウムクロリドおよび
それらの混合物から選択される式（Ｉ）の化合物が記載されてよい。
【０３１７】
　他の好ましいカチオン性界面活性剤は、ジベヘノイルエチルジモニウムクロリド、ジパ
ルミトイルエチルジモニウムクロリド、ジステアロイルエチルジモニウムクロリド、ジタ
ローイルＰＧ－ジモニウムクロリド、ジパルミトイルエチルヒドロキシエチルモニウムメ
トスルフェート、ジステアロイルエチルヒドロキシエチルモニウムメトスルフェートから
選択されるエステルクエット、およびそれらの混合物である。
【０３１８】
　いずれか１つの理論によって拘束されることなく、イオン性界面活性剤の存在は、特に
、分散物を製造する時点で、本開示の水性分散物の粒子の凝集を減少または最小化すると
考えられる。したがって、少なくとも１種のイオン性界面活性剤を含んでなる界面活性剤
混合物は、粒子の均一な分散物を促進し、かつ分散物自体の安定化を向上させる分散剤と
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して作用する。
【０３１９】
　本開示のある種の実施形態において、界面活性剤混合物は、少なくとも１種の非イオン
性界面活性剤と、少なくとも１種のアニオン界面活性剤を含んでなる少なくとも１種のイ
オン性界面活性剤とを含有する。
【０３２０】
　他の実施形態において、界面活性剤混合物は、少なくとも１種の非イオン性界面活性剤
と、少なくとも１種のカチオン性界面活性剤を含んでなる少なくとも１種のイオン性界面
活性剤とを含有する。
【０３２１】
　好ましい実施形態において、界面活性剤混合物は、少なくとも１種の非イオン性界面活
性剤と、少なくとも１種のアニオン性界面活性剤を含んでなる少なくとも１種のイオン性
界面活性剤とを含有し、界面活性剤混合物はカチオン性界面活性剤を含まない。
【０３２２】
　なお他の好ましい実施形態において、界面活性剤混合物は、少なくとも１種の非イオン
性界面活性剤と、少なくとも１種のカチオン性界面活性剤を含んでなる少なくとも１種の
イオン性界面活性剤とを含有し、界面活性剤混合物はアニオン性界面活性剤を含まない。
【０３２３】
　当業者は、最良の分散物を得るために種類および％に関して、スチレン系ブロックコポ
リマー、ワックスおよび／または油、ならびに界面活性剤の間で適合される最良のものを
選択するであろう。例えば、シリコーンワックスは、一般に、シリコーンをベースとする
界面活性剤とより適合性があることが見出される。
【０３２４】
　ある種の好ましい実施形態において、本開示の界面活性剤混合物は、両性界面活性剤を
本質的に含まない。本明細書で使用される場合、「両性界面活性剤を本質的に含まない」
という用語は、界面活性剤混合物中に「遊離の両性界面活性剤がない」ことを意味する。
「遊離の両性界面活性剤がない」とは、本明細書中、両性界面活性剤が、界面活性剤混合
物に単独で個別の成分として添加されないことを意味する。「遊離の両性界面活性剤」に
は、本明細書で使用される場合、本発明の水性分散物または組成物の製造プロセスの間に
添加される原材料または材料中に成分として存在し得る両性界面活性剤が含まれない。ま
た、「遊離の両性界面活性剤」には、本明細書で使用される場合、分散物の粒子が調製さ
れた後、追加成分として本発明の組成物に、または水性分散物に添加され得る両性界面活
性剤が含まれない。
【０３２５】
　両性界面活性剤には、限定されないが、脂肪族基が、８～２２個の炭素原子を含有し、
かつ少なくとも１種の水溶性アニオン基、例えば、カルボキシレート、スルホネート、ス
ルフェート、ホスフェートまたはホスホネート基を含有する直鎖または分枝鎖である脂肪
族第２級または第３級アミン誘導体が含まれ、また（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルベタイン、
スルホベタイン、（Ｃ８～Ｃ２０）アルキル－アミド－（Ｃ６～Ｃ８）－アルキル－ベタ
インまたは（Ｃ８～Ｃ２０）アルキル－アミド－（Ｃ６～Ｃ８）－アルキルスルホベタイ
ン；およびそれらの混合物が記載されてもよい。
【０３２６】
　アミン誘導体の中でも、アンホカルボキシグリシネート化合物およびアンホカルボキシ
プロピオネート化合物、特に、二ナトリウムココアンホジアセテート、二ナトリウムラウ
ロアンホジアセテート、二ナトリウムカプリルアンホジアセテート、二ナトリウムカプリ
ロアンホジアセテート、二ナトリウムココアンホジプロピオネート、二ナトリウムラウロ
アンホジプロピオネート、二ナトリウムカプリルアンホジプロピオネート、二ナトリウム
カプリロアンホジプロピオネート、ラウロアンホジプロピオン酸およびココアンホジプロ
ピオン酸、（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルベタイン、（Ｃ８～Ｃ２０）アルキルアミド（Ｃ６
～Ｃ８）アルキルベタインおよびアルキルアンホジアセテートが記載されてよい。
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【０３２７】
　化粧品、皮膚科学、パーソナルケアおよび薬品分野において、本発明による粒子および
／または分散物は、化粧品および／または皮膚科学的および／またはパーソナルケアおよ
び／または医薬品組成物の調製のための少なくとも１種の活性物質のための溶剤として使
用されてもよい。
【０３２８】
　したがって、本発明の主題は、上記の定義されるような少なくともいくつかの粒子およ
び／または少なくとも１種の分散物を含んでなる化粧品または皮膚科学的またはパーソナ
ルケアまたは医薬品組成物などの組成物でもある。
【０３２９】
水性分散物を得るためのプロセス（分散物プロトコル）
　本開示の水性分散物は、少なくとも以下の工程を含んでなるプロセスによって得られて
もよい：
－少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる油ゲル化剤と、３５℃よ
り高い融点を有する少なくとも１種のワックス、少なくとも１種の油およびそれらの混合
物から選択される脂肪物質と、非イオン性界面活性剤およびイオン性界面活性剤を含んで
なる界面活性剤混合物と、水と、任意選択的に、少なくとも１種のスチレン系ブロックコ
ポリマーを含んでなる油ゲル化剤以外の油ゲル化剤、着色剤、日焼け止め剤、揮発性溶媒
、３５℃以下の融点を有するワックス、芳香油、乳化ポリマー、シリカ、タルク、粘土お
よびそれらの混合物から選択される少なくとも１種の追加成分とを含有する混合物を、少
なくとも１種のワックスの融点より高い乳化温度で乳化するステップ（２種以上のワック
スが使用される場合、乳化温度は、より高い、または最高融点を有するワックスの融点よ
り高くなければならない）、
－混合物に、上記工程で使用される混合物の乳化温度より少なくとも５～１０℃高い温度
で、粒子の製造を導くプロセスを受けさせるステップ、ならび
－そのようにして得られる分散物を冷却するステップ。
【０３３０】
　プロセスの第１の工程の成分の組み合わせ、および加熱による第２の工程の実行は、あ
る種の特性（例えば、融点、径および形状）に調整される粒子が得られる制御された方法
で本発明による粒子を得るために必要な累積的な条件であることが指摘される。したがっ
て、スチレン系ブロックコポリマー／脂肪物質－界面活性剤－水混合物上で用いられるプ
ロセスの性質は、得られる粒子の特性を決定する。
【０３３１】
　本発明によるプロセスは、必要に応じて、冷却工程の前に混合物の連続相を希釈する工
程を含んでもよい。
【０３３２】
　本発明の目的のために、「粒子の製造を導くプロセス」という表現は、剪断型の作用を
示すように意図される。この剪断作用は、特定の速度でホモジナイザー／混合機を使用し
て、スチレン系ブロックコポリマー／脂肪物質－界面活性剤－水混合物を混合することに
よって完成することができる。
【０３３３】
　したがって、一実施形態において、本開示の水性分散物の粒子は、以下のステップ：
　（１）３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックス、少なくとも１種の油お
よびそれらの混合物から選択された脂肪物質を加熱して、脂肪物質を溶融または軟化させ
るステップと、
　（２）任意選択的に、（１）の脂肪物質と一緒に、少なくとも１種のスチレン系ブロッ
クコポリマーを含んでなる油ゲル化剤以外の油ゲル化剤、着色剤、日焼け止め剤、３５℃
以下の融点を有するワックス、乳化ポリマー、（１）の少なくとも１種の油以外の芳香油
、シリカ、タルク、粘土およびそれらの混合物から選択される少なくとも１種の追加成分
を加熱するステップと、
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　（３）少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる油ゲル化剤を加熱
するステップと、
　（４）（１）または（２）の脂肪物質と、（３）の油ゲル化剤を混合して、スチレン系
ブロックコポリマー油ゲル化剤／脂肪物質ブレンドを形成するステップと、
　（５）少なくとも１種の非イオン性界面活性剤および少なくとも１種のイオン性界面活
性剤を含んでなる界面活性剤混合物ならびに水を加熱して、界面活性剤／水の組み合わせ
を形成するステップと、
　（６）室温より高い温度で、スチレン系ブロックコポリマー油ゲル化剤／脂肪物質ブレ
ンドと、界面活性剤／水の組み合わせを剪断作用によって混合して、水性分散物を形成す
るステップと、
　（７）（６）の水性分散物を冷却するステップと
によるプロセスによって得られるが、
脂肪物質が、３５℃より高い融点を有する少なくとも１種のワックスを含んでなる場合、
脂肪物質は、少なくとも１種のワックスの融点より高い温度まで加熱される。
【０３３４】
　一実施形態において、上記されたプロセスの脂肪物質は、３５℃より高い融点を有する
少なくとも１種のワックスを含んでなり、かつ（１）の加熱ステップは、少なくとも１種
のワックスの融点より高い温度で行なわれる。
【０３３５】
　一実施形態において、上記されたプロセスの加熱ステップ（３）は、少なくとも約１２
０℃の温度で行われる。
【０３３６】
　一実施形態において、上記されたプロセスの（４）の混合ステップは、少なくとも３０
分間、または約３０分～約１２０分間行われる。
【０３３７】
　一実施形態において、上記されたプロセスの（４）の混合ステップは、少なくとも８０
℃、例えば、約１５０℃までの温度（乳化温度）で行われる。乳化温度は、好ましくは、
４０℃より高く、好ましくは、１５０℃未満であり、より好ましくは、９５℃未満である
。
【０３３８】
　一実施形態において、上記されたプロセスのステップ（６）の剪断作用は、約３０００
～約９０００ｒｐｍ、例えば、約３０００ｒｐｍ、または約４０００ｒｐｍ、または約５
０００ｒｐｍ、または約６０００ｒｐｍ、または約７０００ｒｐｍ、または約８０００ｒ
ｐｍ、または約９０００ｒｐｍの範囲の速度で行われる。他の実施形態において、剪断作
用は、９０００ｒｐｍより高速で行われる。
【０３３９】
　一実施形態において、上記されたプロセスのステップ（６）の剪断作用は、室温より高
い温度、例えば、約５０℃～約８０℃、または例えば約６０℃～約７０℃で行われる。
【０３４０】
　様々な混合速度を使用することによって、１μｍ～約１００μｍ、例えば、約２０μｍ
～約７０μｍ、または約４０μｍ～約６５μｍ、または約４５μｍ～約６５μｍ、または
１μｍ～約２０μｍの範囲のピークを有する様々な体積基準の粒径分布を達成することが
可能である。米国特許出願公開第２００６／０２９２０９５号明細書および米国特許出願
公開第２００６／０２６３４３８号明細書に記載され、かつ参照されるものなどの他の剪
断プロセスを使用することも可能である。
【０３４１】
　利用される界面活性剤の種類および量、ならびに／あるいは界面活性剤混合物中の別の
界面活性剤に対する界面活性剤の重量比、ならびに／あるいはスチレン系ブロックコポリ
マーおよび脂肪物質の量および／または種類も、上記されたものなどの様々な粒径の粒子
をもたらし得る。
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【０３４２】
　特定の実施形態において、非イオン性界面活性剤は、本開示の界面活性剤混合物の全重
量に基づき、その間の全範囲および部分範囲を含めて、約６０重量％～約９５重量％、ま
たは約６５重量％～約９０％重量％、または約７０重量％～約９０重量％の量で利用され
るであろう。
【０３４３】
　一実施形態において、少なくとも１種のイオン性界面活性剤は、本開示の界面活性剤混
合物の全重量に基づき、その間の全範囲および部分範囲を含めて、約５重量％～約４０重
量％、好ましくは約５重量％～約３０％重量％、例えば、約５重量％～約２０重量％の量
で利用されるであろう。
【０３４４】
　好ましくは、界面活性剤混合物、すなわち、少なくとも１種の非イオン性界面活性剤お
よび少なくとも１種のイオン性界面活性剤の組み合わせた量は、水性分散物の全重量に基
づき、その間の全範囲および部分範囲を含めて、約１．０重量％～約５重量％、または例
えば、約１．５重量％～約３．５％重量％、または例えば、約１．５重量％～約３重量％
の量で利用されるであろう。
【０３４５】
　したがって、上記のプロセスによって、本開示の分散物は、特定の特性に調整される粒
子を含んでなる。さらに、これらの粒子は、揮発性溶媒を含まない。
【０３４６】
　さらにまた、上記のプロセスによって、活性成分、ポリマーおよび上記の他の追加的な
成分などの他の成分は、分散物の調製の間に添加されてもよい。
【０３４７】
分散物
　上記のプロセスによって、粒子は、好ましくは、水性および／または水溶性連続相中の
分散物として得られる。そのような分散物は、水中油型エマルジョンまたは水中油型分散
物として記載されてもよい。
【０３４８】
　本発明による粒子は、有利には、それらが得られる分散物中で凝集せず、そして径およ
び分布指数に関するそれらの粒度分析特性は、その中で有利に保存される。
【０３４９】
　本発明の分散物での使用のために適切である水性および／または水溶性連続相は、好ま
しくは、脱塩水などの水、または水および水溶性有機溶媒の組み合わせを含んでなる。
【０３５０】
　本発明によって分散物で使用されてもよい水溶性溶媒の中でも、特に、３個以上の炭素
原子を含有するモノアルコール、グリコール、グリコールエーテルおよびポリオール、例
えば、グリセロール、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレングリコール
、カプリリルグリコール、ヘキシレングリコール、ジプロピレングリコール、ジエチレン
グリコール、キシリトール、ソルビトール、マンニトール、マンニトールおよびポリエチ
レングリコールまたはそれらの混合物、Ｃ３およびＣ４ケトン、およびＣ２～Ｃ４アルデ
ヒド、ならびにそれらの混合物が記載されてよい。
【０３５１】
　本発明の目的のために、「水溶性溶媒」という用語は、室温で液体であり、かつ水混和
性（２５℃および大気圧で５０重量％より高い水中での混和性）である化合物を示すよう
に意図される。
【０３５２】
組成物
　本開示の水性分散物は、様々なガレヌス形態の組成物に調合されてもよい。
【０３５３】
　本開示の水性分散物を含有する組成物は、限定されないが、水、揮発性および不揮発性



(57) JP 6831410 B2 2021.2.17

10

20

30

40

50

の有機溶媒、シリコーン、ポリオール、グリコール、グリコールエーテル、非シリコーン
油およびそれらの混合物の少なくとも１種を含む担体（または溶媒）を含んでなる。
【０３５４】
　好ましい実施形態において、担体は、化粧品的に、皮膚科学的に、または生理的に容認
できる非毒性の担体であり、組成物を、皮膚、唇、毛髪、頭皮、睫毛、眉、爪または体の
他のいずれかの皮膚領域などのケラチン基体上へ適用することができる担体である。化粧
品的に、皮膚科学的に、または生理的に容認できる担体は、水および／または約１～１５
個の炭素原子を含有するものなどの低級モノアルコール、例えば、エタノールおよびイソ
プロパノールから選択される有機溶媒；グリコールエーテル；約２～８個の炭素原子を含
有するものなどのグリコール、例えば、ポリエチレングリコール、エチレングリコール、
１，３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール、ヘキシレングリコールおよびグ
リセリンを含むポリオール；炭化水素および非シリコーン油、例えば、イソドデカンおよ
び鉱油；ジメチコン、シクロメチコンおよびシクロペンタシロキサンなどのシリコーン；
ならびにそれらの混合物の１種もしくはそれ以上を含んでなってもよい。
【０３５５】
　有機溶媒が揮発性溶媒である場合、揮発性有機溶媒の量は、一般に、組成物の全重量に
基づき、０より多く（例えば、約０．０１重量％）～約９９重量％、いくつかの実施形態
において、０より多く～約５５重量％、いくつかの実施形態において、０より多く～約２
重量％の範囲である。ある種の実施形態において、揮発性有機溶媒の量は、組成物の全重
量に基づき、５５重量％を超えない。他の実施形態において、揮発性有機溶媒の量は、組
成物の全重量に基づき、５重量％を超えない。なお他の実施形態において、本開示の組成
物は、揮発性有機溶媒を実質的に含まない。本明細書で使用される場合、「有機溶媒を本
質的に含まない」という用語は、「遊離の有機溶媒がない」ことを意味する。「有機溶媒
がない」とは、本明細書中、有機溶媒が、本発明の組成物の製造プロセスの間に単独で個
別の成分として添加されないことを意味する。「遊離の有機溶媒剤」には、本明細書で使
用される場合、本発明の組成物の製造プロセスの間に添加される原材料または材料中に成
分として存在し得る有機溶媒が含まれない。
【０３５６】
　担体は、組成物の全重量に基づき、その間の全範囲および部分範囲を含めて、約７０重
量％～約９９重量％、または例えば約７５重量％～約９５重量％、または例えば約８０重
量％～約９０重量％の量で利用することができる。
【０３５７】
　本開示の水性分散物は、組成物の全重量に基づき、その間の全範囲および部分範囲を含
めて、約１重量％～約３０重量％、好ましくは約２重量％～約２０重量％、より好ましく
は約３重量％～約１５重量％、なおより好ましくは約５重量％～約１０重量％の範囲の量
で本開示の組成物中に存在してもよい。
【０３５８】
　いくつかの実施形態において、本開示の水性分散物は、組成物の全重量に基づき、その
間の全範囲および部分範囲を含めて、約０．５重量％～約２０重量％、好ましくは約１重
量％～約１０重量％、または例えば約１重量％～約５重量％、または例えば約１重量％～
約３重量％の範囲の量で本開示の組成物中に存在してもよい。
【０３５９】
　いくつかの実施形態において、本開示の組成物中の油ゲル化剤／脂肪物質の組み合わせ
を含んでなる脂肪相の量は、最終組成物の全重量に基づき、その間の全範囲および部分範
囲を含めて、１重量％未満～約４０重量％、例えば約１重量％～約４０重量％、または例
えば約５重量％～約３５重量％、または例えば約１０重量％～約３０重量％の範囲である
。
【０３６０】
　少なくとも特定の例示的な実施形態において、本発明の粒子は、組成物の担体または溶
媒に不溶性であり、したがって、溶媒の蒸発後さえも粒子の形態で残存する。例えば、組
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成物が、担体としてアルコールを含んでなる実施形態において、粒子は、組成物が基体に
適用された時のように、アルコールの蒸発時に粒子の形態で残存し得る。
【０３６１】
　一実施形態において、本発明の粒子を構成し得る少なくとも１種の追加成分は、水性分
散物が上記担体を含有する組成物に調合または含まれる場合に、光保護組成物が得られる
ような日焼け止め剤から選択される。したがって、本発明の別の実施形態は、基体に前記
光保護組成物を適用するステップを含んでなる、皮膚または毛髪または頭皮などのケラチ
ン質基体を光保護する方法である。
【０３６２】
　一実施形態において、少なくとも１種の追加成分は、水性分散物が上記担体を含有する
組成物に調合または含まれる場合、メークアップまたはカラーリング組成物、例えば、一
時的なヘアカラーが得られるような着色剤から選択される。したがって、本発明の別の実
施形態は、基体に前記メークアップまたはカラーリング組成物を適用するステップを含ん
でなる、皮膚または毛髪などのケラチン質基体をカラーリングまたはメークアップする方
法である。
【０３６３】
　本発明の別の特定の実施形態は、
（ａ）１μｍ～約７０μｍの範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有し、かつ
　（ｉ）少なくとも１種のスチレン系ブロックコポリマーを含んでなる油ゲル化剤と、
　（ｉｉ）少なくとも１種の芳香油を含んでなる脂肪物質と
を含んでなる粒子、ならびに
（ｂ）
　（ｉ）少なくとも１種の非イオン性界面活性剤と、
　（ｉｉ）少なくとも１種のイオン性界面活性剤と、
を含んでなる界面活性剤混合物、ならびに
（ｃ）水
を含んでなる水性分散物である。
【０３６４】
　本開示の粒子が芳香油を含んでなる場合、粒子は、芳香効果を特定の期間にわたって付
与することができ、したがって、より長く続く効果であることが可能であるように、徐放
性芳香効果を提供することに役立つことが可能である。同時に、芳香油を含んでなるその
ような粒子は、上記分散物または上記分散物を含有する組成物と接触した基体に光沢を提
供することができる。
【０３６５】
　本発明の他の実施形態は、上記水性分散物のいずれか１種と、水、揮発性有機溶媒、非
揮発性有機溶媒、シリコーン、非シリコーン油およびそれらの混合物を含んでなる担体と
を含んでなる組成物である。
【０３６６】
補助剤
　本開示の水性分散物および水性分散物を含んでなる組成物は、液体脂質／油、ワックス
、フィルム形成ポリマー、レオロジー変性剤、湿潤剤および保湿剤、乳化剤、構成化剤、
噴射剤、界面活性剤、光沢剤、コンディショニング剤、化粧品的、皮膚科学的および薬学
的活性剤、ビタミン、植物抽出物およびそれらの混合物から選択される補助剤を追加的に
含有してもよい。
【０３６７】
　脂質および油は、水性分散物の粒子を構成する脂肪物質と同一であってもよく、または
それ以外であってもよい。
【０３６８】
　フィルム形成ポリマーとしては、限定されないが、フリーラジカル型または重縮合型の
合成ポリマー、天然由来のポリマーおよびそれらの混合物、特にアクリルポリマー、ポリ
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ウレタン、ポリエステル、ポリアミド、ポリウレア、およびセルロースをベースとするポ
リマー、例えば、ニトロセルロースが含まれる。
【０３６９】
　代表的なレオロジー変性剤としては、限定されないが、増粘剤が含まれ、かつポリマー
であっても、非ポリマーであってもよい。代表的なポリマー増粘剤には、種々の天然ゴム
が含まれる。代表的な非ポリマー増粘剤には、オキシエチレン化分子、特に、ポリオール
のエトキシル化アルキルまたはアシル誘導体が含まれる。
【０３７０】
　レオロジー変性剤としては、天然由来のポリマーおよび合成ポリマーが含まれ、限定さ
れないが、会合ポリマー、非会合増粘ポリマーおよび水溶性増粘ポリマーが含まれる。そ
れらは、非イオン性、アニオン性、カチオン性および両性ポリマーから選択されてよく、
アクリレート－またはアクリルをベースとするポリマー、多糖類、ポリアミノ化合物、な
らびに非イオン性、アニオン性、カチオン性および両性両親媒性ポリマーが含まれる。
【０３７１】
　適切なレオロジー変性剤には、限定されないが、アクリレートコポリマーおよびカルボ
マー、ならびに、セルロースをベースとする増粘剤（例えば、ヒドロキシエチルセルロー
ス、ヒドロキシプロピルセルロース、カルボキシメチルセルロース、カチオンセルロース
エーテル誘導体、四級化セルロース誘導体など）、グアーゴムおよびその誘導体（例えば
、ヒドロキシプロピルグアー、カチオングアー誘導体など）、ゴム、例えば、微生物由来
のゴム（例えば、キサンタンガム、スクレログルカンゴムなど）、植物滲出液から誘導さ
れるゴム（例えば、アラビアゴム、ガッティゴム（ｇｈａｔｔｉ　ｇｕｍ）、カラヤゴム
、トラガカントゴム、カラゲーニンゴム、寒天ゴムおよびイナゴマメゴム）、ペクチン、
アルギナートおよびデンプン、アクリル酸またはアクリルアミドプロパンスルホン酸の架
橋ホモポリマーが含まれる。
【０３７２】
　本開示のレオロジー変性剤は、利用された量次第で、フィルム形成剤として使用されて
もよい。
【０３７３】
　本開示のレオロジー変性剤の適切な例は、（メタ）アクリル酸および／または（Ｃ１～
Ｃ６）アルキルエステルの架橋コポリマーから、およびアクリル会合ポリマーから選択さ
れてもよい。
【０３７４】
　本開示のレオロジー変性剤の例は、Ｖｉｓｃｏｐｈｏｂｅ　ＤＢ－１００の商標名で商
業的に既知であり、かつＴｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから販売さ
れるポリアクリレート－３、Ｃａｒｂｏｐｏｌポリマーの商標名で商業的に既知であり、
かつＬｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃから販売されるカ
ルボマー、Ｐｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ－１およびＰｅｍｕｌｅｎ　ＴＲ－２ポリマーの商標名
で商業的に既知であり、かつＬｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，
Ｉｎｃから販売されるアクリレート／Ｃ１０～３０アルキルアクリレートクロスポリマー
、Ｆｉｘａｔｅ　Ｇ－１００ポリマーの商標名で商業的に既知であり、かつＬｕｂｒｉｚ
ｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃから販売されるＡＭＰ－アクリレー
ト／アリルメタクリレートコポリマー、ＰＶＰの商標名で商業的に既知であり、かつＩｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｐｏｒｄｕｃｔｓから販売されるポリビ
ニルピロリドン、ならびにＩＮＣＩ名でアクリレートコポリマーとして既知であり、かつ
約３０重量％の全固体または活性材料を含んでなる水性分散物としてＣａｒｂｏｐｏｌ（
登録商標）Ａｑｕａ　ＳＦ－１の商標名でＬｕｂｒｉｚｏｌから販売される、わずかに架
橋したアルカリ膨潤性アクリレートポリマーなどの水性分散物中アクリレートコポリマー
としても既知である架橋メタクリル酸／アクリル酸エチルコポリマーである。
【０３７５】
　レオロジー変性剤は、典型的に、組成物の全重量に基づき、約０．０１重量％～約１０
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重量％、いくつかの実施形態において、約０．１重量％～約５重量％の量で存在する。
【０３７６】
　湿潤剤および保湿剤の適切な例には、限定されないが、尿素、ヒドロキシエチル尿素、
ポリオール、例えば、グリセリンおよびグリコサミノグリカン（ＧＡＧ）が含まれる。グ
リコサミノグリカンの適切な例は、ヒアルロン酸またはヒアルロナン（ＨＡ）、ヘパラン
硫酸（ＨＳ）、ヘパリン（ＨＰ）、コンドロイチン、コンドロイチン硫酸（ＣＳ）、コン
ドロイチン４－硫酸またはコンドロイチン硫酸Ａ（ＣＳＡ）、コンドロイチン６－硫酸ま
たはコンドロイチン硫酸Ｃ（ＣＳＣ）、デルマタン硫酸またはコンドロイチン硫酸Ｂ（Ｃ
ＳＢ）およびケラタン硫酸（ＫＳ）である。
【０３７７】
　噴射剤の代表的な例には、ｎ－ブタン、イソブタン、プロパン、ジメチルエーテル、Ｃ
２～Ｃ５ハロゲン化炭化水素、例えば、１，１－ジフルオロエタン、ジフルオロエタン、
クロロジフルオロエタン、ジクロロジフルオロメタン、クロロジフルオロメタン、トリク
ロロフルオロメタン、ヒドロフルオロカーボンおよびそれらの混合物が含まれる。噴射剤
の量は、一般に、組成物の全重量に基づき、約１重量％～約５５重量％、いくつかの実施
形態において、約１重量％～約３５重量％、いくつかの実施形態において、約１重量％～
約２０重量％、いくつかの実施形態において、約２重量％～約１５重量％の範囲である。
【０３７８】
　補助剤として利用される界面活性剤は、上記アニオン性、カチオン性、非イオン性およ
び両性界面活性剤から選択されてもよい。
【０３７９】
　光沢剤は、シリコーン、油、エトキシル化油、脂肪、エステル、トランセスター（ｔｒ
ａｎｓｅｓｔｅｒ）、炭化水素、クアッツ（ｑｕａｔｓ）およびそれらの混合物から選択
されてもよい。
【０３８０】
　本開示の水性分散物は、真珠光沢剤、不透明剤、芳香剤、金属イオン封鎖剤、軟化剤、
泡消し剤、湿潤剤、散布剤、分散剤、可塑剤、鉱物充填剤、コロイド状鉱物、ペプタイザ
ー、保存剤およびｐＨ調整剤から選択される１種または複数の添加剤を追加的に含んでな
ってもよい。
【０３８１】
　本開示の水性分散物を含んでなる組成物は、水性系、単一または複合エマルジョン（水
中油（ｏ／ｗ）、油中水（ｗ／ｏ）、水中シリコーンおよび／またはシリコーン中水型エ
マルジョン）、例えば、クリームまたはミルクの形態、ゲルまたはクリーム－ゲルの形態
、あるいはローション、粉末または固体チューブの形態であってよく、そしてエアゾール
として任意選択的に包装されてもよく、ムースまたはスプレーの形態であってもよい。ム
ースまたはスプレーは、上記のものなどの噴射剤を含有してもよい。
【０３８２】
　スプレー組成物、特にエアゾールは、典型的に少なくとも１種の揮発性有機化合物（Ｖ
ＯＣ）を含有する。本質的に生態学的な理由および様々な国の政府規制のため、組成物に
存在する揮発性有機化合物（ＶＯＣ）の量を低下させることが求められているか、または
必要である。ＶＯＣの量を低下させ、低ＶＯＣエアゾールデバイスを得るために、有機溶
媒、例えば、エタノールおよびジメチルエーテルを水と部分的に置き換える。
【０３８３】
　本開示の組成物がエマルジョンである場合、それらは、一般に、両性、アニオン性、カ
チオン性および非イオン性乳化剤または界面活性剤の単独または混合物から選択される少
なくとも１種の乳化剤／界面活性剤を含有する。
【０３８４】
　本発明のもう１つの実施形態において、主題の組成物は、連続油状相が少なくとも１種
のシリコーン油を含んでなる、シリコーン中水（Ｗ／Ｓｉ）または水中シリコーン（Ｓｉ
／Ｗ）型エマルジョンとして調製される。シリコーン中水型エマルジョンについては、シ
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リコーン油は、好ましくは、エマルジョンの全重量に基づき、少なくとも５重量％、好ま
しくは１０重量％～４５重量％の範囲の割合で存在する。本発明による油中水型エマルジ
ョンの脂肪相は、エマルジョンの脂肪相の全重量に関して、炭化水素を含んでなる油を好
ましくは４０重量％まで追加的に含んでなる。
【０３８５】
　Ｗ／Ｓｉエマルジョンに関して、乳化剤の例としては、一般に、鎖中および端部にポリ
エトキシ－ポリプロポキシ単位を有するジメチルシロキサン単位の長鎖を有するポリエー
テル変性シリコーンが含まれる。例としては、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）ＢＹ
　１１－０３０としてＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇによって販売されるシクロペンタシロキサ
ンＰＥＧ／ＰＰＧ－１８／１８ジメチコン、ＰＥＧ－１２ジメチコンおよびＰＥＧ／ＰＰ
Ｇ－１９／１９ジメチコンが含まれる。
【０３８６】
　様々な実施形態において、本明細書に記載の組成物は、約２～約９、例えば、約３～約
８、または約４～約７の範囲のｐＨを有する。
【０３８７】
　本開示の水性分散物および組成物は、皮膚および毛髪などのケラチン質基体、木材、ガ
ラス、樹脂および金属などの硬質表面、ならびに合成繊維、布および紙などの他の非ケラ
チン質基体から選択される基体上に適用されてよい。
【０３８８】
　他の実施形態において、処理された基体上への熱などの外部刺激の適用は、処理された
基体に付加的な利益を与えるために望ましいか、または必要とされ得る。
【０３８９】
　したがって、特定の実施形態において、基体上に、本開示の水性分散物および担体を適
用するステップと、基体を加熱するステップとが関与する、基体をコーティングする方法
が提供される。好ましくは、基体に適用される熱は、水性分散物の粒子を構成するワック
スなどの脂肪物質の融点より高い温度である。２種以上のワックスがワックスの粒子を構
成する場合、基体に適用される熱は、最高融点を有するワックスの融点より高い温度でな
ければならない。
【０３９０】
　基体に熱または高温を伝達するための手段として、加熱ツールおよび装置／デバイスを
使用することができる。加熱ツールは、電流または加熱ランプによって熱を発生すること
ができる。
【０３９１】
　いずれかの特定の理論に拘束されることを望まないが、基体に適用された熱が、水性分
散物の粒子を構成する脂肪物質、例えば、ワックスの融点より高い温度である場合、粒子
は熱によって活性化され、それらは溶融するか、または液体様になり、温度が低下するか
、または基体の冷却時、フィルムまたはコーティングが基体上に形成されると考えられる
。
【０３９２】
　「フィルム」、「コート」および「コーティング」という用語は、基体の表面上に適用
される水性分散物または水性分散物を含有する組成物に関して、本明細書で使用される場
合、基体、特にケラチン質基体に付着した連続または非連続フィルムまたはコーティング
であることができる。
【０３９３】
　「非連続」という用語は、本開示の水性分散物または水性分散物を含有する組成物が基
体上に適用された時に、製造されたフィルムまたはコーティング中に破断、空隙または中
断があることを意味する。
【０３９４】
　理論に拘束されることを望まないが、水性分散物または水性分散物を含有する組成物が
基体の表面に延展される時、連続もしくは非連続フィルムまたはコートが基体の表面上で
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形成されるように、水性分散物中の粒子が基体の表面上で粒子の結合を形成すると考えら
れる。
【０３９５】
　したがって、特に好ましい実施形態において、本開示の水性分散物を含有する組成物中
の粒子は、熱活性化された粒子である。
【０３９６】
　「熱活性化」という用語は、熱が刺激として使用される場合に、本発明の水性分散物の
粒子が溶融または軟化可能であることを意味する。
【０３９７】
　基体は、本開示の水性分散物または水性分散物を含有する組成物によって基体が処理さ
れる前または後に加熱または熱に曝露されてもよい。基体、例えば、ケラチン繊維または
紡織線維は、加熱または熱に曝露されながら、所望どおりに溶融または成形または配置さ
れてもよい。驚くべきことに、そして予想外であったことに、本発明の水性分散物の粒子
を熱活性化することによって、これらの分散物を含有する組成物は、この組成物でコーテ
ィングされた基体に、追加的な利益を提供することが可能となることが発見された。
【０３９８】
　驚くべきことに、そして予想外であったことに、本開示の水性分散物の粒子が、１μｍ
～約７０μｍの範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有する場合、水性分散物を含
有する組成物は、特に、前記組成物でコーティングされた基体上に加熱素子またはツール
が適用された場合、前記組成物でコーティングされた基体に良好に付着することが発見さ
れた。いずれかの特定の理論に拘束されることを望まないが、本開示の水性分散物の粒子
が、１μｍ～約１００μｍの範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有し、かつ熱活
性化される場合、粒子は溶融時に基体上でそれほど延展せず、それによって、粒子間の上
記結合が維持されると考えられる。結果として、基体上のコーティングまたはフィルムは
、他着性または粘着性または脆性ではなく、自然な感覚で基体上に残った。
【０３９９】
　いずれかの特定の理論に拘束されることを望まないが、約２０μｍ～約７０μｍの範囲
のピークを有する体積基準の粒径分布を有する粒子は、繊維間の結合を形成するためによ
り有効であり、それによって、繊維が所望の形状に保持されると考えられる。さらに、こ
の径範囲の粒子は、毛髪上にフィルムまたはコーティングを感じることが困難なほど小さ
い結合を導く。
【０４００】
　さらにまた、驚くべきことに、そして予想外であったことに、本開示の水性分散物の粒
子が、約１μｍ～約２０μｍの範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有する場合、
水性分散物を含有する組成物は、異なる特性を有するか、または異なる触感を有する基体
にコーティングまたはフィルムを提供したことが発見された。例えば、そのような組成物
がマスカラの形態である場合、特に、加熱素子またはツールが、マスカラ製品でコーティ
ングされたまつ毛上に適用された場合、マスカラはまつ毛に鮮明度を与えることができ、
かつまつ毛に快適さ、まつ毛の分離および／または長さを提供することができ、まつ毛上
での製品の凝集がないか、もしくは最小であり、かつまつ毛への製品の付着を改善するこ
とができた。
【０４０１】
　いずれかの特定の理論に拘束されることを望まないが、本開示の水性分散物の粒子が、
１μｍ～約２０μｍの範囲のピークを有する体積基準の粒径分布を有する場合、体積基準
の粒径分布のピークが２０～７０μｍの範囲である粒子によって製造されたものと比較し
て、基体のより大きい被覆が得られると考えられる。より大きい被覆によって、繊維直径
の増加の印象がもたらされる（ボリューマイジング（ｖｏｌｕｍｉｚｉｎｇ）／ボディフ
ァイング（ｂｏｄｉｆｙｉｎｇ））。また、そのような粒子の表面積の増加は、より大き
い粒子と比較して、より多くの油制御活性成分を皮脂と接触させることによって油制御能
力を有するそのような粒子を含有する組成物を提供することができると考えられる。
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【０４０２】
　本開示の水性分散物を含有する組成物は、特に、化粧品、パーソナルケア、皮膚科学的
、医薬製品、例えば、ヘアスタイリング、ヘアストレート／リラクシング、ヘアカール／
パーマ／ウェーブ、ヘアケアおよびヘア／スキンクレンジング製品、例えば、頭皮トリー
トメント、シャンプー、コンディショナーおよびボディウォッシュ、サンケアおよびスキ
ンケア／スキントリートメント製品、例えば、保湿剤、ならびにメークアップ製品、例え
ば、リップスティック、マスカラ、ファンデーションおよびアイシャドーを構成してもよ
い。
【０４０３】
　少なくとも特定の例示的な実施形態において、組成物は、例えば、毛髪に噴霧または他
の方法で適用され得るゲル、クリーム、フォーム、ローション、エマルジョンまたは液体
などのいずれかの形態のヘアスタイリング組成物の形態である。様々な実施形態において
、組成物は、ゲル、ムースまたはスプレーの形態で提供されてよい。少なくとも特定の実
施形態において、組成物は、最初に手に適用し、次いで、手で毛髪に接触することによっ
て毛髪に適用されてもよく、ほかの実施形態においては、組成物は、噴霧などによって直
接毛髪に適用されてもよい。組成物は、様々な実施形態において、着けたままにしておく
トリートメントとして毛髪に適用されてよい。
【０４０４】
　様々な実施形態において、熱などの外部刺激の適用は、ヘアスタイリングプロセスの一
部として望ましくあり得る。例として、組成物が湿った、または乾燥した毛髪に適用され
る前、間または後に、毛髪はさらに、外部刺激、例えば約２５℃～約２５０℃の範囲の熱
によって処理されてもよい。少なくとも特定の実施形態において、毛髪は、加熱または熱
へ暴露される間などの外部刺激への暴露の間に、所望の通りに成形または配置されてもよ
い。
【０４０５】
　毛髪に熱または高温を供給する手段として、プロフェッショナルおよび消費者向け加熱
ツールを使用することができる。毛髪に付与される所望のスタイルまたは形状次第で、こ
れらのツールには、限定されないが、ヒーター、ヘアドライヤー、フラットアイロン、ホ
ットコーム、ホットカーラーセット、スチームポッド、加熱クリンパー、加熱ラッシュカ
ーラー、加熱ワンド／ブラシ、そして、フードドライヤーまたはそれらの組み合わせが含
まれる。
【０４０６】
　上記の通り、本開示による組成物は、毛髪への適用の間もしくは後に、毛髪または手な
どの基体上にフィルムを付与し得る。組成物によって形成されたフィルムは、驚くべきこ
とに、従来のヘアケアおよびスタイリング製品とは異なり、クリーンな感触で、非他粘着
性であり得る。また驚くべきことに、組成物は、毛髪に比較的自然でクリーンな感触を残
し、なおフレキシブルなコーティングを有し、少量の残渣を残すか、または残渣を残すこ
となく、毛髪が縮れまたはフレーキングがほとんどないか、全くない状態ではずむ、かつ
弾力性となることを可能とするフィルムを毛髪上に付与し得、個々のカール、スタイルコ
ントロール、ボリュームおよび光沢によって比較的高い鮮明度を付与し得、かつ／または
比較的長く続く保持およびスタイルメモリーを可能にし得る。さらに、本開示による少な
くとも特定の実施形態において、組成物は他着性または粘着性ではない。本明細書に記載
の種々の実施形態によるヘア組成物の使用者は、したがって、組成物は知覚可能ではない
か、あるいは「見えない」と感じ、それでもなお、効果的に毛髪をスタイリングおよび／
または保持すると感じ得る。さらに組成物は、高い、または比較的高い湿度条件でさえも
有効なヘアスタイリングおよび／または保持特性を有し得る。本開示による少なくとも特
定の実施形態において、組成物は速乾性であり得、それによって、乾燥および／またはス
タイリング時間の短縮が可能となり得、さらにスタイリングおよびカール保持の容易さを
改善し得る。
【０４０７】
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　さらに、上記の通り、種々の実施形態によって調製された組成物は、ヘアスタイルに付
与される様々な保持度を変更するために提供され得る。非限定的な例として、非常に短い
長さの毛髪に、とげとげの外見を得るために、高レベルのスタイル保持が望まれてよい。
あるいは、さらなる非限定的な例として、中間の長さ、またはより長い長さの毛髪のため
に、流れるような外見を得るため、またはヘアカールを維持するために、軽度から中間レ
ベルのスタイル保持が望まれてもよい。本発明の粒子を構成する成分の重量を変更するこ
とによって、そして／あるいは様々な範囲（例えば１μｍ～約１００μｍ、または約１μ
ｍ～約２０μｍ）のピークを有する体積基準の粒径分布の粒子を利用することによって、
高レベルのスタイル保持、中間から高レベルのスタイル保持、中間レベルのスタイル保持
、または軽度から中間レベルのスタイル保持を有する組成物を調合することが可能である
。
【０４０８】
　少なくとも特定の実施形態において、本明細書に記載の組成物によって形成されたフィ
ルムは、透明および／または安定であり得る。そのような実施形態において、相分離効果
および劇的な凝集が最小化される。
【０４０９】
　加えて、本開示による組成物でスタイリングまたはトリートメントされた毛髪は、同様
の条件を受けたが、本開示の組成物によってスタイリングまたはトリートメントされてい
ない毛髪と比較して、少なくとも特定の例示的な実施形態において、疎水性であり得、か
つ／または縮れていないように見え得、かつ／または切断する傾向が低くなり得る。
【０４１０】
　しかしながら、本開示による組成物およびフィルム、ならびに組成物またはフィルムが
適用された毛髪は、本明細書に記載の特性の１つまたはそれ以上を有さなくてもよく、な
お本開示の範囲内であることが意図されることは留意すべきである。
【０４１１】
　また、毛髪のスタイリングの前、間または後のいずれかに、本開示による組成物を毛髪
に適用するステップを含んでなる、毛髪をスタイリングするための方法も本明細書に開示
される。組成物が毛髪に適用される前、間または後に、熱などの外部刺激によって毛髪を
処理することの１つまたはそれ以上のステップも考察される。
【０４１２】
　したがって、いくつかの実施形態において、本開示の水性分散物および化粧品分野で容
認される担体を含有する組成物を毛髪上に適用するステップと、毛髪に熱を適用するステ
ップとを含む、毛髪を成形する方法が提供される。前記方法は、追加的に、毛髪成形の手
段を使用して毛髪を成形するステップを含み得る。
【０４１３】
　「毛髪を成形する」という用語は、本明細書で使用される場合、毛髪の形状を変化させ
ることも意味し得る。
【０４１４】
　上記の方法によって、毛髪をストレートにする、毛髪をカールさせる、毛髪のカールを
再定義する、または毛髪のボリュームを調整するなど、頭上の毛髪を成形／再成形または
再配置することが可能となり、また組成物を再適用および／または毛髪の再湿潤を必要と
することなく、所望の限り何回でも上記方法の工程を繰り返すことが可能となる。
【０４１５】
　特に好ましい実施形態において、毛髪を成形するための手段が使用される。前記手段は
、加熱ツールの一部でもよく、あるいはブラシまたはくしまたはカール用デバイスなどの
別々のデバイスまたはツールでもよい。毛髪を成形するための手段は、指または手を毛髪
に通過させることを含んでなってもよい。
【０４１６】
　毛髪を成形するための上記方法の工程は、いずれの順番で行われてもよい。例えば、水
性分散物を含有する組成物を最初に毛髪に適用し、続いて毛髪を加熱し、次いで、毛髪を
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成形するための手段を使用して毛髪を成形してもよい。もう１つの例において、毛髪を最
初に加熱し、続いて、毛髪上に組成物を適用し、次いで、毛髪を成形するための手段を使
用して毛髪を成形してもよい。なおもう１つの例において、毛髪を成形するための手段を
使用して毛髪を最初に成形し、続いて、毛髪上に組成物を適用し、次いで、毛髪を加熱す
る。他の例において、毛髪を成形するための手段を使用して毛髪を最初に成形し、続いて
、毛髪を加熱し、次いで、毛髪上に組成物を適用し、続いて、温度が室温を達成する時に
、毛髪の形状を定位置に配置してもよい。
【０４１７】
　本開示の水性分散物を含有する組成物は、油っぽい、またはオイリーな毛髪および皮膚
（頭皮を含む）のためのスキンケアまたはトリートメント組成物の形態であってもよい。
特に、そのような組成物は、皮膚、頭皮または毛髪上の油っぽい／オイリーな感触または
外観を減少または最小化することができる。
【０４１８】
　本開示の水性分散物を含有する組成物は、色をより耐色落ち性または耐洗浄性とさせる
ことによって（すなわち、色はより長く毛髪上に残る）、人工的に着色された毛髪の色を
保護するために使用されてもよい。
【０４１９】
　本開示の水性分散物を含有する組成物は、家庭用および工業用製品の形態であってもよ
い。
【０４２０】
　本発明の組成物は、限定されないが、クリーム、液体、ゲル、クリーム－ゲル、ローシ
ョン、フォーム、セラム、ペースト、半固体、固体スティック、スティック－ゲルまたは
粉末を含む多くのガレヌス形態で提供可能であり、かつムースまたはスプレーの形態であ
ってもよく、そしてエアゾールとして任意選択的に包装されてもよく、通常の方法によっ
て調製される。
【０４２１】
　以上の説明および以下の実施例は両方とも例示的かつ説明的であるのみであり、かつ本
開示を限定するものとして解釈されないことは理解される。さらに、本明細書の様々な実
施形態の様々な特性および／または特徴は、互いに組み合わされてよいことは理解される
べきである。したがって、本開示の範囲から逸脱することなく、例示的な実施形態に多数
の変更が加えられ得ること、そして他のアレンジが考案され得ることは理解される。本開
示の考察および本明細書に開示される様々な例示的な実施形態の実施によって、他の実施
形態は当業者に明らかであろう。
【０４２２】
　他に示されない限り、明細書および請求の範囲において使用される全ての数は、全ての
例において、そのような明示の有無にかかわらず、「約」という用語によって修飾されて
いるものとして理解される。「約」という用語は、本明細書において数を修飾する場合、
様々な例示的な実施形態において、明示された数の１０％以下、例えば、９％以下、例え
ば、８％以下、例えば、７％以下、例えば、６％以下、例えば、５％以下、例えば、４％
以下、例えば、３％以下、例えば、２％以下、または例えば、１％以下の差異を示す意味
がある。したがって、単なる例として、「約」が１０％以下の差異を示す一実施形態にお
いて、「約２０％」という句は、１８％～２２％の範囲を包含するように意図される。「
約」が５％以下の差異を示す他の例示的な実施形態において、「約２０％」という句は、
１９％～２１％の範囲を包含するように意図される。それぞれの明示された範囲内のその
ような数の全ては、それによって明白に、本開示に含まれることが意図される。
【０４２３】
　明細書および請求の範囲において使用される正確な数値が本開示の追加的な実施形態を
形成し、かつ提供された例示的な範囲および値以内に開示されたいずれかの２つの終端、
ならびにそれらの特定の終端に狭められることができるいずれの範囲も含むように意図さ
れることも理解されるべきである。本明細書に開示された数値の精度を保証する努力がな
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偏差に起因する特定の誤差を生得的に含む可能性がある。
【０４２４】
　本開示の様々な実施形態による組成物は、基体に適用された時、フィルムを形成するこ
とは理解されるべきである。しかしながら、本明細書に記載されるフィルムの様々な特性
は、フィルムが基体に付着または結合したかどうかにかかわらず、本開示による組成物に
よって提供されたいずれのフィルムも含むように意図される。
【０４２５】
　分散物および組成物の以下の実施形態は、結果として範囲を限定することなく、本発明
を説明するように意図される。パーセントは重量基準で与えられる。
【実施例】
【０４２６】
実施例Ｉ：
　上記分散物プロトコルに基づき、以下の通り、本発明の水性分散物および水性分散物を
含有する組成物を調製／製造した。
Ａ．水性界面活性剤溶液：
１．容器中で非イオン性界面活性剤およびイオン性界面活性剤のグラム量を添加すること
によって、界面活性剤混合物を調製した。
２．水性分散物の最終的な重量（ワックスの重量を含む）が１００グラムであるような量
で、脱イオン水を添加した。
３．界面活性剤溶液を水浴中、約８０℃～約８５℃の範囲内の温度まで加熱した。
【０４２７】
Ｂ．ブロックコポリマー／脂肪物質ブレンド調製：脂肪物質を溶解させ、ポリマーとのブ
レンドのために適切な温度（一般にＫｒａｔｏｎ　ＳＢＣ材料に関して１２０℃）まで加
熱した。次いで、ポリマーを溶解／溶融脂肪物質に添加し、そして温度を維持しながら、
均質な混合物が形成するまで（３０～１２０分）混合物を混合した。次いで、混合物を乳
化温度（８０～８５℃）まで冷却する。
【０４２８】
Ｃ．乳化プロセス
１．水性界面活性剤溶液がなお高温（室温より高く、例えば、約６５℃～約７０℃）にあ
る時、溶液を約３０００～約９０００ｒｐｍの範囲の速度でホモジナイザー／混合機（例
えば、Ｓｉｌｖｅｒｓｏｎホモジナイザー）を使用して混合した。
２．混合しながら、加熱されたブレンド（なお室温より高い温度）を、ホモジナイザーの
混合ヘッド付近で界面活性剤溶液に添加した。
３．全ての加熱されたブレンドを添加したら、混合を少なくとも５分間継続した。
４．ホモジナイザーブレードを取り外し、そしてエマルジョン（水性分散物）を混合し、
そして室温へわずかに冷却し、ポリマー／ワックスおよび／または油の粒子を形成した。
分散物を別の容器に移すか、または水性分散物を含有する組成物が製造される場合、組成
物を構成する他の成分をこの段階で組み合わせて、そして水性分散物のアリコートを組成
物に添加する。
５．分散物または組成物を室温で貯蔵した。
６．上記プロトコルに続いて、種々の濃度で種々のスチレン系ブロックコポリマーおよび
／または脂肪物質（ワックスおよび油）および／または界面活性剤を使用して、本発明の
他の水性分散物を調製する。
７．分散物を構成する粒子の粒径は、Ｓｈｉｍａｄｚｕ　ＳＡＬＤ－７００１レーザー回
折粒径分析器および１．２の屈折率を有する石英キュベットを用いて、レーザー回折法を
使用して、体積基準の粒径分布（「ＰＳＤ」）を測定することによって決定された。
【０４２９】
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【表４】

【０４３０】
　上記水性分散物中の粒子は、１μｍ～約１００μｍの範囲の体積基準の粒径分布（「Ｐ
ＳＤ」）のピークを有した。
【０４３１】
実施例ＩＩ－水性分散物を含有する配合物の実施例
　以下の配合物は、例示された配合物の成分の残りに水性分散系Ｉのアリコートを添加す
ることによって、実施例１の水性分散物から個々に調製された。
【０４３２】
【表５】

【０４３３】
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【０４３４】
【表７】

【０４３５】
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【表８】

【０４３６】
実施例ＩＩＩ－毛髪上での試験
　水性分散物を毛髪材料見本上に適用した。毛髪が他着性または粘着性のいずれでもない
ことが観察された。
【０４３７】
　上記配合物１を、コーカサスおよびアフリカ民族のヒトモデルの中間から長髪の毛髪で
試験した。スタイリストがモデルの毛髪を洗浄し、次いで、彼らが好む方法を用いて、毛
髪を加熱スタイリングした。
【０４３８】
　スタイリストは、配合物の使用によって毛髪のスタイリングが容易になること、特に、
化学的にストレート化されていない根本付近の毛髪において優れた性能を見出した。また
、配合物が非常に容易に適用され、かつ配合物は、自然なレベルの動きのあるクリーンで
自然な感触を毛髪に残し、熱によって縮れの制御、優れたスムース化およびストレート化
が提供され、かつブロー乾燥プロセスの促進またはスピードアップを提供することも見出
された。加えて、スタイリストにより、配合物によって処理または配合物と接触した毛髪
は、非常に高い輝きが実証された。
【０４３９】
　これらの試験は、不快な感触を付与し、そして毛髪を不自然にその場にのり付けする材
料によって毛髪がコーティングされることなく、効果的な毛髪の成形を実証した。
【０４４０】
　第２の研究において、コーカサスおよびヒスパニック民族のヒトボランティアは、標準
的なヘアケア法で、毛髪上で配合物１を試験した。ボランティアは、毛髪の種類および通
常のスタイリング手順（すなわち、ドライヤー、フラットアイロンの使用など）によって
選択された。ボランティアは、配合物によって毛髪のスタイリングが容易になることと、
スタイリング製品に関するベースライン必要要件を見出した。さらに、このスタイリング
の容易さは数日持続した。また配合物によって、毛髪の感触が自然であるか、コーティン
グされていないような感触であり、かつ自然な動きを有することも見出された。付与され
たスタイルは、一日を通じて永続的であった。さらに、ボランティアがその後のシャンプ
ーを所望の通り１日またはそれ以上快適に延期することが可能であるように、頭皮におい
て検出可能な皮脂の累積は十分に減少した。
【０４４１】
　これらの発見は、本発明の組成物によって付与されたスタイリング効果は永続的であっ
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たことを実証し、分散物粒子が、粒子が毛髪上に残るように毛髪上で結合を形成し、それ
によって、スタイリングが、最初のスタイリング事象（毛髪上での配合物の適用）を超え
てその後の数日間容易に持続することが可能になることを示した。さらに、毛髪上の配合
物は、毛髪に、コーティングされていない感触を与え、自然に動いた。また、配合物の成
分は油制御効果を与え、それによって、毛髪の洗浄に関する必要性を延期する。
【０４４２】
　毛髪を配合物で処理し、そして処理された毛髪をブロードライヤーを使用して加熱した
後、毛髪は容易に所望の形状に構造化されたことも観察された。冷却時、配合物は毛髪に
他着性または付着性の感触を与えないことが観察された。さらに、ブロードライヤーまた
はフラットアイロンおよびカーラーなどの他の適切なデバイスによる毛髪の再加熱時に、
配合物を毛髪に再適用することを必要とせずに、異なる構造に毛髪を再配置／再形成する
ことができた。
【０４４３】
実施例ＩＶ－比較データ
　Ｋｒａｔｏｎ　Ｇ１６５７　Ｍなどのスチレン系ブロックコポリマーとワックスとの組
み合わせから得られるブレンド材料の特性を、ワックス単独を使用して得られた特性と比
較した。ブレンド材料中のスチレン系ブロックコポリマーの量が増加した時、毛髪の表面
上のブレンド材料のフィルムのモジュラスおよびブレンド材料の粘着性を測定した。
【０４４４】
粘着性測定
測定器：Ｔｅｘｔｕｒｅ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ　ＴＡ．ＸＴ　Ｐｌｕｓ　Ｔｅｘｔ
ｕｒｅ　Ａｎａｌｙｚｅｒ
　試料は、厚さ約０．７５ｍｍのワックスブレンドの溶融形成ディスクであった。全ての
試験に金属ボールプローブが使用された。以下を変更して標準的な粘着試験を使用した：
試験後の速度：０．５ｍｍ／秒；適用された力：図１のデータに関しては２５０ｇ、図２
のデータに関しては１００ｇ。
【０４４５】
モジュラス
測定器：ＴＡ　Ｑ８００　ＤＭＡ
　試料は、薄い（厚さ約０．７５ｍｍ）のワックスブレンドの溶融形成ディスクから切断
された。ストリップは、１５ｍｍ×５．５ｍｍ×０．７５ｍｍのおよその寸法（Ｌ×Ｗ×
Ｔ）を有した。正確な寸法は、キャリパーを使用して測定された。
【０４４６】
　標準的なひずみスイープ測定を使用して、０．５μｍ～５０μｍ転置の範囲におけるワ
ックスブレンドのストリップの複雑なモジュラスを測定した。得られるデータから、主に
線形挙動のひずみ範囲が確認できた。各試料に関して報告されたモジュラスは、この線形
範囲に由来する。測定を３回繰り返した。報告された値は平均であり、報告されたエラー
バーは、これらの測定の標準偏差である。
【０４４７】
【表９】



(71) JP 6831410 B2 2021.2.17

10

20

30

40

50

【０４４８】
　上記の表中の結果は、ワックス／ポリマーブレンドからのものと比較して、ワックス単
独から測定されたモジュラスおよび粘着性値における有意な差異を示す。また、この結果
は、図１のチャートによっても表される。
【０４４９】
　この結果は、ポリマーがワックスと組み合わされた時のモジュラスの増加、およびポリ
マーの量が増加するとモジュラスが増加したことも示す。同時に、ポリマーがワックスと
組み合わされた時に粘着性値は減少し、そしてポリマーの量が増加すると粘着性は減少し
た。これらの結果はポリマーの組込みによってブレンド材料の剛性が増加し、同時にブレ
ンド材料の粘着性が減少したことを示す。剛性の増加は、分散物が最終組成物に含まれる
場合、組成物が毛髪などの基体に適用される時に改善された、持続的な成形効果が得られ
るように、水性分散物の粒子間のより強い結合を達成することができることを示す。同時
に、ブレンド材料の粘着性の減少は、最終組成物が基体にクリーンで自然な感触を付与す
ることができることを示す。
【０４５０】
　他方、蜜蝋単独の比較的より低いモジュラスは、ワックスと毛髪との間の結合が繊維の
形状を維持する可能性が低いことを示す。さらに、ワックスの粘着性は毛髪上にあまり自
然ではない感触をもたらし、すなわち、毛髪上に残るいずれかの製品と接触していない毛
髪は本質的に粘着性ではないため、毛髪の表面上のワックスは容易に感じることができる
。
【０４５１】
実施例Ｖ－油皮脂の研究
　ワックスの粘着性およびワックスと８％スチレン系コポリマーとを含んでなるブレンド
材料の粘着性は、添加された合成油皮脂の関数として測定された。試験は、サロンのボラ
ンティアの毛髪上で行なわれた。
【０４５２】
【表１０】

【０４５３】
　上記の表中の結果は、図２のチャートによっても表される。この結果は、ブロックコポ
リマーの組み込みによって、一部は重要な物理的特性に及ぼす皮脂の影響を軽減すること
によって、不潔な感触の開始を延期することができることを示す。ポリマーが存在しない
場合、少量の油皮脂のみによって有意に粘着性が増加した。ポリマーが存在する場合、皮
脂含有量が増加すると、粘着性がゆっくり増加した。皮脂のレベルがポリマーのレベルに
匹敵する場合、（ポリマーが存在しない）ワックスのものに匹敵する速度で粘着性が増加
した。これらのデータは、ポリマーの存在が、皮脂の自然な累積によって生じる毛髪上の
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不潔な感触の開始を遅らせることを示す。
【０４５４】
　上記は本発明の好ましい実施形態を記載し、かつ請求の範囲において明らかである本発
明の精神または範囲から逸脱することなく、変更がされてもよいことは理解されるべきで
ある。

【図１】

【図２】
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